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令和８ 年度今治市当初予算の概要 S TAGE CHANGE ～つながる 未来へ 新し い風を確かなも のに～

Ⅰ 「考動する市役所」がある『まち』に
考動する市役所への進化、政策アンテナ・戦略的情報発信の強化、スマートシ
ティ今治の推進

Ⅱ 人が元気になる『まち』に
～ひとりひとりが輝く今治の創出～

子育ての理想郷の実現、今治型学校教育の推進、教育環境の整備・充実、健
康・医療・福祉都市づくり、共生社会の充実「みなさと」戦略の展開

Ⅲ 産業に活力を与える『まち』に
～瀬戸内クロスポイント 構想のさらなる推進～

地域経済の「新しい成長 」 、 i.i.im aba ri!のパワーアップ、産業のＤ Ｘ ・Ｇ Ｘ の
支援、新・今治のみなとづくり・まちづくり、強い農・林・水産業づくりの推進、 「住み
続けられる」魅力あるまちづくり

Ⅳ 輝く『まち』に ～ 「今治時間」のあるまちへ～

瀬戸内の世界都市づくり、アート＆カルチャー＆スポーツで夢中になれるまちづくり、
公共交通ネットワークの再構築、 「しまなみ海道通行料実質無料化」対応の加
速、地域コミュニティの活性化

Ⅴ しやなかで強靱な『まち』に
安全・安心なまちづくり、 「地域ディフェンス力」の強化、誰も取り残さない消防・救
急体制の構築

５ つの重点施策

対前年度比増減額７ 年度当初予算額８ 年度当初予算額会計

+ 4 .９ ％+ 4 0 億円813億円8 5 3 億円一般会計

「 脱衰退」 ～市民が誇れる 「 瀬戸内の世界都市」 へ～

市役所の政策アンテナをさらに広げ、「人口減少」や「物価高騰」「災害対策」などの課題に的確に対応する事業の
推進と、持続可能な行財政基盤構築の両立を図りつつ、市民が誇れる「瀬戸内の世界都市」を目指すまちづくりに挑
戦する積極的な新規施策を展開

歳入
市税 2 4 1 億円（ 前年比 + 2 0 億円 + 9 .1 ％）

個人所得の上昇や好調な企業業績などで増

地方交付税 1 7 3 億円（ 前年比 △1 5 億円 △7 .8 ％）

市税の増収見込みを反映した普通交付税の減

国庫支出金 1 3 2 億円（ 前年比 + 1 5 億円 + 1 3 .3 ％）
障害福祉サービス費や国の経済対策などで増

県支出金 6 7 億円（ 前年比 + 4 億円 + 6 .3 ％）
障害福祉サービス費などで増

歳出
民生費 3 3 8 億円（ 前年比 + 1 4 億円 + 4 .2 ％ ）

障害福祉サービス費や後期高齢者療養給付費などの増

教育費 9 5 億円（ 前年比 + 0 .2 億円 + 0 .3 ％）
小中学校の特別教室空調整備費などの増

土木費 8 9 億円（ 前年比 + ４ 億円 + 4 .8 ％）
公共道路改良事業、治水施設（ 排水ポンプ場） 整備費などの増

商工費 4 2 億円（ 前年比 + ６ 億円 + 1 5 .6 ％）

地方大学・地域産業創生事業費、商工振興対策費などの増

一般会計の特徴
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増減率増 減令和７年度令和８年度会計別

+4.9％+40.0億円813.0億円853.0億円一般会計

0.0％△0.2億円401.8億円401.6億円特別会計

+5.7％+10.2億円177.2億円187.4億円企業会計

+3.6％+50.0億円1,391.9億円1,441.9億円合計
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令和８ 年度 当初予算の概要

01 会計別予算規模
（ 単位: 千円、 ％）

年度 増減額 増減率

会計名 （ C） ＝( A) -(B) （ C） /（ B）

85 ,3 00 ,000 81 ,300 ,000 4,000,000 4.9

用地取得 1,000 1 ,000 0 0.0

墓園事業 47 ,200 51 ,700 △ 4,500 △ 8.7

船舶交通 293 ,700 272 ,500 21,200 7.8

港湾事業 417 ,000 444 ,000 △ 27,000 △ 6.1

鉱泉供給事業 11 ,900 11 ,800 100 0.8

駐車場 11,100 11 ,500 △ 400 △ 3.5

国民健康保険 16,064 ,000 17 ,059 ,000 △ 995,000 △ 5.8

後期高齢者医療 3,818 ,000 3 ,224 ,000 594,000 18.4

介護保険 19,495 ,000 19 ,100 ,000 395,000 2.1

小計 40,158 ,900 40 ,175 ,500 △ 16,600  0.0

水道事業会計 6,346 ,000 6 ,832 ,000 △ 486,000 △ 7.1

簡易水道事業会計 152 ,600 153 ,600 △ 1,000 △ 0.7

工業用水道事業会計 780 ,400 377 ,400 403,000 106.8

下水道事業会計 11,457 ,000 10 ,356 ,000 1,101,000 10.6

小計 18,736 ,000 17 ,719 ,000 1,017,000 5.7

144 ,194 ,900 139 ,194 ,500 5,000,400 3.6

令和７ 年度（ Ｂ ）

一般会計

特

別

会

計

企

業

会

計

合   計

令和８ 年度（ Ａ ）
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令和８ 年度 当初予算の概要

02 一般会計予算款別一覧表（ 歳入）

（単位：千円、％）

年度

当初予算 構成比 当初予算 構成比

款 ( A) (B) C= A-B （ C） /( B)

01市税 24,073,000 28.2 22,063,700 27.1 2,009,300 9.1

02地方譲与税 544,000 0.6 566,000 0.7 △ 22,000 △ 3.9

03利子割交付金 60,000 0.1 24,000 0.0 36,000 150.0

04配当割交付金 165,000 0.2 119,000 0.1 46,000 38.7

05株式等譲渡所得割交付金 240,000 0.3 120,000 0.1 120,000 100.0

06法人事業税交付金 430,000 0.5 428,000 0.5 2,000 0.5

07地方消費税交付金 4,600,000 5.4 4,240,000 5.2 360,000 8.5

08ゴ ルフ場利用税交付金 22,000 0.0 22,000 0.0 0 0.0

09環境性能割交付金 100 0.0 60,000 0.1 △ 59,900 △ 99.8

10地方特例交付金 212,700 0.3 120,000 0.1 92,700 77.3

11地方交付税 17,300,000 20.3 18,770,000 23.1 △ 1,470,000 △ 7.8

12交通安全対策特別交付金 13,300 0.0 14,400 0.0 △ 1,100 △ 7.6

13分担金及び負担金 234,236 0.3 273,311 0.3 △ 39,075 △ 14.3

14使用料及び手数料 1,317,081 1.5 1,357,077 1.7 △ 39,996 △ 2.9

15国庫支出金 13,150,497 15.4 11,607,426 14.3 1,543,071 13.3

16県支出金 6,742,365 7.9 6,340,935 7.8 401,430 6.3

17財産収入 519,088 0.6 223,665 0.3 295,423 132.1

18寄附金 3,345,791 3.9 3,065,571 3.9 280,220 9.1

19繰入金 4,072,217 4.8 2,763,680 3.4 1 ,308,537 47.3

20繰越金 1,785,424 2.1 2,388,908 3.0 △ 603,484 △ 25.3

21諸収入 1,571,501 1.8 1,765,927 2.2 △ 194,426 △ 11.0

22市債 4,901,700 5.8 4,966,400 6.1 △ 64,700 △ 1.3

合計 85,300,000 100.0 81,300,000 100.0 4,000,000 4.9

令和８ 年度 令和７ 年度
増減額 増減率
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令和８ 年度 当初予算の概要

03 一般会計予算款別一覧表（ 歳出）

（ 単位: 千円、 ％）

当初予算 構成比 当初予算 構成比

款 （ A） （ B） (C)＝（ A） －（ B） (C)/(B)

１  議  会  費 420,970 0.5 403,827 0.5 17,143 4.2

２  総  務  費 9,789,618 11.5 8,186,138 10.1 1,603,480 19.6

３  民  生  費 33,812,489 39.6 32,447,056 39.9 1,365,433 4.2

４  衛  生  費 5,512,327 6.5 5,451,284 6.7 61,043 1.1

５  労  働  費 185,500 0.2 276,315 0.3 △ 90,815 △ 32.9

６  農林水産業費 2,364,392 2.8 2,392,390 2.9 △ 27,998 △ 1.2

７  商  工  費 4,191,442 4.9 3,625,644 4.5 565,798 15.6

８  土  木  費 8,939,174 10.5 8,532,389 10.5 406,785 4.8

９  消  防  費 4,209,033 4.9 3,614,748 4.4 594,285 16.4

10 教  育  費 9,511,123 11.2 9,487,025 11.7 24,098 0.3

11 災害復旧費 5,400 0.0 5,500 0.0 △ 100 △ 1.8

12 公  債  費 6,327,532 7.4 6,846,684 8.4 △ 519,152 △ 7.6

13 諸支出金 1,000 0.0 1,000 0.0 0 0.0

14 予 備 費 30,000 0.0 30,000 0.0 0 0.0

合計 85,300,000 100.0 81,300,000 100.0 4,000,000 4.9

増減率
年度 令和８ 年度 令和７ 年度

増減額
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一般会計当初予算規模の推移
（ 単位： 億円）

過去最大の大きさ
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令和８ 年度 当初予算の概要
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一般会計が過去最大と なっ ている 要因と し て、 人件費、 扶助費の上昇や、 国の交付金を 活用し
た物価高騰対策事業など に加え、 学校等の空調整備や小学校の給食無償化と いっ た教育費、 防
災・ 減災を はじ め新たな行政需要へ対応する 経費が増加し たこ と など が挙げら れま す。



一般会計当初予算の内訳
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◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

［ 一般会計］
※再掲除く

　 直面する 課題への対応
＜物価高騰対策＞

１ 子育て世帯の負担軽減
〇 （ １ ） 給食費等支援

材料費高騰の影響を 受ける 保育所等の食事や小中学校等の給食について、 その提
供に必要と なる 経費を 国の交付金を 活用し て市が支援する こ と で、 保護者の子育
てに係る 負担の軽減を 図り つつ、 子ど も たちの安心安全な食事を 確保し よ う と す
る も の
　 ①保育所給食等材料費高騰対応事業費［ 保育幼稚園課］ 23, 000 国　 臨時交付金 23, 000
　 　 ア　 保育所給食等子育て応援事業費 8, 000
　 　 　 保護者から 徴収する 副食費と 国が定める 公定価格（ 施設運営の基準と なる
　 　 　 価格） と の差額を 市が負担する こ と で、 保護者の負担軽減を 図ろ う と する
　 　 　 も の
　 　 　 　 補助単価： 一人あたり 　 　 １ 号認定： 　 　 月320円
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ・ ３ 号認定： 月400円
　 　 イ 　 保育所給食等材料費高騰対応事業費 15, 000
　 　 　 提供に実際に要し ている 副食費と 公定価格と の差額を 市が負担する こ と で、
　 　 　 保護者の負担を 増大さ せる こ と なく 給食の質を 確保する も の
　 　 　 　 補助単価： 一人あたり 　 　 １ 号認定： 　 　 月400円
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ・ ３ 号認定： 月500円
　 ※ア、 イ 合わせて、 最大で児童一人当たり 年間で約１ 万円の負担軽減を 見込む

　 ②学校給食材料費高騰対応事業費［ 学校給食課］ 64, 896 国　 臨時交付金 64, 896
　 　 ア　 学校給食子育て応援事業費 12, 870
　 　 　 保護者から 徴収する 給食費の一部を 市が負担する こ と で、 保護者の負担軽
　 　 　 減を 図ろ う と する も の
　 　 　 　 補助単価： 一食あたり 　 　 中学校： 20円
　 　 イ 　 学校給食食材費高騰対応事業費 52, 026
　 　 　 提供に実際に要し ている 給食費と 市（ 小学校の場合は国） が設定する 給食
　 　 　 費と の差額を 市が負担する こ と で、 保護者の負担を 増大さ せる こ と なく 給
　 　 　 食の質を 確保する も の
　 　 　 　 補助単価： 一食あたり 　 小学校： 実勢価格と 国が定める 基準額の差額
                              　 中学校等（ し ま なみ高校含む） ： 52円
　 ※ア、 イ 合わせて、 最大で小学生は一人当たり 年間で約３ 千円（ 国の無償化施
　 　 策を 合わせる と 年間で約６ 万円） 、 中学生は一人当たり 年間で約１ 万４ 千円
　 　 の負担軽減を 見込む

◎ （ ２ ） フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ センタ ー提供会員活動助成事業［ こ ど も 未来課］ 1, 893 国　 臨時交付金 1, 893
フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ セン タ ー提供会員が行う 援助活動に対し 、 市独自の活動
費助成を 行う こ と で、 提供会員の安定的かつ持続可能な活動を 支援し よ う と する
も の
　 助成内容　 提供会員が依頼会員から 得る 報酬と は別に、 一時間あたり 400円を
　 　 　 　 　 　 公費で追加支給

２ 一般家庭の負担軽減
◎ （ １ ） 島し ょ 部通行料金助成事業［ し ま なみ振興課］ 87, 000 国　 臨時交付金 87, 000

日常生活における し ま なみ海道通行料金の恒常的な負担に加え、 物価高騰によ り
更なる 負担を 伴う 島し ょ 部地域の住民に対し 、 令和８ 年度に限り 国の交付金を 活
用し 、 し ま なみ海道利用に係る アン ケート の協力世帯を 対象に、 島し ょ 部地域内
の店舗で日用品等の購入に使用可能なク ーポン券を 配布し よ う と する も の
　 　 対象者　 　 島し ょ 部地域（ 大島、 伯方島、 大三島、 関前） に居住する 世帯主
　 　 助成額　 　 ク ーポン 券１ 世帯あたり １ 万円分（ ＠500円×20枚）

◎ （ ２ ） 省エネ家電等普及促進事業費［ 環境政策課］ 92, 524 国　 臨時交付金 92, 524
（ ２ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］物価高騰の影響を 受ける 家計の負担軽減を 図る ため、 対象と なる エアコ ンやＬ Ｅ
（ ３ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］Ｄ 照明器具を 購入し た市民に対し て、 その購入金額に応じ た電子マネーを 給付し 、
（ ４ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］省エネ家電等の買い替えを 促進する こ と で併せて脱炭素化を 推進し よ う と する も
（ ５ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］の
（ ６ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］　 ①対象商品： エアコ ン ・ Ｌ Ｅ Ｄ 照明器具（ 統一省エネラ ベル　 ２ つ星以上）
（ ７ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］　 　 ※Ｌ Ｅ Ｄ 照明器具については、 複数購入で基準額を 超えたも のが対象
（ ８ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］　 ②電子マネー給付額 75, 000
（ ９ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］　 　 　 購入金額40, 000円以上120, 000円未満の場合　   15, 000円相当
（ １ ０ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］　 　 　 購入金額120, 000円以上の場合　 　 　 　 　 　 　 　 30, 000円相当
（ １ １ ） 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］　 ③事務費（ 人件費、 電子マネー手数料等） 17, 524

令和８年３月定例市議会提案主要事業
（ 令和８ 年度当初予算分）

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

85, 300, 000千円

444, 714千円



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

〇 （ ３ ） ゼロ カーボン シティ 事業費［ 環境政策課］ 25, 000 国　 臨時交付金 25, 000
物価高騰等によ り 、 家計の負担が増大し 続けている 中、 太陽光発電設備の導入を
国の交付金を 活用し 臨時的に支援する こ と で、 電気代によ る 負担を 軽減し 、 家庭
における エネルギー使用量の削減を 図る も の
　 　 補助対象者　 　 　 市内全地域の一般住宅
　 　 補助率　 　 　 　 　 １ /２ （ 上限500千円）
　 　 補助対象経費　 　 太陽光発電設備又はソ ーラ ーカーポート

３ 事業者の負担軽減
◎ （ １ ） 経営力強化伴走支援事業［ 産業振興課］ 15, 000 国　 臨時交付金 15, 000

市内企業の持続的な競争力強化を 図り 、 賃上げ環境を 整備する ため、 業種ご と の
課題を 分析し て市の施策に反映する と と も に、 各業種の企業に対し て伴走型の個
別支援を 行う も の
　 対象者　 　 市内の中小企業、 個人事業主
　 対象業種（ 想定） 　 ①タ オル産業　 ②建設業　 ③食品関連産業　 ④観光業
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑤農林水産業
　 事業内容　 各業界全体の課題抽出及び解決策の整理・ 報告
　 　 　 　 　 　 分析結果に基づいた各社への伴走支援

◎ （ ２ ） 物価高騰対応Ｄ Ｘ ・ Ｇ Ｘ 緊急対策事業［ 産業振興課］ 100, 201 国　 臨時交付金 100, 201
エネルギー価格高騰に直面する 中小企業に対し 、 Ｄ Ｘ ・ Ａ Ｉ を 活用し た設備投資
や省エネ投資を 支援し 、 生産性向上と コ ス ト 削減を 実現する と と も に、 創出さ れ
た原資を 賃上げや次世代投資に還流さ せ、 物価高騰に負けない強靭で競争力のあ
る 経営基盤の強化を 図る も の
　 対象者　 　 市内に事業所を 有する 中小企業
　 条　 件　 　 １ 人あたり 平均2. 5％以上の賃上げを 行う 事業者
　 　 　 　 　 　 （ 従業員20名以下の場合は、 賃上げ平均1. 5％以上）
　 補助率　 　 １ /２ （ 補助上限額10, 000千円）

☆ （ ３ ） 地域特産物振興対策関係支援事業［ 農林水産課］ 12, 000 国　 臨時交付金 12, 000
国・ 県事業の対象と なら ない小規模な簡易ハウ ス 及び付帯設備等の整備を 支援す
る こ と で、 農産物の生産量の拡大、 製品価値の向上を 図る も の
　 実施主体　 農業協同組合、 ３ 戸以上の農業者団体
　 補助率　 　 市１ /２
　 （ Ｒ ８ 年度拡充内容）
　 　 ①渇水対策と し て「 井戸の調査・ 掘削」 に対する 支援
　 　 ②「 中古ビ ニールハウ ス 」 のリ ノ ベーショ ン 支援
　 　

（ ４ ） 高温化対策支援事業［ 農林水産課］
◎ 　 ①農業高温化対策支援事業 3, 000 国　 臨時交付金 3, 000

　 　 近年の高温化への対策と し て遮光ネッ ト の導入を 支援する こ と で、 農業者の
　 　 負担を 軽減し 、 農作物の生産量の安定化を 図る も の
　 ※Ｒ ７ 年度に実施し た高温対策実証事業の結果を 踏ま えたも の
　 　 　 実施主体　 　 　 資材販売事業者
　 　 　 対象経費　 　 　 遮光ネッ ト
　 　 　 補助率　 　 　 　 １ /２ （ １ 農業者あたり 上限200千円）
　 　 　 事業費　 　 　 　 200千円/人×15人＝3, 000千円

◎ 　 ②水産業高温化対策支援事業 3, 500 国　 臨時交付金 3, 500
　 　 近年の高温化で活魚のへい死や施氷量の増加が進んでいる ため、 鮮度保持を
　 　 目的に、 生け簀への直射日光を 防ぐ 漁船用テン ト や老朽化し た保冷箱の導入
　 　 を 支援する も の
　 　 　 実施主体　 　 　 漁業協同組合正組合員
　 　 　 対象経費　 　 　 漁船用テント 、 漁船用保冷箱
　 　 　 補助率　 　 　 　 １ /２ （ １ 漁業者あたり 上限50千円）
　 　 　 事業費　 　 　 　 50千円/人×70人＝3, 500千円

◎ （ ５ ） タ ク シー地域アプリ 導入等支援事業費補助金［ 地域振興課］ 16, 700 国　 臨時交付金 16, 700
タ ク シー共同配車アプリ の導入を 支援する こ と で、 タ ク シード ラ イ バーの高齢化
や人材不足など によ る タ ク シーの供給不足と いっ た課題を 解決し 、 業界の効率化
やサービ ス の充実を 図ろ う と する も の

Ⅰ　 「 考動する 市役所」 があ る 『 ま ち』 に
＜考動する 市役所への進化＞

４ デジタ ル活用の推進
デジタ ル技術を 活用し た行政運営の効率化や市民の利便性向上、 地域の課題解決
に向けた取組み等を 推進し よ う と する も の

194, 606千円



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

［ 市民の利便性向上］
（ １ ） 本庁・ 支所間オンラ イ ン 相談窓口［ 未来デジタ ル課］ 2, 460

各支所と 本庁担当課間のオン ラ イ ン 相談体制を 確保し 、 市民が利用し やすい環境
を 整え、 利便性向上を 図ろ う と する も の
　 設置箇所　 　 11支所・ 本庁14課

◎ （ ２ ） オンラ イ ン 手続き の拡充等［ 未来デジタ ル課］ 4, 290
手のひら 市役所など オン ラ イ ン 手続き の利活用拡充に向けた環境整備
　 　 ア　 電子申請ポータ ルサイ ト 構築 110
　 　 　 　 電子申請・ 施設予約・ 電子図書館など 、 市民が利用可能なオン ラ イ ンサ
　 　 　 　 ービ ス メ ニュ ーを 集約し たポータ ルサイ ト を 市ホームページ上に構築し
　 　 　 　 よ う と する も の
　 　 イ 　 サービ ス 利用のサポート 自動化ツ ール 4, 180
　 　 　 　 Ｐ Ｃ 画面上での操作を 自動でス ラ イ ド 化する こ と ができ る ツ ールを 導入
　 　 　 　 し 、 電子申請サービ ス における 操作手順マニュ アルを 作成する など 、 市
　 　 　 　 民サービ ス の向上や日常業務の省力化・ 効率化に活用し よ う と する も の

  （ ３ ） 書かない窓口（ デジタ ル窓口シス テム ） ［ 市民課］ 　 　 　 　 2, 593
転出・ 転入・ 転居の異動等について、 職員がシス テム 上で来庁し た市民と 一緒に
確認し ながら 住民異動届を 作成する こ と で、 何度も 同じ 内容を 書く 必要がないよ
う 住民負担の軽減に寄与する も の

  （ ４ ） 住民窓口の多様化モデル事業［ 未来デジタ ル課・ 市民参画課］ 　 　 　 　 12, 822
 住民がアク セス し やすい場所ま で行政サービ ス を 届ける 「 移動市役所」 と 申請　

ナビ 端末を 用いた「 行かない窓口」 「 書かない窓口」 の運営

 （ ５ ） 多言語翻訳ディ ス プレ イ によ る 相談窓口［ 未来デジタ ル課］ 　 　 　 624
透明ディ ス プレ イ 上に翻訳内容を 字幕でリ アルタ イ ム 表示し 、 「 相手の顔」 と
「 字幕」 の両方を 有効視野に入れる こ と で、 多様な方に均一な行政サービ ス を
提供し よ う と する も の
　 対応言語　 　 13言語（ 英語・ 中国語・ 韓国語・ ベト ナム 語・ フ ィ リ ピ ン語など ）

◎ （ ６ ） 庁内案内デジタ ルサイ ネージの導入［ 未来デジタ ル課］ 2, 884 市債 2, 200
　 設置予定箇所　 　 本庁第１ ・ ２ 別館エレ ベータ ー付近、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 市民が真ん中相談セン タ ー付近の計３ 箇所

☆ （ ７ ） デジタ ル給付事業［ i . i . i mabar i ! 推進課］ 25, 473
補助金やボラ ン ティ ア活動に対する イ ン セン ティ ブ付与など について、 市内限定
での利用が可能なデジタ ル給付を 活用する こ と で、 市民の利便性の向上と 地域経
済循環の促進を 図ろ う と する も の
　 （ 実施予定事業）
　 　 ・ こ ど も が真ん中応援券［ こ ど も 未来課］
　 　 ・ 特定健診、 つる かめ健診受診勧奨［ 保険年金課］
　 　 ・ 健康づく り 応援ポイ ン ト ［ 健康推進課・ 保険年金課］
　 　 ・ ねんり んピ ッ ク 全国大会出場表彰、 社会福祉大会市長表彰、
　 　 　 中学生弁論大会参加賞、 こ と ぶき 大学記念品［ 福祉政策課］
　 　 ・ 海岸清掃ボラ ンティ ア［ 環境政策課］
　 　 ・ サイ ク リ ン グし ま なみ2026参加者へのおも てなし  [ サイ ク ルシティ 推進課]
　 　 ・ いま ばり ジュ ニアマイ ス タ ー賞表彰［ 産業振興課・ 海事都市今治推進課］
　 　 ・ 令和７ 年今治市林野火災復旧・ 復興ボラ ン ティ ア植樹 [ 農林水産課]

［ 行政運営の効率化］
（ ８ ） Ｄ Ｘ 人材育成研修［ 人事課］ 792

市民サービ ス 向上を 目的と し たデジタ ルツ ールの活用を 促進する ため、 職員の意
識改革及び課題解決に取り 組む実践的なＤ Ｘ 人材育成研修を 実施
　 内容　 　 管理職から 若手職員ま での混合チーム で課題解決型学習に取り 組み、
　 　 　 　 　 行政サービ ス やデジタ ルツ ール活用のボト ルネッ ク 解消に有効な考え
　 　 　 　 　 方や手法を 学び、 庁内で横展開を 行う も の

☆ （ ９ ） Ｄ Ｘ リ テラ シー研修［ 未来デジタ ル課］ 2, 384
Ｄ Ｘ マイ ンド セッ ト の醸成を 図り ながら 、 業務効率化を 目的と し たデジタ ルツ ー
ル及びＡ Ｉ の活用を 促進する ため、 職員向けの研修を 実施
　 内容　 　 高度人材シェ アリ ン グ事業
　 　 　 　 　 生成Ａ Ｉ ワ ーク ショ ッ プ研修、 ハンズオン 研修
　 　 　 　 　 ki nt one操作研修

◎ （ 10） 共用車管理シス テム ［ 総務調整課］ 1, 184
共用車管理を デジタ ルで一元化する こ と で、 予約・ 鍵管理・ 日報作成等の手作業
を 廃止し 業務効率化等を 図る も の。 併せて、 稼働実績の可視化によ り 、 共用車稼
働の平準化を 図り 長寿命化・ 適正管理を 行う も の



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ 11） 各種Ｄ Ｘ ツ ールの活用［ 未来デジタ ル課］ 10, 875
ki nt one、 プラ グ イ ン 、 ペーパーレ ス 会議シス テム 、 LoGoチャ ッ ト 等の活用によ る
行政事務のス マート 化を 推進。 職員によ る 内製化を 図り つつ業務効率化を 実施

☆ ５ 地域おこ し 協力隊の支援
都市部等から 本市に移住し 、 各種地域協力活動に従事し ながら 、 本市への定住・
定着を 目指す「 地域おこ し 協力隊」 の活動を 支援する も の 148, 711
　 Ｒ ８ 年度活動予定隊員　 27名（ １ 年目　 10名、 ２ 年目　 ９ 名、 ３ 年目　 ８ 名）
　 　 ①地域協力型　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10名
　 　 ②移住コ ーディ ネータ ー業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 名
　 　 ③参加支援・ 生活困窮者のための地域づく り 業務　 ２ 名
　 　 ④こ ど も の居場所づく り 業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 名
　 　 ⑤観光振興業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 名
　 　 ⑥文化振興業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 名
　 　 ⑦村上海賊魅力業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 名
　 　 ⑧ス ポーツ 振興業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 名
　 　 ⑨お供馬イ ベン ト 企画業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 名
　 　 ⑩森林整備業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 名
　 　 ⑪地域産業デジタ ルイ ノ ベーショ ン 加速化業務　 　 ３ 名
　 　 ⑫農業支援企画業務　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 名

＜政策アン テナ・ 戦略的情報発信の強化＞
◎ ６ 市民参加型政策形成プラ ッ ト フ ォ ーム 構築事業[ 市民が真ん中課] 2, 000

複雑化・ 多様化する 地域課題に対応する ため、 世代や分野を 超えて、 市民など か
ら 提案やアイ デアなど を 収集し 、 政策立案に結び付ける プラ ッ ト フ ォ ームを 構築
する こ と で、 こ れから の今治にと っ てよ り 良い未来を 切り 開こ う と する も の

（ １ ） 政策アイ デア募集ス テージ
　 イ マバリ 未来デザイ ン ・ ノ ミ ネート 会議
　 　 以下の事業等から 提案さ れたアイ デア等を 整理・ 分析し 、 選抜ス テージへ繋
　 　 げよ う と する も の
　 　 ［ アイ デア提案が想定さ れる 事業］
　 　 　 ①市職員フ ロ ンティ アス テージ事業[ 市民が真ん中課]
　 　 　 ②いま こ こ 青春祭２ ０ ２ ６ [ 地域振興課]
　 　 　 ③市公認探究部等の魅力発掘探究[ 地域振興課]
　 　 　 ④Ｆ Ｃ Ｉ 里山研究ゼミ など の各教育機関独自の課題研究プロ グラ ム［ 各課］
　 　 　 ⑤ふる さ と キャ リ ア教育[ 学校教育課]
　 　 　 ⑥Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ま ちづく り プロ ジェ ク ト ・ サス テナブル研究活動支援［ 市民が真ん中課］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 等

（ ２ ） 選抜ス テージ
　 イ マバリ 未来デザイ ン ・ アワ ード
　 　 主にＺ 世代・ α世代の若者など から 政策アイ デアを 広く 募集する と と も に、
　 　 （ １ ） のノ ミ ネート 会議の提案を 含めた全提案の中から 、 優れた提案の選抜
　 　 ・ 顕彰を 行う 。
　 　 　 時期（ 募集） ： Ｒ ８ ． 10月～Ｒ ９ ． ３ 月予定

（ ３ ） ブラ ッ シュ アッ プス テージ
　 イ マバリ 未来デザイ ン ・ ラ ウ ンド テーブル
　 　 前年度に実施し たイ マバリ 未来デザイ ン ・ アワ ード において選抜さ れた提案
　 　 について、 市の関係部局と 提案者、 外部有識者が一緒になっ て協議し 、 事業
　 　 化・ 予算化に向けた検討を 行う 。
　 　 　 時期： Ｒ ８ ． ４ 月～Ｒ ８ ． ９ 月予定



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）
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７ 「 Ｚ 世代」 「 α世代」 の声の政策反映に向けた取組
◎ （ １ ） 市職員フ ロ ン ティ アス テージ事業[ 市民が真ん中課] 300

若手職員の「 考動」 を 活性化さ せる と と も に、 政策立案や業務改善につなげる こ
と を 目的と し て、 職員が個人又はチーム で自発的に行う 研究活動を 支援し よ う と
する も の
　 対象事業　 　 業務改善や政策提言の研究に要する 経費
　 補助上限　 　 １ チーム あたり 100千円

（ ２ ） こ ど も みら い会議［ こ ど も 未来課］ 833
（ ２ ） こ ど も みら い会議［ こ ど も 未来課］市内の学生団体「 たねから ゼミ 」 と 連携し て「 こ ど も みら い会議」 を 開催する こ
（ ３ ） こ ど も みら い会議［ こ ど も 未来課］と で、 こ れから の未来を 担う 子ど も たちが身近な疑問や発見を 持ち寄っ て、 将来
（ ４ ） こ ど も みら い会議［ こ ど も 未来課］の今治市について楽し く 、 自由に発想・ 議論・ 意見表明する 機会を 創出する も の
（ ５ ） こ ど も みら い会議［ こ ど も 未来課］　 　 対象　 市内の小中学生30人程度

（ ３ ） Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ま ちづく り プロ ジェ ク ト ［ 市民が真ん中課］ 500
市内高校生を 対象にＳ Ｄ Ｇ ｓ の視点から ま ちづく り やま ちの将来について考え、
未来へのアイ デアを 提案する ワ ーク ショ ッ プを 実施する

（ ４ ） サス テナブル研究活動支援［ 市民が真ん中課］ 1, 800
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 推進する 団体等が本市の地域課題解決に資する 活動に取り 組む場合に
その活動経費の一部を 支援し よ う と する も の
　 対象　 市内の高校およ び高等教育機関、 中小企業、 民間団体等
　 　 　 　 １ 件当たり 100千円

８ 広報戦略プロ ジェ ク ト の推進
〇 （ １ ） 広報戦略プロ ジェ ク ト ［ 秘書広報課］ 3, 947

令和６ 年度から ス タ ート し た広報戦略プロ ジェ ク ト を さ ら に進化さ せ、 庁内の広
報司令塔と し ての機能を 強化する と と も に、 「 Ａ Ｉ 攻略」 ×「 市民共創」 を キー
ワ ード と し た新戦略を 定め、 「 日本一の広報」 を 目指し た広報・ 情報発信の充実
を 図ろう と する も の
　 ①広報戦略会議によ る 「 統合広報オペレ ーショ ン 」 の実現
　 　 広報戦略室が司令塔と なる オペレ ーショ ンを 構築し 、 情報集約から 発信・ そ
　 　 の後の効果分析を 踏ま えた改善ま でを 行う こ と で質の高い広報を 目指す
　 ②Ａ Ｉ 時代に対応し たＡ Ｉ アルゴ リ ズム 攻略によ る 拡散力強化
　 　 膨大なデータ の中から 各ユーザーに最適化さ れたコ ン テンツ を 自動的に選別
　 　 ・ 推奨する Ａ Ｉ アルゴ リ ズムを 駆使し て様々なタ ーゲッ ト に対し て、 個別最
　 　 適な刺さ る 広報を 展開する
　 ③市民と 共に発信する 「 市民共創広報」 への転換
　 　 Ｓ Ｎ Ｓ 等において、 複数のアカウ ン ト やプラ ッ ト フ ォ ームを 横断し た「 多地
　 　 点同時発信」 によ る 発信力強化に向け、 市内の発信力が高いアカウ ント と 相
　 　 互連携し ながら 市民や市外の今治フ ァ ン と と も に発信する 体制を 構築する
　 （ 参考） こ れま での主な取組みと 実績
　 　 ア　 情報ス キルの向上（ Ｐ Ｒ  Ｔ Ｉ ＭＥ Ｓ の活用と Ｓ Ｎ Ｓ の強化）
　 　 　 　 ・ Ｐ Ｒ 　 Ｔ Ｉ ＭＥ Ｓ 発信件数　 36回（ 1月末時点）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 広告換算値　 27, 928, 500円（ 事業費の297％）
　 　 　 　 ・ Ⅹフ ォ ロ ワ ー数　 約14, 600人（ 1月末時点） 　 ※Ｒ ７ ． ４ 月から 約２ 倍
　 　 イ 　 庁内横断の情報収集と 最適な広報媒体によ る 情報発信
　 　 　 　 ・ 各部局の広報責任者で構成さ れる 広報戦略Ｐ Ｔ を 設置し て定例ＭＴ Ｇ
　 　 　 　 　 を 開催し 、 発信すべき 案件の集約と 最適な広報媒体を 個別調整する 体
　 　 　 　 　 制を 構築・ 運用

（ ２ ） 市政広報テレ ビ 番組制作・ 放送［ 秘書広報課・ 議会総務課］ 27, 797
市政、 観光、 産業、 イ ベン ト 、 ス ポーツ 、 議会など の情報発信
　 民間放送： 毎週２ 回（ 通常・ 再放送各１ 回　 ５ 分程度） 　

   Ｃ Ａ Ｔ Ｖ ： 市政ハイ ラ イ ト 動画、 市長記者会見動画制作（ 随時放送）
            取材し た市関連事業を 、 自主制作番組やニュ ース で年60本程度放送
　 　 　 　 　 　 市議会定例会放送（ 本会議を 生中継、 YouTubeでも 視聴可）

◎ （ ３ ） わが街ポータ ルの導入［ 秘書広報課］ ゼロ 予算
官民問わず、 地域の祭り やイ ベント 、 ボラ ン ティ アス タ ッ フ の募集など 、 様々な
情報や話題を 発信する こ と ができ る 特設サイ ト を 開設し 、 シティ ープロ モーショ
ン の強化を 図ろ う と する も の
　 サイ ト 公開日　 令和８ 年７ 月１ 日（ 予定）

◎ （ ４ ） 生成Ａ Ｉ を 活用し た暮ら し の情報整理・ 発信［ 市民が真ん中課］ 2, 000 県1/2 1, 000
生成Ａ Ｉ を 活用し 、 暮ら し に関する 各種指標の整理・ 可視化を 行い、 移住施策や
雇用施策等への活用を 図ろ う と する も の



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

＜ス マート シティ 今治（ デジタ ル化） の推進＞
９ Ａ Ｉ を 活用し た行政・ 生活・ 産業のデジタ ル化の加速

「 Ａ Ｉ フ ル活用検討チーム 」 を 発足し 、 行政・ 生活・ 産業のあら ゆる 分野におい
てＡ Ｉ の活用を 進め、 住民サービ ス の質の向上や業務の高度化・ 効率化等を 力強
く 推進し 、 ス マート シティ 今治の深化を 図ろ う と する も の。

［ 生活分野］
 （ １ ） 生成Ａ Ｉ 接客アバタ ーを 活用し た総合窓口案内［ 未来デジタ ル課］ 5, 808

本庁ロ ビ ーのデジタ ルサイ ネージを 活用し 、 多言語対応可能なアバタ ーによ る 窓
口・ 案内サービ ス を 提供し よ う と する も の

（ ２ ） 生成Ａ Ｉ チャ ッ ト ボッ ト の運用［ 未来デジタ ル課］ 5, 808
生成Ａ Ｉ チャ ッ ト ボッ ト を 活用し 、 ホーム ページを 通じ た市民から の問い合わせ
に24時間365日対応を し よ う と する も の

（ ３ ） Ａ Ｉ を 活用し た道路損傷検知シス テム ［ 道路課］ 1, 991

検針等で市内を 巡回する 機会の多い市内ガス 会社と 連携し て、 その社用車が市道
を 通行し た際の画像データ を 取得し 、 Ａ Ｉ を 活用し た画像分析を 行う こ と で、 市
道の異常を 早期に検知し 、 効率的な舗装修繕に繋げ、 良好な道路環境を 確保し よ
う と する も の

［ 教育分野］
（ ４ ） 学習支援・ ド リ ルソ フ ト 等の導入［ 学校教育課］ 30, 223

ド リ ルソ フ ト や学習アプリ のＡ Ｉ 機能を 活用し 、 子ど も たちの学習意欲の向上を
　 図る と と も に、 個別最適な学習を 実現する も の

◎ （ ５ ） ポケト ーク ｆ ｏ ｒ ス ク ールの導入［ 学校教育課］ 672
外国人生徒に対する き め細かな支援を 図る ため、 先生の発言し た言語を 同時通訳
し 、 タ ブレ ッ ト 上に表示する こ と ができ る Ａ Ｉ サービ ス を 導入し よ う と する も の
（ 最大75言語対応）

［ 公共交通分野］
（ ６ ） 伯方島公共ラ イ ド シェ ア実証運行支援［ 地域振興課］ 8, 000 国　 臨時交付金 8, 000

伯方島住民等の移動を 支える mobi シス テム （ Ａ Ｉ を 利用し た最適な乗り 合わせル
ート や配車シス テム ） を 利用し た公共ラ イ ド シェ ア・ 貨客混載の実証運行を 支援
　 実施主体： 伯方島モビ リ ティ コ ン ソ ーシアム

（ ７ ） チョ イ ソ コ おおみし ま 運行業務［ 地域振興課］ 9, 914
大三島の対象区域内での移動を 可能にする チョ イ ソ コ シス テム（ Ａ Ｉ を 利用し た
最適な乗り 合わせルート や配車シス テム ） を 利用し た移動サービ ス を 実施
　 実施主体： 今治市公共交通活性化協議会

［ 行政分野］
◎ （ ８ ） みら い行政Ａ Ｉ ラ ボの設置［ 未来デジタ ル課］ 1, 000

Ａ Ｉ 活用の更なる 高度化を 図る ため、 Ａ Ｉ フ ル活用プロ ジェ ク ト と し て庁内横断
Ａ Ｉ フ ル活用検討チーム を 設置。 業務への既存Ａ Ｉ ツ ールの活用はも と よ り 、 新
たなＡ Ｉ 技術の活用や先進事例の導入についての実証・ 検証・ 運用基盤の整備に
取り 組む

（ ９ ） 生成Ａ Ｉ ツ ールの活用によ る 業務の高度化［ 未来デジタ ル課］ 3, 061

情報収集・ 分析等への生成Ａ Ｉ の活用を 推進し 、 政策立案・ 意思決定の質的向上
を 図ろう と する も の

◎ （ 10） 庁内Ａ Ｉ コ ン シェ ルジュ の構築・ 運用［ 未来デジタ ル課］ 3, 230
規則やマニュ アルなど を 読み込ま せる こ と で、 業務を サポート する Ａ Ｉ アシス タ
ン ト を 作成する こ と のでき る ツ ールを 導入し 、 日々の業務の効率化と 市民サービ
ス 提供の迅速化を 図ろう と する も の

◎ （ 11） 生成Ａ Ｉ を 活用し た暮ら し の情報整理・ 発信［ 市民が真ん中課］ 2, 000 県1/2 1, 000
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※８ （ ４ ） 再掲

（ 12） Ｒ Ｐ Ａ ・ Ａ Ｉ －Ｏ Ｃ Ｒ の活用 ［ 未来デジタ ル課］ 10, 865
Ｒ Ｐ Ａ ・ Ａ Ｉ －Ｏ Ｃ Ｒ の活用によ り 、 手作業で行っ ていた書類のデータ 入力や定
型業務を 自動化し 、 人為的なミ ス の削減と 処理時間の短縮を 図ろ う と する も の
　 ※Ｒ Ｐ Ａ ： コ ン ピ ュ ータ を 使っ た定型的な作業を 自動化する 技術 
　 　 　 　 　 　 ソ フ ト ウ ェ アによ っ て職員が行っ ていた作業を 代行 　
　 ※Ａ Ｉ －Ｏ Ｃ Ｒ ： 書類や画像内の文字情報を デジタ ルデータ に変換する 技術
　 　 　 　 　 　 　 　  　

（ 13） Ａ Ｉ 音声認識議事録作成支援［ 未来デジタ ル課］ 1, 056
Ａ Ｉ を 活用し た議事録作成サービ ス を 導入し 、 議事録作成にかかる 時間を 大幅に
削減し よ う と する も の



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）
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☆ （ 14） Ｄ Ｘ リ テラ シー研修［ 未来デジタ ル課］ 　 ※４ （ ９ ） 再掲 2, 384

（ 15） Ａ Ｉ 水位予測シス テム ［ 農業土木課］ 3, 036
実際の水位と 気象データ から Ａ Ｉ が１ 時間後の水位を 予測し 、 市職員に通知する
シス テム を 導入する こ と によ り 、 経験によ ら ない対応を 可能と する も の

　 ＜導入地区＞
　 　 令和６ 年度　 鳥生地区
　 　 令和７ 年度　 桜井地区

Ⅱ　 人が元気になる 『 ま ち』 に ～ひと り ひと り が輝く 今治の創出～
＜子育ての理想郷の実現＞

10 誰も が安心し て子ど も を 産み育てる こ と のでき る 環境整備 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

◎ （ １ ） ネウ ボラ 拠点施設整備事業［ ネウ ボラ 政策課］ 5, 058 国1/2 1, 350
「 つど い つながり  はぐ く む みんなの居場所～こ ど も が輝く 未来を 創る ～」 を 市債 1, 200
基本理念に、 妊娠期から 出産・ 子育て期に至る ま で、 切れ目のない支援を 提供す 繰入金 2, 508
る 今治版ネウ ボラ のラ ン ド マーク と し て、 ま た、 新たな中心市街地活性化のリ ー
ディ ング プロ ジェ ク ト と し て、 子育て世代のみなら ず、 中高生や多世代が利用し
交流する 拠点施設を 整備し よ う と する も の。
　 　 　 全体事業費　 9, 087, 000千円（ Ｒ ８ 年度～Ｒ ２ ６ 年度）
　 　 　 　 積算内訳　 施設整備費7, 502, 000千円
　 　 　 　 　 　 　 　 　 維持管理費1, 585, 000千円
　 　 　 　 内訳： Ｒ ８ 　 　 　 　 　 　 　 5, 058千円
　 　 　 　 　 　 　 Ｒ ９ ～Ｒ 26　 　 9, 081, 942千円＜債務負担行為予算（ Ｒ ８ ～Ｒ 26） ＞
　 　 　 事業方式： Ｄ Ｂ Ｏ 方式（ 設計・ 建設・ 運営一括発注）

＜ス ケジュ ール（ 予定） ＞

☆ （ ２ ） 地域子育て支援拠点事業［ こ ど も 未来課］ 95, 447 国1/3 31, 100
市内11か所に配置する 子育て支援拠点施設において、 子育て中の親子交流の場を 県1/3 31, 100
提供する と と も に、 育児相談、 子育てに役立つ情報提供等を 行う こ と で、 子育て
する 親の不安感等を 緩和し 、 子ど も の健やかな育ちを 支援し よ う と する も の
　 （ Ｒ ８ 変更内容） 　
　 　 現在、 （ 公財） 今治市シルバー人材セン タ ーに委託し て喜田村地区において
　 　 運営する 「 にこ にこ 広場おぉ き く なぁ れ」 を 令和８ 年10月よ り 同地域内の別
　 　 の場所に移転する 予定
　 　 　 　 移設費　 　 2, 342

（ ３ ） 児童育成支援拠点事業［ こ ど も 未来課］
養育環境に課題を 抱える 児童に対し 、 安心し て過ご すこ と ができ る 居場所を 確保
する と と も に、 生活習慣の形成や学習支援、 相談支援等を 通じ て、 個々の状況に
応じ た継続的な支援を 行い、 児童の健全な育成を 図る も の

☆ 　 ①児童育成支援拠点事業 27, 811 国1/3 9, 270
　 　 支援を 必要と する 児童の身近な地域における 受け皿の充実を 図る ため、 実施 県1/3 9, 270
　 　 施設を 拡充する 。
　 　 　 既存施設　 鳥生地域食堂れんこ ん「 みんなの食堂」
　 　 　 　 　 　 　 　 創作ク ラ ブGr i an「 鎮守の杜」
　 　 　 新規施設　 チャ レ ン ド 「 いま り ば」
　 　 　 　 　 　 　 　 山路白鳩福祉会（ Ｒ ９ 年度よ り 新規施設にて実施予定）

◎ 　 ②次世代育成支援対策施設整備費 16, 122 国1/2 10, 748
　 　 児童育成支援拠点事業の円滑な実施に向け、 拠点と し て必要な機能を 備えた
　 　 施設整備を 支援する も の
　 　 　 補助対象者　 　 山路白鳩福祉会

3, 319, 677千円
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（ ４ ） ウ ッ ド ス タ ート 事業
◎ 　 ①木育体験事業[ ネウ ボラ 政策課] 2, 000

　 　 官民が連携し て、 令和８ 年春に開設する 「 し ま なみ木のおも ちゃ美術館」 を
　 　 木育の拠点と し 、 子ど も たちに小さ い頃から 地域の伝統文化や地域の木材に
　 　 触れる 機会を 提供し よ う と する も の。
　 　 　 内容　 　 　 　 し ま なみ木のおも ちゃ美術館の半年パス ポート を １ 歳半健診
　 　 　 　 　 　 　 　 　 を 受診する 児童に配布　 　
　 　 　 対象者数　 　 約700人
　 ②「 おも ちゃ学芸員」 応援事業[ ネウ ボラ 政策課] 400
　 　 おも ちゃ美術館の運営に参画する 「 おも ちゃ学芸員」 に対し 、 オリ ジナルエ
　 　 プロ ンを 贈呈し よ う と する も の
　 ③ウ ッ ド ス タ ート 事業[ 農林水産課] 9, 527 県1/2 4, 763
　 　 令和８ 年４ 月１ 日以降誕生の乳幼児を 対象に、 今治市オリ ジナル品を 制作し 、
　 　 誕生祝い品を 贈呈する も の
　 　 　 祝い品： 木のおも ちゃ、 ト ート バッ ク

◎ （ ５ ） こ （ 子×木） 育て住空間よ むら プロ ジェ ク ト ［ 建築住宅課］ 8, 400 国5/10 4, 200
誰も が安心し て子ど も を 育てる こ と ができ る 環境づく り を 進める ため、 四村団地 市債 4, 200
内に、 住宅に困窮する 子育て世帯を 対象に、 間取り や設備等、 子育てに配慮し た
仕様の公営住宅を 新たに整備し よ う と する も の。 併せて、 県内初と なる 木造３ 階
建て構造と する こ と で環境にも 配慮し た公営住宅の整備を 目指すも の。
　 （ 四村団地７ 号棟）
　 　 　 構　 　 造： 木造３ 階建て（ 18戸）
　 　 　 工　 　 期： Ｒ ８ 年度～Ｒ 10年度予定（ Ｒ 10. 10月入居募集開始予定）
　 　 　 Ｒ ８ 内容： 設計（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 ＜債務負担行為予算＞19, 600千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ ）

◎ （ ６ ） 子ど も の遊び場サテラ イ ト 整備事業［ 公園緑地課］ 101, 000 国5/10 20, 500
今治版ネウ ボラ の遊び場サテラ イ ト の充実のため、 老朽化し た公園遊具等の更新 市債 57, 600
・ 修繕を 行い、 安心で安全な遊び場環境を 子ど も たちに提供する も の
　 ①し ま なみアース ラ ン ド ・ ふわふわド ーム 修繕 33, 600
　 ②玉川総合公園・ 遊具更新 29, 000
　 ③桜井総合公園　 外５ 件 38, 400

◎ （ ７ ） おおし ま 認定こ ど も 園改修事業［ 保育幼稚園課］ 12, 000 市債 12, 000
吉海認定こ ど も 園と 宮窪認定こ ど も 園を 統合する こ と に伴い必要と なる 施設の改
修を 行い、 子ど も たちが安心し て過ご すこ と ができ る 環境を 確保し よ う と する も
の
　 　 ２ 階乳児室及び遊戯室の床改修、 ２ 階テラ ス 人工芝の敷設工事等

☆ （ ８ ） 保育環境向上等事業［ 保育幼稚園課］ 6, 474 国1/3・ 2/3 2, 258
近年の猛暑等によ る 熱中症リ ス ク の増大や、 保育現場における 子ど も の安全確保 県1/3 2, 058
を 巡る 課題に対応する ため、 保育施設における 熱中症対策及び安全対策等の環境
整備を 支援し 、 子ど も が安全・ 安心に過ご せる 保育環境の向上を 図る
　 ①熱中症対策事業
　 　 　 補助対象　 冷房設備の設置・ 更新経費
　 　 　 補助金額　 １ 施設当たり の上限金額1, 029千円
　 ②安全対策事業
　 　 　 補助対象　 保育の実践記録等を 行う ためのカメ ラ の設置等経費
　 　 　 補助金額　 １ 施設当たり の上限金額100千円

☆ （ ９ ） こ ど も 食堂支援事業［ こ ど も 未来課］
　 ①市内企業連携フ ード ド ラ イ ブ事業 200
　 　 包括連携協定を 締結し ている 事業所と 協働し てフ ード ド ラ イ ブを 実施する こ
　 　 と で、 官民連携によ る 地域全体の子育て支援の拡充を 図る も の
　 ②子ど も 食堂応援事業費補助金 1, 000 国2/3 666
　 　 　 補助対象者　 　 子ど も 食堂を 運営する 者
　 　 　 補助対象経費　 開設経費も し く は運営経費
　 　 　 補　 助　 率　 　 補助対象経費の２ /３ （ 上限100千円）
　 　 　 加　 　 　 算　 　 こ ど も 食堂の実施に加え、 子ど も の学習支援を 実施し た場
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 合に最大50千円を 加算（ 令和８ 年度拡充部分）
　 ③フ ード ド ラ イ ブ常設コ ーナーの設置 ゼロ 予算
　 　 市役所本庁およ び各支所にフ ード ド ラ イ ブ常設コ ーナーを 設置し 、 集ま っ た
　 　 食品を 活用し てこ ど も 食堂への支援を 行う も の
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11 結婚から 子育て期にわたる 切れ目のない子育て支援 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

☆ （ １ ） いま バディ （ 仮） 婚活支援事業［ こ ど も 未来課］
市の地域資源を 活用し た気軽に参加でき る 出会いの機会・ 場の提供によ っ て、 結
婚を 希望する 者の新たなマッ チングの可能性を 創出する こ と で、 未婚化・ 晩婚化
を 食い止め、 将来的な出生率の向上につなげる も の
　 ①家族を 作ろ う サポート 事業 2, 340 国2/3 1, 500
　 　 専門的な知識を も つ事業者と の協働によ っ て結婚を 希望する 若い世代の出会
　 　 いの創出
　 　 ア　 結婚等に関する 講座の開催（ 年１ 回）
　 　 イ 　 マッ チン グイ ベン ト （ 年３ 回）
　 　 ウ 　 「 愛結び」 （ Ａ Ｉ を 活用し た会員制のマッ チン グシス テム ） 登録・ 閲覧
　 　 　 　 会場の開設（ 月３ 回）
　 ②出会い交流応援事業 1, 300 県1/2 650
　 　 趣味等を き かっ けにし たマッ チン グイ ベント 等の開催によ り 気の合う 方と の
　 　 出会いを 創出する と と も にセン ス アッ プ講座など を 実施
　 ③婚活イ ベン ト 振興事業 150 県1/2 75
　 　 市内企業が開催する 婚活イ ベン ト に対し 、 開催に要する 経費の一部を 補助す
　 　 る こ と によ り 、 出会いの機会の創出を 支援し 、 その活性化を 図る も の。
　 　 　 補助対象者　 えひめ結婚支援セン タ ーの応援企業に登録し ている 今治市の団体
　 　 　 助成金額　 　 イ ベン ト 参加人数×1, 000円

☆ （ ２ ） 妊婦・ 乳児健康診査［ ネウ ボラ 政策課］ 95, 533 国1/2 5, 952
母子保健法に基づく 妊婦・ 乳児健康診査の実施。 令和８ 年度から 新たに「 １ か月 県1/2 3, 500
乳児健診」 を 実施し 、 産後早期から の切れ目ない支援の強化を 図る 。

◎ （ ３ ） フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ センタ ー提供会員活動助成事業［ こ ど も 未来課］ 1, 893 国　 臨時交付金 1, 893
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※１ （ ２ ） 再掲

◎ （ ４ ） 乳児等通園支援事業（ こ ど も 誰でも 通園制度） ［ 保育幼稚園課］
　 ①乳児等通園支援事業 2, 963 県7/8 2, 592
　 　 保護者の就労要件を 問う こ と なく 、 月一定時間ま での柔軟な通園を 可能にす
　 　 る こ と で、 こ ど も の良質な成育環境を 充実する と と も に、 全ての子育て家庭
　 　 への支援を 強化し よ う と する も の
　 　 　 対象者　 　 生後６ か月～２ 歳の未就園児
　 　 　 利用上限　 １ 人あたり 月10時間
　 　 　 実施施設　 ７ 施設（ 認定こ ど も 園３ ・ 保育所２ ・ 地域型保育施設１ ・ 幼稚園１ ）

　 ②乳児等通園支援事業費補助金 120 県1/2 60
　 　 乳児等通園支援事業を 初めて利用する 保護者に対し 、 最初の１ 月分の自己負
　 　 担額を 補助する こ と で、 制度の利用拡大を 図ろ う と する も の
　 　 　 補助限度額　 3, 000円（ 子ど も １ 人あたり 300円／回、 10時間以内）

☆ （ ５ ） 病児保育事業［ 保育幼稚園課］ 60, 434 国1/3 18, 683
保護者の勤務等の都合によ り 入院を 必要と し ない程度の病気の児童や回復期にあ 県1/3 18, 683
る 児童を 家庭で保育、 看護でき ない場合に、 専門施設で一時的に保育を 行う も の
　 ①病児対応型 22, 164
　 　 通院で治療が行える 程度の病児を 病院等に併設の専用施設で一時的に保育す
　 　 る も の
　 　 　 委託先　 　 あおい小児科（ キッ ズケア・ 青い鳥）
　 　 　 対象者　 　 保護者が就労し ている 児童（ 市内居住の生後６ か月～小学生） 　
　 ②体調不良児対応型 27, 200
　 　 保育施設において通園児が体調不良等の際に、 保護者が迎えに来る ま で園の
　 　 看護師が専用ス ペース で看護等を 行う も の　
　 　 　 市内８ 施設にて実施
　 ③病後児対応型 6, 686
　 　 病気の回復期にあり 集団保育が困難な児童を 、 専用の施設等で一時的に保育
　 　 する も の
　 　 　 委託先　 　 学校法人波止浜虎岳学園（ はし はま こ がく 認定こ ど も 園　 隣接地） 　
　 　 　 対象者　 　 保護者が就労し ている 児童（ 市内居住の満１ 歳～小学生） 　
　 ④事業安定運営支援 4, 384
　 　 病児保育事業について、 人件費や運営経費の増加に対応する ため、 市単独予
　 　 算によ り 委託事業者への経費加算支援を 行い、 事業の継続性と 安定的な運営
　 　 体制の確保を 図る も の

☆ （ ６ ） イ ングリ ッ シュ ティ ーチャ ー派遣事業［ 保育幼稚園課］ 913
Ａ Ｌ Ｔ を 市内の保育所に派遣し 、 子ど も が生の英語に触れあう 機会を 創出し よ う
と する も の
　 　 対象施設　 私立を 含めた全保育施設　 ※私立保育所も 対象に追加
　 　 実施回数　 １ 施設あたり 年２ 回程度　 ※Ａ Ｌ Ｔ の増加に伴い令和７ 年度から 倍増
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☆ （ ７ ） 早朝一時預かり 事業［ こ ど も 未来課］ 2, 749
土曜日と 学校の長期休業中に、 児童ク ラ ブ開始前の時間帯の児童預かり を 行う こ
と で、 子育て家庭の負担軽減を 図ろ う と する も の
　 実施施設　 　 ２ ～３ か所（ 利用施設の見直し ・ 拡充） ※Ｒ ７ は枝堀児童館で実施
　 実施期間　 　 土曜日、 長期休暇（ 春、 夏、 冬） ７ 時～９ 時頃
　 ※各児童ク ラ ブへの送迎は「 フ ァ ミ リ ーサポート セン タ ー」 事業を 利用可

☆ （ ８ ） し ま なみの子ど も を 育む交通費支援事業　
島し ょ 部（ 大島・ 伯方島・ 大三島・ 関前地域） に居住する 方を 対象に、 子育てや
通学等でし ま なみ海道を 利用する こ と によ り 生じ る 経済的負担を 軽減する ための
交通費支援を 行う も の
　 ①子育て世帯に対する 交通費支援［ し ま なみ振興課］ 　 5, 000 県1/2 2, 500
　 　 　 対象者　 　 島し ょ 部に居住し 、 同一世帯に18歳（ 到達以後最初の3月31日ま で） 市債 2, 500
　 　 　 　 　 　 　 　 以下の子ど も がいる 保護者
　 　 　 助成額　 　 島し ょ 部間及び市内陸地部ま での移動にかかる 交通費の１ /２ （ 上限１ 万円）

　 ②通学費助成事業
　 　 ア　 中学生［ こ ど も 未来課］ 　 1, 830 市債 800
　 　 　 　 　 対象者　 　 市内在住で市内の中学に通学する 生徒の保護者
　 　 　 　 　 助成額　 　 通学定期代の１ /２ （ 上限５ 千円/月） を 助成

　 　 イ 　 高校生［ こ ど も 未来課、 教育大綱推進課］ 　
　 　 （ 基礎支援） 15, 645 県1/2 5, 570
　 　 　 　 　 対象者　 　 市内在住で市内の高校に通学する 生徒の保護者 市債 5, 900
　 　 　 　 　 助成額　 　 以下のいずれかの経費の１ /２ （ 上限額あり ） を 助成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 通学定期代（ 上限５ 千円/月）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 電動アシス ト 自転車購入費（ 上限75千円）

　 　 （ 追加支援） 8, 300 市債 8, 300
　 　 　 ａ 陸地部から 島し ょ 部高校に通学する 高校生
　 　 　 　 　 対象者　 　 陸地部在住で島し ょ 部の高校に通学する 生徒の保護者。 但
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し 、 基礎支援において電動アシス ト 自転車購入に係る 助成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を 選択し た場合は対象外。
　 　 　 　 　 助成額　 　 通学定期代から 基礎支援の助成額を 差し 引いた額（ 上限10千円/月）
　 　 　 ｂ 島し ょ 部在住で島し ょ 部の高校に通学する 高校生
　 　 　 　 　 対象者　 　 島し ょ 部在住で島し ょ 部の高校に通学する 生徒の保護者。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 但し 、 基礎支援において電動アシス ト 自転車購入に係る 助
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 成を 選択し た場合は対象外。
　 　 　 　 　 助成額　 　 通学定期代から 基礎支援の助成額を 差し 引いた額

　 　 ウ 　 大学生［ し ま なみ振興課］ 　 480 市債 400
　 　 　 　 　 対象者　 　 島し ょ 部から 市内の大学等に通学する 学生
　 　 　 　 　 助成額　 　 定期券又は橋の通行料（ Ｅ Ｔ Ｃ 利用分に限る ） （ 月５ 千円上限）

　 ③医療・ 福祉サービ ス 利用等に係る 交通費支援　
　 　 ア　 妊産婦健診等に係る 交通費助成［ し ま なみ振興課］ 2, 000 県1/2 1, 000
　 　 　 　 　 対象者　 　 島し ょ 部に居住し 、 以下の対象事由に該当する 者 市債 1, 000
　 　 　 　 　 助成額　 　 し ま なみ海道通行料金の一部
　 　 　 　 　 対象事由　 ①妊産婦健診、 ②乳児健診、 ③産後ケア事業、 ④小児救急医療、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑤産後１ か月ま での受診、 ⑥不妊症・ 不育症治療、 ⑦母子保健事業

　 　 イ 　 出産サポート タ ク シー利用助成［ こ ど も 未来課］ 500 県1/2 250
　 　 　 　 　 対象者　 　 妊産婦 市債 50
　 　 　 　 　 助成額　 　 妊娠36週から 出産後１ 月ま での健診と 出産にかかる 全７ 回
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 分のタ ク シー利用料金（ し ま なみ海道通行料含む）

　 　 ウ 　 障がい児通所支援利用に係る 交通費助成［ し ま なみ振興課］ 500 県1/2 250
　 　 　 　 　 対象者　 　 島し ょ 部に居住し 、 障がい児通所支援事業所に通う 児童を 市債 200
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 養育する 保護者
　 　 　 　 　 助成額　 　 し ま なみ海道通行料金のう ち半額相当分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 既存の障がい者割引制度と 同様）

　 　 エ　 フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ セン タ ー島し ょ 部会員講習支援事業 100 市債 100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ こ ど も 未来課］ 　
　 　 　 　 　 対象者　 　 島し ょ 部に居住する フ ァ ミ リ ーサポート セン タ ーの提供会員
　 　 　 　 　 助成事業　 提供会員に必要な講習受講
　 　 　 　 　 助成額　 　 し ま なみ海道通行料金の一部
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＜今治型学校教育（ 個別最適教育・ 先進グロ ーバル教育） の推進＞
12 学力向上対策

（ １ ） 学力向上に向けた各校のサポート 体制強化［ 教育大綱推進課・ 学校教育課］ 320, 371 国3/5 7, 267
教員がよ り 児童生徒への指導や教材研究等に注力でき る よ う サポート 体制を 構築
する こ と で、 授業の質の向上を 図る と と も に児童生徒がよ り 安心し て学習に取組
める 学校環境を 整えよ う と する も の
　 ①ス ク ールサポート ス タ ッ フ （ 10人） 16, 684
　 　 教材作成補助や事務業務によ る 教師の時間創出支援

☆ 　 ②外国人語学補助員（ 16人⇒18人） 23, 188
　 　 日本語の配慮を 要する 外国籍児童生徒の語学補助
　 ③学校生活支援員（ 70人） 172, 716
　 　 障がい等のある 児童生徒の生活支援
　 ④学習アシス タ ン ト （ 41人） 102, 332
　 　 配慮が必要な児童生徒に寄り 添っ た学習支援

☆ 　 ⑤学校司書（ ２ 人⇒３ 人） 3, 348
　 　 学校図書館における 選書購入等によ る 環境整備や読書推進の支援
　 ⑥学生ボラ ン ティ ア（ 登録29人） 2, 103
　 　 校内環境の整備や下校指導補助等

（ ２ ） 学習支援・ ド リ ルソ フ ト 等導入事業［ 学校教育課］ 30, 223
ド リ ルソ フ ト や学習アプリ のＡ Ｉ 機能を 活用し 、 子ど も たちの学習意欲の向上を

　 図る と と も に、 個別最適な学習を 実現する も の

13 英語力向上対策 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

「 瀬戸内の世界都市・ 今治」 の実現に向け、 就学前から 高校ま での子ど も たちの
発育段階に合わせた英語教育の充実を 図る と と も に、 次世代を 担う 子ど も たちの
グロ ーバルな感覚を よ り 一層育も う と する も の

◎ （ １ ） 英語力向上今治メ ソ ッ ド 推進事業［ 教育大綱推進課］ 1, 877
市内全域で質の高い英語教育を 実現する こ と を 目的に、 外部有識者を 招聘し 、 Ａ
Ｌ Ｔ を 最大限に活用し た英語教育改革に取り 組む。

☆ （ ２ ） Ａ Ｌ Ｔ （ 外国語指導助手） の充実［ 教育大綱推進課・ 学校教育課］ 276, 644
英語を 公用語と する 海外都市と の国際交流協定締結を 機に、 小中学校における 外
国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 拡充し 、 子ど も たちが生き た英語に触れる 機会を 拡大
する こ と で、 英語教育の更なる 充実を 図る 。
　 ①Ａ Ｌ Ｔ の配置（ 17人→40人） 273, 149
　 ②Ａ Ｌ Ｔ コ ーディ ネータ ーの配置（ １ 人） 3, 191
　 　 Ａ Ｌ Ｔ の生活支援のサポート 、 職員の事務業務を 担当
　 ③Ａ Ｌ Ｔ アド バイ ザーの配置（ １ 人） 304
　 　 学校と の連携面強化、 業務管理、 配置、 派遣計画の策定

☆ （ ３ ） イ ングリ ッ シュ キャ ン プの開催［ 教育大綱推進課］ 5, 944
外国人の講師や留学生と 英語でのコ ミ ュ ニケーショ ン を 楽し みながら 、 英語を 身
につける デイ キャ ン プ及びス テイ キャ ン プを 実施する も の
　 ①デイ キャ ン プ（ 日帰り 体験研修）
　 　 　 対　 象　 　 小学生（ １ ～６ 年生） 80名/回
　 　 　 場　 所　 　 総合福祉セン タ ー等（ 予定）
　 　 　 時　 期　 　 計９ 回（ Ｒ ７ 実績４ 回） 　 夏休み５ 回、 冬休み２ 回、 春休み２ 回
　 　 　 講　 師　 　 Ａ Ｌ Ｔ 、 市内２ 大学等に通う 外国人留学生、 地域案内通訳士等
　 ②ス テイ キャ ン プ（ 宿泊体験研修） ※今治青年会議所と 連携
　 　 　 対　 象　 　 中学生（ １ ～３ 年生） 23名/回
　 　 　 場　 所　 　 グリ ーン ピ ア玉川、 鈍川温泉（ 予定）
　 　 　 時　 期　 　 計４ 回（ Ｒ ７ 実績３ 回） 　 夏休み３ 回、 冬休み１ 回　 　
　 　 　 講　 師　 　 Ａ Ｌ Ｔ 、 市内２ 大学等に通う 外国人留学生、 地域通訳案内士等
　 ③オールイ ン グリ ッ シュ エク ス カーショ ン
　 　 学校と は違う 環境で、 中学２ 年生の遠足を オールイ ン グリ ッ シュ で実施する
　 ④地域ｄ ｅ イ ン グリ ッ シュ キャ ン プ
　 　 地域の文化祭等のイ ベン ト に児童生徒と Ａ Ｌ Ｔ が参加し 、 地域住民に対し て
　 　 英語にて交流する
　 ⑤自然の家ｄ ｅ イ ングリ ッ シュ キャ ン プ
　 　 自然の家において他校のＡ Ｌ Ｔ を 動員し 英語に触れる 機会を 創出する

（ ４ ） 学習支援・ ド リ ルソ フ ト 導入事業［ 学校教育課］ ※12（ ２ ） 再掲 30, 223
英語４ 技能（ 聞く ・ 話す・ 読む・ 書く ） を 全て学習可能なソ フ ト を 導入し 、 子ど
も たちに合っ た個別最適な英語学習を 支援し 、 英語力向上を 目指すも の
　 ①ド リ ルソ フ ト
　 　 　 対　 象　 　 小学生
　 　 　 内　 容　 　 中学校３ 年生ま での学習内容を 解説動画付き で各自で選択可能
　 ②学習アプリ
　 　 　 対　 象　 　 中学生
　 　 　 内　 容　 　 過去５ 回分の英検問題集を 提供（ 問題毎の解説や直前対策ポイ ン ト あ り ）



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ ５ ） 英語力向上支援事業［ 学校教育課］ 14, 400
英語に対する 学習意欲及び英語力の向上を 図る こ と を 目的に、 英語の技能検定を
受検する 子ど も を 支援し よ う と する も の
　 ①英語検定受検料補助金 5, 000
　 　 　 対象者　 　 英検を 受検し た小中学生の保護者
　 　 　 対象検定　 英検３ 級以上
　 　 　 補助額　 　 検定受検料全額（ 年度内に１ 回）

☆ 　 ②英検対策講座の実施
　 　 　 対象者　 　 英検を 受検予定の希望する 小中学生
　 　 　 内　 容　 　 年３ 回ある 英検受験に向けて放課後等を 利用し て各学校におい
　 　 　 　 　 　 　 　 てＡ Ｌ Ｔ が対策講座を 開催

◎ 　 ③英語コ ミ ュ ニケーショ ン 力調査・ 分析事業［ 学校教育課］ 9, 400
　 　 ス コ ア型英語技能検定（ Ｇ Ｔ Ｅ Ｃ ） によ り 、 生徒の英語の能力や課題につい
　 　 て調査研究し 、 分析し たデータ に基づいた指導を 実施する こ と で英語力向上
　 　 を 図る も の
　 　 　 対象者　 　 公立中学校に在籍する ２ 、 ３ 年生全員

☆ （ ６ ） 保育施設イ ン グリ ッ シュ ティ ーチャ ー派遣事業［ 保育幼稚園課］ 913
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※11（ ６ ） 再掲

◎ （ ７ ） 市内高校へのＡ Ｌ Ｔ 派遣［ 学校教育課］ ゼロ 予算
Ａ Ｌ Ｔ を 市内高校の授業や部活など に派遣し 、 生徒と 交流する こ と で英語によ る
コ ミ ュ ニケーショ ン 能力の向上と 外国文化を 学ぶ機会を 提供し よ う と する も の

14 体力向上対策［ 学校教育課］
児童生徒の身体能力の低下が懸念さ れる 中、 子ど も 達のス ポーツ への関心を 高め
る と と も に体力の向上を 図る こ と を 目的と し て、 外部の専門家と 連携し ながら 各
校で取り 組む特色ある 体力向上活動を 推進し よ う と する も の

（ １ ） 子ど も 体力向上対策事業 3, 500 繰入金 3, 500
小学４ 年生及び中学１ 年生の児童生徒を 対象に、 地元プロ ス ポーツ 団体等から 走
り 方を 中心と し た身体の動かし 方を 学ぶ機会を 提供する と と も に、 教職員の指導
力の向上を 図ろ う と する も の

☆ （ ２ ） 一般社団法人コ ーチン グ科学推進機構と の連携事業 2, 500 繰入金 2, 500
一般社団法人コ ーチング科学推進機構と 連携し 、 子ど も たちの体力や運動能力、
運動習慣など の調査・ 分析を 行う ほか、 小中学校の教員向けの研修など を 通じ て
子ど も たちの体力向上に資する 指導方法を 確立し よ う と する も の
　 対象校： 伯方小、 大三島小、 上浦小、 吉海小、 宮窪小

15 教育のデジタ ル化推進
（ １ ） Ｉ Ｃ Ｔ 支援員配置（ 小・ 中学校） ［ 教育大綱推進課］ 35, 574

学習者用タ ブレ ッ ト 端末や電子黒板等Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用し た授業の円滑な進行や、
教員・ 児童生徒のＩ Ｃ Ｔ 活用に係る ス キルアッ プなど を 目的にＩ Ｃ Ｔ 支援員を 配
置する も の（ ６ 人） 　

☆ （ ２ ） 通信環境の整備（ 小・ 中学校） ［ 教育大綱推進課］ 19, 805 市債 15, 500
機器及びサービ ス の改善を 図り 、 文部科学省が推奨する 通信環境を 整備し よ う
と する も の
　 対象校： 18校（ 小学校12、 中学校６ ）

◎ （ ３ ） ポケト ーク ｆ ｏ ｒ ス ク ールの導入［ 学校教育課］ ※９ （ ５ ） 再掲 672

（ ４ ） プロ グラ ミ ン グ教育推進事業［ 学校教育課］ 1, 000
技術・ 家庭科（ 技術分野） 指導教員に対する 事前研修を 行う ほか、 中学３ 年生を
対象に、 主体的にプロ グラ ミ ン グ学習に取り 組める よ う 、 全中学校へオンラ イ ン
出前授業を 実施する も の

◎ （ ５ ） 今治市Ｋ Ｉ Ｄ Ｓ プロ グラ ミ ング コ ン テス ト （ 仮称） 開催 1, 000

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 未来デジタ ル課・ 学校教育課］
小学生たちがプロ グラ ミ ン グコ ンテス ト を 通じ て楽し く プロ グラ ミ ン グに取り 組
むこ と で新たな学習機会を 提供し よ う と する も の
　 対　 象： 今治市内在住の小学生
　 テーマ： 今治市の課題解決に向けたコ ン ピ ュ ータ ープロ グラ ミ ン グを 用いたオ
　 　 　 　 　 リ ジナル作品
※「 TECH KI DS GRAND PRI X」 （ サイ バーエージェ ン ト グループが開催し ている 全
　  国の小学生を 対象と し たプロ グラ ミ ングコ ン テス ト ） と 連携予定



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

16 部活動の地域展開支援［ 学校教育課］
☆ （ １ ） 休日の部活動地域展開支援 4, 428 県　 　 2/3 2, 952

　 ①運営団体・ 実施主体等の体制整備・ 拡充 3, 308
 　 ・ 外部講師の拡充（ 講師９ ⇒21名、 競技４ ⇒６ ）
　 　 　 Ｒ ８ ： 水泳・ 剣道・ ソ フ ト テニス ・ バレ ー・ サッ カー・ ソ フ ト ボール
　 　 　 （ 参考） Ｒ ６ ： 水泳　 Ｒ ７ ： 水泳・ 剣道・ ソ フ ト テニス ・ バレ ー
　 ②移動費助成 1, 120
　 　 島嶼部（ 大島中・ 伯方中・ 大三島中） の部活動を 円滑に実施する ための
　 　 移動に係る 助成

☆ （ ２ ） 平日の部活動支援 1, 149 県　 　 2/3 702
対象校に部活動指導員を 配置し 、 教師に代わる 指導等を 実施
　 　 　 部活動指導員の配置（ ２ 人⇒３ 人）
　 　 　 配置校： 立花中学校（ ソ フ ト ボール部）
　 　 　 　 　 　 　 大島中学校（ 陸上競技部）
　 　 　 　 　 　 　 日吉中学校（ 女子ソ フ ト テニス 部） （ Ｒ ８ ～拡充）

17 島し ょ 部高校魅力創造事業
（ １ ） 高校魅力化提言会議［ 教育大綱推進課］ 288

令和８ 年４ 月よ り 新設・ 開学する 島し ょ 部高校の魅力向上を 目的に、 高校魅力化
提言会議を 開催し 、 特色ある 学校づく り や継続的な入学者確保に向けた提言を 行
う も の
　 名　 　 称　 　 愛媛県立し ま なみ高等学校
　 開設時期　 　 令和８ 年４ 月
　 特　 　 色　 　 １ 年次は共通のカリ キュ ラ ム で学び、 ２ 年次から ４ つの系列を ベ
　 　 　 　 　 　 　 ース と し た科目に分かれて学習する
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 伯方キャ ン パス （ 文理探求系列、 マリ ン ビ ジネス 系列）
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 大三島キャ ンパス （ 総合進学系列、 アグリ ビ ジネス 系列）

（ ２ ） 教育振興費［ 教育大綱推進課］ 15, 530 市債 8, 300
　 ①島し ょ 部高校生生徒の部活動に要する 経費に対する 補助 1, 104
　 ②島外から 通学する 生徒の交通費（ 定期代） に対する 補助 8, 300
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※11（ ８ ） 再掲

　 　 ③島外居住の生徒が島内に下宿する のに必要な家賃の補助 6, 126

（ ３ ） 島し ょ 部高校魅力創造支援事業［ し ま なみ振興課］ 8, 000 市債 8, 000
令和８ 年度に開学する 「 し ま なみ高校」 に対し 、 生徒たちが行う 学校の魅力向上
や地域交流、 学習機会の地理的制約の解消など の取組を 支援し よ う と する も の
　 ①地域塾運営等事業　 　 　 　 ス タ ディ サプリ を 提供し 、 島内での学習機会を 確保
　 ②魅力発信事業　 　 　 　 　 　 制服や校章、 カリ キュ ラ ム など 新し い学校の魅力を 広く 発信
　 ③生徒によ る 魅力創造活動　 地域と 協働し て活動する 事業

＜教育環境の整備・ 充実＞
18 教育環境の整備・ 充実

○ （ １ ） 特別教室に係る 空調設備整備[ 教育大綱推進課] 911, 400 市債 734, 600
特別教室のう ち、 美術室、 家庭科室等の未整備教室への空調整備及び受変電設備
の改修
　 　 事業期間　 　 　 令和８ 年６ 月～令和10年３ 月（ 予定）
　 　 全体事業費　 　 2, 300, 000千円
　 　 　 　 　 　 （ 内訳） 小学校分　 1, 224, 000千円（ Ｒ ８ ： 485, 000千円/Ｒ ９ ： 739, 000千円）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中学校分　 1, 076, 000千円（ Ｒ ８ ： 426, 400千円/Ｒ ９ ： 649, 600千円）
　 　 整備対象校　 　 小学校26校、 中学校15校
　 ＜債務負担行為予算＞1, 388, 600千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ 年度）

◎ （ ２ ） 屋内運動場等に係る 空調設備整備アド バイ ザリ ー業務委託 15, 000
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [ 教育大綱推進課・ 障がい福祉課・ ス ポーツ 振興課]
子ど も たちの学びの場でも あり 避難所にも 指定さ れる 小中学校の屋内運動場や市
内体育館等に空調設備を 新たに導入する も の
　 　 対象施設　 　 　 小学校28施設（ 現役校26施設＋廃校（ 旧今治小、 旧上朝小） ２ 施設）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 中学校23施設（ 体育館14施設＋武道場９ 施設）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 障がい者文化体育施設１ 施設（ サン ・ アビ リ ティ ーズ今治１ 施設）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ポーツ 施設４ 施設（ 大西体育館及び菊間緑の広場公園のアリ ーナ・ 格技場）
　 　 Ｒ ８ 実施内容　 アド バイ ザリ ー業務委託
　 ＜債務負担行為予算＞35, 000千円（ Ｒ ８ ～Ｒ 10年度）

○ （ ３ ） 中学校校舎改修設計[ 教育大綱推進課] 11, 600 市債 8, 700
　 西中学校
　 　 実施内容　 （ 校舎） 外壁改修、 屋上防水、 ト イ レ 洋式化
　 　 　 　 　 　 　 （ 屋内運動場） バス ケッ ト ゴ ール等の耐震化
　 　 　 　 　 　 　 （ 武道場） 鉄骨部塗装修繕



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

○ （ ４ ） 中学校校舎改修工事[ 教育大綱推進課] 178, 200 国1/2・ 1/3 20, 681
　 ①近見中学校 市債 121, 800
　 　 　 実施内容　 （ 校舎） 防水改修、 外壁改修、 ト イ レ 洋式化、 バリ アフ リ ー化
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 屋内運動場） バリ アフ リ ー化、 バス ケッ ト ゴ ール等の耐震化
　 ＜債務負担行為予算＞61, 200千円（ Ｒ ７ ～Ｒ ８ 年度）
　 ②立花中学校
　 　 　 実施内容　 （ 校舎） 防水改修、 外壁改修、 ト イ レ 洋式化、 エレ ベータ ー設置
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 外構） ブロ ッ ク 塀改修
　 ＜債務負担行為予算＞85, 500千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ 年度）
　 ③桜井中学校
　 　 　 実施内容　 （ 校舎） 防水改修、 外壁改修、 ト イ レ 洋式化
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 屋内運動場） バス ケッ ト ゴール等の耐震化
　 ＜債務負担行為予算＞90, 000千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ 年度）

（ ５ ） バリ アフ リ ー化改修工事[ 教育大綱推進課] 141, 900 国1/2 47, 424
　 小学校　 　 鳥生、 亀岡、 菊間、 上浦、 岡村 市債 66, 700
　 中学校　 　 立花、 南、 西、 菊間、 大三島
　 ＜債務負担行為予算＞141, 900千円（ Ｒ ７ ～Ｒ ８ 年度）

○ （ ６ ） ト イ レ 洋式化整備事業[ 教育大綱推進課] 64, 000
  年間予定整備基数　 64基（ 小学校39基、 中学校25基）
　 　  洋式化率　 Ｒ ６ ： 36. 5％ ⇒Ｒ ７ （ 見込） ： 40. 1％ ⇒Ｒ ８ （ 見込） 44. 5％

◎ （ ７ ） 学校給食施設再編整備基本計画の策定支援［ 学校給食課］ 5, 000
既存施設・ 設備の老朽化や生徒数の推移など を 踏ま え、 市内にある 共同調理場（
11施設） と 自校式調理場（ 10施設） の今後のあり 方について検討し よ う と する も
の

◎ （ ８ ） 電話録音装置及び終了アナウ ン ス 導入[ 教育大綱推進課] 5, 817
学校設置の電話機に通話録音装置及び休日・ 時間外における 業務終了アナウ ンス
の自動応答装置を 設置する も の
  対象校　 41校（ 小学校26校、 中学校15校）

19 教育応援基金［ 教育大綱推進課］
企業版ふる さ と 納税等によ る 寄附金を 教育応援基金に積み立て、 こ れを 活用し 充
実し た教育環境の整備を 推進し よ う と する も の

（ １ ） 教育応援基金への積立金 1, 011 寄附金 1, 010
　　　寄附額（企業版ふるさと納税1,000千円＋一般ふるさと納税10千円） 財産収入 1
　　　基金利息（１千円）

（ ２ ） 教育応援事業費補助金 1, 818 繰入金 1, 818
寄附金額の９ 割を 財源と し て寄付者が指定する 高校が行う 以下の①～③の事業に
要する 経費の一部を 補助し よ う と する も の（ 寄付金額の１ 割は、 市の教育行政推
進のために活用）
　 　 対象者　 　 市内の私立高校、 県立高校の各教育振興会
　 　 対象事業　 ①市外から の生徒の受け入れに関する 事業
　 　 　 　 　 　 　 ②ス ポーツ ・ 文化の振興に関する 事業
　 　 　 　 　 　 　 ③国際交流及び地域交流に関する 事業
　 　 補助率　 　 10/10（ 指定校毎の基金積立額を 上限）

20 給食費等の負担軽減によ る 子育て支援
☆ （ １ ） 材料費物価高騰対応事業［ 保育幼稚園課・ 学校給食課］ ※１ （ １ ） 再掲 87, 896 国　 臨時交付金 87, 896

◎ （ ２ ） 学校給食費無償化支援事業（ 小学校） [ 学校給食課］ 341, 974 県　 　 10/10 341, 974
小学校学校給食無償化に伴い、 国が定める 基準額を 給食運営委員会へ補助し よ う
と する も の
　 　 補助対象　 給食運営委員会
　 　 積算根拠　 国・ 県から の補助 5, 200円/月×11月÷年195回≒294円/食
　 　 　 　 　 　 　 294円/食×195回×5, 965人＝341, 974千円

◎ （ ３ ） 学校給食費非喫食者等支援事業（ 小学校） [ 学校給食課］ 2, 007 県　 　 10/10 2, 007
アレ ルギー対応等によ る 給食非喫食者の保護者に対し 、 小学校学校給食無償化に
伴い国が定める 基準額を 補助し よ う と する も の
　 　 補助対象　 アレ ルギー対応等を し ている 非喫食者の保護者
　 　 積算根拠　 国・ 県から の補助 5, 200円/月×11月÷年195回≒294円/食
　 　 　 　 　 　 　 294円/食×195回×35人＝2, 007千円



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

21 日本一おいし い学校給食づく り ［ 学校給食課］ 3, 055 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

（ １ ） 日本一おいし い給食レ シピ コ ン テス ト
市内産の食材（ 農産物） を 活かし た給食メ ニュ ーを 開発する ため、 市民など から
レ シピ を 公募する 給食レ シピ コ ンテス ト を 実施。
※優秀なレ シピ については、 給食メ ニュ ーと し て定番化し 児童生徒に提供する と
　 と も に、 「 全国学校給食甲子園」 にエン ト リ ー予定
　 　 　 　 　 　

☆ （ ２ ） 日本一おいし い給食フ ェ ア（ 市民向け試食会・ 給食Ｐ Ｒ ブース ）

せと う ちみなと マルシェ において日本一おいし い給食フ ェ アを 開催する など 、 市
内で実施さ れる 各種イ ベン ト において給食Ｐ Ｒ ブース を 出展し 、 一般市民向け試
食会など を 開催
　

◎ （ ３ ） 小学校の家庭科授業と 連携し た食育の実施
給食への理解と 関心を 高めても ら う ため、 小学生を 対象に給食の食材について種
付けから 収穫、 メ ニュ ー開発、 家庭科の授業での調理体験、 試食を 行う 。
開発し たメ ニュ ーについては、 市内の学校へ給食と し て提供する 。

（ ４ ） シェ フ によ る 地元産農畜産物を 使っ た給食レ シピ 開発
招聘する 市内のシェ フ の地元食材を 活用し たレ シピ 開発技術を 栄養士が学び、 日
頃の献立作成や調理に活かし ても ら おう と する も の

☆ （ ５ ） 学校給食親子探検（ 規模拡大： 24名⇒40名）
親子で普段見る こ と のない給食調理場を 探検し 、 給食が教室ま で届けら れる 過程
を 知る 機会を 提供する こ と で、 食育の推進を 図る

22 図書館活用促進事業［ 生涯学習課］
◎ （ １ ） 今治市立図書館開館100周年事業 6, 000

市立図書館開館100周年を 契機に、 中央図書館において読書の推進や子ど も たちの
将来のキャ リ ア育成に資する イ ベン ト を 開催する も の
《 事業内容（ 予定） 》
　 ①凪良ゆう 氏企画( 映画公開に合わせた企画展・ 講演会など )
　 ②100周年企画展示（ 今治市立明徳図書館報復刻など ）
　 ③人気作家講演会（ 角田光代氏、 早見和真氏予定） ※前夜祭と し て夜の図書館開催
　 ④アニメ ーショ ン ワ ーク ショ ッ プ（ 矢野ほなみ氏予定）
　 ⑤若者向けワ ーク ショ ッ プ( ブッ ク ディ レ ク タ ーなど )
　 ⑥大手出版編集者によ る 「 絵本制作」 の講演
　 ⑦今治版ビ ブリ オバト ル大会( 人気作家、 ラ ジオ生放送、 YouTubeラ イ ブ配信、 動画制作)
　 ⑧今治出身ク リ エータ ーの紹介展示( 黒川博行氏、 長野ヒ デ子氏、 坂野義光氏等)
　 ⑨屋上ラ ウ ン ジ設置( カフ ェ やイ ベン ト 会場と し て活用)
　 ⑩プロ モーショ ン 動画制作

☆ （ ２ ） 図書館シス テム 更新 6, 153
　 供用開始　 　 令和８ 年10月１ 日
　 内　 　 容　 　 シス テム 更新及び無人貸出機（ 10機） の導入等

◎ （ ３ ） 図書館ビ ジョ ン 喋り 場事業 100
図書館運営審議会や各種ワ ーク ショ ッ プの開催など を 通じ てよ り 多く の利用者の
声を 聞き 取り 、 令和７ 年度に策定し た図書館ビ ジョ ン を ベース と し ながら 、 今後
の図書館が更に市民に愛さ れ活用さ れる も のになる よ う 将来像を 明確に描こ う と
する も の

＜健康・ 医療・ 福祉都市づく り ＞
23 看護、 介護、 保育の人材確保定着制度

本市において人材不足する 看護師、 介護福祉士、 保育士と いっ たエッ センシャ ル
ワ ーカーの確保・ 定着を 図り 、 こ ど も から 高齢者ま で安心し て暮ら せる 地域づく
り を 目指すも の

（ １ ） 医療福祉人材市内定着支援事業 10, 700 繰入金 7, 340
看護師、 介護福祉士、 保育士と し て市内に就職し た者に対し 、 就職奨励金を 支給 諸収入 3, 360
する も の
　 ①看護師［ 健康推進課］ 7, 000
　 　 　 対象者　 　 看護師養成施設（ ３ 年課程以上） を 卒業し 、 看護師資格を 取得
　 　 　 　 　 　 　 　 し た者であっ て、 本市に居住し 、 令和７ 年度以降に新卒で市内
　 　 　 　 　 　 　 　 医療機関に常勤の看護師と し て就職し た者（ 市職員除く ） 　
　 　 　 助成額　 　 看護師養成施設授業料の１ /３ を ５ か年に渡り 支給
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 上限： 96千円/年、 480千円/５ 年）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※市内養成施設卒業生の場合、 助成率２ /３ 。 助成額の嵩上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 げ分については今治市医師会が負担（ 上限： 192千円/年、 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 960千円/５ 年） 。 　 　 　 　 　 　



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

　 ②介護福祉士［ 介護保険課］ 1, 800
　 　 　 対象者　 　 介護福祉士養成施設を 卒業し 、 介護福祉士資格を 取得し た者で
　 　 　 　 　 　 　 　 あっ て、 本市に居住し 、 令和７ 年度以降に新卒で市内高齢者施
　 　 　 　 　 　 　 　 設に常勤の介護福祉士と し て就職し た者（ 市職員除く ）
　 　 　 助成額　 　 介護福祉士養成施設授業料の１ /３ を ５ か年に渡り 支給
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 上限： 73千円/年、 366千円/５ 年）
　 ③保育士［ 保育幼稚園課］ 1, 900
　 　 　 対象者　 　 保育士養成施設を 卒業し 、 保育士資格を 取得し た者であっ て本
　 　 　 　 　 　 　 　 市に居住し 、 令和７ 年度以降に新卒で市内保育関連事業所に常
　 　 　 　 　 　 　 　 勤の保育士と し て就職し た者（ 市職員除く ）
　 　 　 助成額　 　 保育士養成施設授業料の１ /３ を ５ か年に渡り 支給
　 　 　 　 　 　 　 　 （ 上限： 73千円/年、 366千円/５ 年）

◎ （ ２ ） 今治看護専門学校授業料貸与制度補助事業［ 健康推進課］ 2, 400 繰入金 2, 400
今治市医師会が行う 今治看護専門学校に入学し 、 卒業後今治地域の医療機関に看
護師と し て就職し よ う と する 者に対し 、 返済免除条件付き で授業料を 貸与する 制
度を 支援する こ と で、 市内の看護人材の確保を 図ろ う と する も の
　 　 対象者　 　 Ｒ ８ 年度以降今治看護専門学校第一看護学科に入学し た者であっ
　 　 　 　 　 　 　 て市内医療機関で３ 年間以上勤務する こ と を 確約し た者
　 　 負担割合　 医師会１ /５ 、 県３ /５ 、 市１ /５
　 　 　 　 　

（ ３ ） Ｕ Ｉ Ｊ タ ーン 医療福祉人材支援事業 6, 000 県 1, 200
市外から 市内に転入等し 、 看護師、 介護福祉士、 保育士と し て就職し た者に対し 、 繰入金 4, 800
引っ 越し 費用や制服購入費等、 就労準備に係る 経費の一部を 支援し よ う と する も
の
　 　 対象者　 　 令和７ 年度以降市内の医療機関、 高齢者施設、 保育関連事業所に
　 　 　 　 　 　 　 看護師、 介護福祉士、 保育士と し て、 ３ 年以上継続し て勤務する
　 　 　 　 　 　 　 こ と を 前提に常勤職員と し て就職し た者の内、 以下に該当する 者
　 　 　 　 　 　 　 　 ア　 就職を 機に本市内に転入し た者
　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 県外から 県内の各職種養成施設に進学し 、 市内に転入ま た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は本市内で転居を 行っ た者　 （ いずれも 市職員除く ）
　 　 対象経費　 勤務を 開始する ために要し た以下の経費
　 　 　 　 　 　 　 　 ア　 引っ 越し 代、 礼金、 仲介手数料、 家賃
　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 通勤用の自転車、 職場で使用する 被服等
　 　 　 　 　 　 　 　 ウ 　 その他、 生活に必要な用品等の購入費
　 　 支給額　 　 １ 人あたり 20万円（ 上限）

（ ４ ） 看護師養成事業（ 市医師会） ［ 健康推進課］ 12, 000
地域の看護人材を 確保する ため、 今治看護専門学校における 看護師養成等の取組
を 支援する も の 　 　

◎ 24 がん検診の無償化［ 健康推進課］ 10, 000
基本健診を 受診し た市民を 対象に、 がん検診のう ち１ 項目に係る 経費を 無償化
する こ と で、 がんの早期発見・ 早期治療によ る 死亡率の低減を 目指すと と も に、
特定健診受診率向上も 図り 、 市民の健康の保持増進に寄与し よ う と する も の
　 対象者　 　 　 　 特定健診等受診者等
　 対象がん検診　 胃がん、 肺がん、 子宮頸がん、 乳がん、 大腸がん
　 無償化期間　 　 Ｒ ８ 年度～Ｒ 10年度（ ３ 年間）

25 予防接種事業［ 健康推進課］
（ １ ） 子ど も を 守る イ ンフ ルエン ザ予防接種に対する 支援 10, 000

生後６ か月から 12歳ま での小児・ 児童及び受験生世代（ 中学・ 高校３ 年生） に対
し 、 予防接種にかかる 費用の一部を 助成する も の
　 助成額　 　 　 １ 回につき 1, 000円（ 12歳ま での小児・ 児童は２ 回ま で）

☆ （ ２ ） 高齢者帯状疱疹ワ ク チン 接種事業 48, 332
高齢者の帯状疱疹発症のリ ス ク 、 重症化軽減のためワ ク チン の自己負担額の減額
　 対象者　 　 　 ①Ｒ ８ 年度に65歳に到達する 者のう ち帯状疱疹ワ ク チン 未接種者
　 　 　 　 　 　 　 ②５ 年間（ Ｒ ７ ～Ｒ 11年度） の経過措置と し て各年度において70、
　 　 　 　 　 　 　 　 75、 80、 85、 90、 95、 100歳が対象
　 個人負担額　 ①生ワ ク チン 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 　 　 4, 500円　 ⇒　 4, 000円
　 　 　 　 　 　 　 ②不活化ワ ク チン（ ２ 回接種）
　 　 　 　 　 　 　 　 33, 000円（ 16, 500円／回×２ ） ⇒　 21, 000円（ 10, 500円／回×２ ） 　

☆ （ ３ ） 高齢者イ ン フ ルエン ザ予防接種事業 50, 000
標準量ワ ク チン よ り も よ り 効果の高い高用量ワ ク チン の接種開始
　 対象者　 　 　 75歳以上（ 標準量か高用量のど ちら かを 選択）
　 個人負担額　 4, 500円（ 予定） 　 　 　 　  



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

☆ （ ４ ） Ｒ Ｓ ウ イ ルス 母子免疫ワ ク チン 予防接種事業 16, 343
新生児や乳児のＲ Ｓ ウ イ ルス 感染症の重症化を 防ぐ ため定期接種を 開始
　 対象者　 妊娠28週から 37週に至る ま での妊婦
　 個人負担額　 無料

◎ 26 難聴者補聴器購入費助成事業［ 福祉政策課］ 2, 400
聴力機能の低下によ り 日常生活に支障を き たし ている 方であっ て、 非課税世帯に
属する 満18歳以上の方を 対象に補聴器購入費の一部を 補助する 制度を 開始し よ う
と する も の
　 対象者　 　 ・ 市内に在住の満18歳以上の方
　 　 　 　 　 　 ・ 両耳聴力が30㏈以上70㏈未満の軽度、 中等度難聴で医師の意見で
　 　 　 　 　 　 　 補聴器の使用の必要性が認めら れる 方
　 　 　 　 　 　 ・ 非課税世帯である 者
　 補助額　 　 上限３ 万円

27 お供馬活用事業［ 地域振興課・ 障がい福祉課］
◎ （ １ ） 地域おこ し 協力隊の採用　 ※５ ⑨再掲 5, 125

お供馬を 活用し た地域おこ し 事業の企画立案・ 実施する 隊員を 新たに採用する も の
　 活動内容　 ①お供馬を 活用し た地域貢献活動と なる イ ベン ト 等の事業提案
　 　 　 　 　   ②Ｊ Ｒ Ａ 、 Ｎ Ｐ О法人菊馬会、 岡山理大、 野間馬保存会等と 連携
            ③将来のお供馬の飼育方法転換の計画立案の実施
　 　 　 　 　 　 ④Ｓ Ｎ Ｓ や動画コ ンテン ツ 等を 活用し た情報発信

（ ２ ） ホース セラ ピ ー・ 乗馬体験事業 829
Ｒ ７ 年度に初開催し たホース セラ ピ ー・ 乗馬体験事業を 継続し て開催する も の
　 開催日　 　 　 Ｒ ８ 年５ 月上旬
　 会場　 　 　 　 菊間町池原小ヶ 丸広場公園　
　 実施内容　 　 お供馬乗馬体験、 ホース セラ ピ ー、 野間馬、 モルモッ ト 等のふれあい体験等
　 協力　 　 　 　 Ｎ Ｐ О法人菊馬会、 Ｊ Ｒ Ａ 、 野間馬保存会、 岡山理科大学獣医学部馬術部　 など
　 ホース セラ ピ ーの効果
　 　 　 　 　 　 　 平衡感覚の養成、 情緒安定、 柔軟性の向上

＜共生社会の充実＞
28 共に生き る 社会づく り の推進［ 市民参画課］

◎ （ １ ） 多文化共生の推進加速化事業 22, 426 国1/2 5, 216
市内の外国人住民に対し て、 暮ら し やすさ を 確保する ための支援を 行う と と も に、
国際交流協会の多文化共生機能の強化を 図る など 、 共生社会の実現に向けた環境
整備の更なる 充実を 図っ ていく も の
　 　 ①　 国際交流協会の運営支援
　 　 ②　 多文化共生講座の開催
　 　 ③　 外国人住民と 地域住民のネッ ト ワ ーク 構築事業
　 　 ④　 相互理解のための交流や意識醸成
　 　 ⑤　 多言語対応に関する 手引書や用語集の作成
　 　 ⑥　 資格取得の後押し

☆ （ ２ ） 外国人住民への生活相談体制の充実 2, 729 国1/2 1, 364
多言語対応可能な相談窓口を 設置する と と も に、 交通ルールやご みの捨て方など 、
日常生活を 過ご すう えで必要と なる 基本的な情報を 解説し た多言語リ ーフ レ ッ ト
を 作成する も の
　 外国人相談窓口の設置　 　 　 1, 529千円
　 多言語リ ーフ レ ッ ト 制作　 　 1, 200千円

◎ （ ３ ） 災害対応多言語コ ールセン タ ーの開設 238 国1/2 119
災害時に外国人住民が相談可能な多言語コ ールセン タ ーを 開設する も の

＜「 みなさ と 」 戦略の展開＞
29 し ま なみ・ 今治移住施策の深化

◎ （ １ ） 二地域居住コ ーディ ネータ ーの配置［ し ま なみ振興課］ 4, 344
将来の移住へつながる 関係人口の拡大を 図る ため、 都市と 地方に生活拠点を 持つ
「 二地域居住」 を 希望する 方に対し 、 情報提供や相談対応、 地域での生活支援を
行う コ ーディ ネータ ーを 配置し 、 移住・ 交流・ 定着に向けた相談支援体制の強化
する も の

（ ２ ） 今治版デュ アルス ク ール全校区展開［ 学校教育課］ ゼロ 予算
地方と 都市の２ つの学校で教育を 受ける こ と ができ る 環境を 整備し 、 地方と 都市
双方の視点に立っ た考え方のでき る 人材を 育成する と と も に、 二地域居住や地方
移住を 促進し よ う と する も の
　 　 実施場所　 　 市内全小中学校
　 　 対象者　 　 　 移住体験を 希望する 市外の児童生徒



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ ３ ） おいで今治！も ど ろ う 今治！お試し 移住滞在サポート 事業 2, 000
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 地域振興課・ し ま なみ振興課］
多く の移住希望者が本市を 訪れる 機会を 創出する こ と を 目的に、 移住希望者によ
る 移住の実現に向けた市内への訪問活動に要する 宿泊費の一部を 助成
　 　 補助内容　 　 １ 人当たり 5, 000円/日（ 上限６ 泊分・ 最大30, 000円）

（ ４ ） 住も う いま ばり ！住宅改修賃貸支援［ 地域振興課・ し ま なみ振興課］ 3, 300
空き 家の市場化を 促進する こ と を 目的と し て市内の空き 家所有者に対し 、 住宅改
修等にかかる 経費の一部を 助成
　 　 対象経費　 　 ①住宅の改修（ 居住に関する 諸工事）
　 　 　 　 　 　 　 　 ②家財道具の搬出等（ 入居又は住宅の改修に必要な家財の搬出や清掃等）
　 　 補助率等　 　 ①１ /２ （ 上限100万円）
　 　 　 　 　 　 　 　 ②１ /２ （ 上限 10万円）

（ ５ ） 住も う いま ばり ！移住者住宅取得事業［ 地域振興課・ し ま なみ振興課］ 20, 000
市外から の「 若者人材」 の確保と 定着に向け、 市外から の移住者に対し 住宅の新
築又は購入に要する 経費を 支援
　 　 補助内容　 住宅の新築ま たは購入費用
　 　 補助率等　 １ /10（ 上限30万円）
　 　 加算金　 　 18歳以下１ 人につき 10万円を 加算（ 上限20万円 ※条件不利地域は上限40万円）

（ ６ ） 移住者住宅改修支援事業［ 地域振興課・ し ま なみ振興課］ 40, 000 県1/2 19, 800
働き 手世代等の移住・ 定着を 促進し 、 人口減少抑制と 集落機能の維持存続を 図る
ため、 県外から の移住者に対し 住宅の改修等に要する 経費を 支援
　 　 補助内容　 住宅の改修・ 家財道具搬出
　 　 補助率等　 通常地域　 　 　 ２ /３ 以内・ 上限100万円（ 子育て世帯400万円）
　 　 　 　 　 　 　 条件不利地域　 ２ /３ 以内・ 上限150万円（ 子育て世帯500万円）

☆ 30 合宿誘致等を 通じ た関係人口・ 交流人口の創出
（ １ ） 大学ゼミ 合宿等支援事業［ 市民が真ん中課］ 500

市内人口が減少する なか、 ま ちづく り に寄与する 関係人口を 増加さ せる こ と で持
続可能なま ちづく り を 推進する ため、 ま ちづく り に資する 大学ゼミ 合宿など 、 大
学生等が市内に宿泊し て行う 活動を 支援し よ う と する も の
（ 対象の拡大）
（ 現行）
　 対象事業　 　 ま ちづく り に資する ゼミ 合宿等（ 宿泊を 伴う も の）
　 対象者　 　 　 学校教育法の規定に基づく 大学等の高等教育機関に属する 生徒及び教員　
　 補助上限　 　 １ 人１ 泊あたり ３ 千円（ 宿泊費の１ /２ 補助） 　
　 　 　 　 　 　 　 ※１ 団体上限100千円、 市内企業への訪問を 行う 場合、 ５ 千円に引き 上げ
（ 追加内容） 関係人口増加、 移住促進、 地域課題解決に向けた外部人材の参入
　 対象事業　 　 地域課題解決を 目的と し たワ ーケーショ ン 開催等（ 宿泊を 伴う も の）
　 対象者　 　 　 主に市外在住者で組織さ れる 任意団体
　 補助上限　 　 １ 人１ 泊あたり ３ 千円（ 宿泊費の１ /２ 補助）
　 　 　 　 　 　 　 ※１ 団体上限100千円

（ ２ ） ス ポーツ 合宿開催経費補助金［ ス ポーツ 振興課］ 2, 800
県外に所在する ス ポーツ 団体等が今治市内の体育施設等及び宿泊施設利用を 伴っ
た合宿を 行う 場合に、 宿泊経費の一部を 支援し よ う と する も の
　 （ 補助対象区分の見直し ）
　 　 　 旧： 上限一律300千円　 →　 新： 国内外のプロ ス ポーツ 団体500千円、 その他300千円

（ ３ ） 文化合宿等開催費補助金［ 文化振興課］ 300
市外在住で市内で開催さ れる 文化イ ベン ト に参加する 者、 市外に所在する 市内で
合宿等を 行う 文化活動団体に対し て、 宿泊経費の一部を 支援する も の
　 　 補助上限300千円

（ ４ ） ス ポーツ ・ 文化・ 芸術大会等の参加者へのおも てなし 1, 750
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ ス ポーツ 振興課・ 文化振興課］
県外から の参加者が多く 見込ま れる 西日本大会規模以上の出場者に対し て、 本市
の特産品を 配布する こ と で、 今後の関係人口の増加を 図ろ う と する も の

Ⅲ　 産業に活力を 与える 『 ま ち』 に
　 　 　 ～瀬戸内ク ロ ス ポイ ン ト 構想のさ ら なる 推進～
＜地域経済の「 新し い成長」 ＞
☆ 31 地域産業支援拠点管理運営費［ 産業振興課］ 40, 000

地場産業の振興、 新産業の創出を 目的と し て地場産業振興センタ ーが行う 事業に
要する 経費及び施設の運営管理費を 補助し よ う と する も の。 令和10年に地場産セ
ン タ ーの建物内に愛媛大学のサテラ イ ト 会場が開設さ れる こ と から 、 大学と 連携
し 、 市内企業の課題解決や起業支援、 小中高生向けＩ Ｔ 人材育成を よ り 一層推進
する と と も に、 地場産業振興センタ ーを 次世代産業を 創出する 「 知の拠点」 と し
再構築し ていく

883, 382千円



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ １ ） 地域産業活性化事業 20, 835
　 　 ・ 経営支援（ 各種セミ ナー等）
　 　 ・ 人材育成　 ①少年少女発明ク ラ ブ
　 　 　 　 　 　 　 　 ②小中学生プロ グラ ミ ン グキャ ン プイ ベン ト
　 　 　 　 　 　 　 　 ③ビ ジネス アイ デアコ ン テス ト 　 等
　 　 市内小中学生向けのプロ グラ ミ ン グイ ベント を 開催し 、 デジタ ルス キルや論
　 　 理的思考力を 育む。 ま た、 小学校高学年向けのビ ジネス アイ デアコ ンテス ト
　 　 を 開催し 、 発想の創造性や自己表現力・ 考える 力を 高め、 アン ト レ プレ ナー
　 　 シッ プを 醸成する こ と で、 将来的に地域産業や社会に貢献でき る 人材の育成
　 　 を 図る も の

（ ２ ） イ ンキュ ベーショ ン 事業 17, 876
　 　 ・ 創業支援、 起業家同士の連携等の伴走支援

（ ３ ） 需要開拓支援事業 1, 289
　 　 ・ 大都市圏等への商談会出展支援

◎ 32 経営力強化伴走支援事業［ 産業振興課］ ※３ （ １ ） 再掲 15, 000 国　 臨時交付金 15, 000

◎ 33 物価高騰対応Ｄ Ｘ ・ Ｇ Ｘ 緊急対策事業［ 産業振興課］ ※３ （ ２ ） 再掲 100, 201 国　 臨時交付金 100, 201

◎ 34 大西地区造船振興土地造成［ 海事都市今治推進課］ 3, 000 繰入金 3, 000
今治市造船振興計画に基づき 、 大西地区に立地する 造船所用地の拡張と 効率的な
建造施設の再配置によ り 造船業の振興を 図る と と も に、 安定し た雇用の創出を 通
じ て今治市の活性化に寄与する も の
　 　 　 構造物撤去工　 一式
＜債務負担行為＞1, 102, 200千円（ 令和８ 年度～令和11年度）

＜新・ 今治のみなと づく り ・ ま ちづく り ＞
☆ 35 中心市街地グ ラ ン ド デザイ ン の推進 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

持続可能な都市経営の実現を 目指し て、 中心市街地グラ ン ド デザイ ン で示し たま
ちなかの将来像や取組の方向性等を 踏ま え、 公共施設・ 公共空間の再編を 一体的
・ 総合的に推進する も の

（ １ ） シビ ッ ク ゾ ーン 再編整備事業
　 ①ネウ ボラ 拠点施設整備事業［ ネウ ボラ 政策課］ ※10（ １ ） 再掲 5, 058 国1/2 1, 350

市債 1, 200
繰入金 2, 508

　 ②合同庁舎整備事業［ 総務調整課］ 59, 630
　 　 ア　 合同庁舎整備基本計画の策定 50, 000
　 　 　 施設の機能及び配置など の基本条件を 検討し 、 概算事業費、 事業ス キーム 、
　 　 　 整備ス ケジュ ール等を 定める 基本計画を 策定する も の
　 　 イ 　 合同庁舎整備検討審議会 330
　 　 　 合同庁舎整備基本計画の調査、 審議及び意見の答申のため、 合同庁舎整備
　 　 　 検討審議会を 設置する も の（ 学識経験者等10人以内）
　 　 ウ 　 河野美術館の解体設計 9, 300
　 　 　 合同庁舎建設予定地と し て位置付ける 河野美術館について、 解体に向けた
　 　 　 設計業務を 行う も の

　 ③今治版ＭＩ Ｃ Ｅ 施設整備事業［ 海事都市今治推進課］ 36, 568
　 　 国際海事都市“ Ｉ ＭＡ Ｂ Ａ Ｒ Ｉ ” の象徴と なる ＭＩ Ｃ Ｅ 施設整備の実現に向
　 　 け、 新たな海事の未来を 切り 拓く ため基本計画の策定に着手する も の
　 　 ア　 ＭＩ Ｃ Ｅ 施設整備基本計画策定業務 36, 300
　 　 　 本施設の役割や集約効果、 市民意向を 踏ま えた基本理念・ 機能を 整理し 、
　 　 　 利便性・ 安全性・ 環境性・ シン ボル性・ コ ス ト を 総合的に検討し て、 規模
　 　 　 ・ 配置・ 建築計画・ 概算事業費・ 事業手法・ 整備ス ケジュ ール等を 定める
　 　 　 基本計画を 策定する も の
　 　 イ 　 今治市海事都市推進会議 268
　 　 　 ＭＩ Ｃ Ｅ 施設整備基本計画の審議及び答申を し よ う と する も の
　 　 　 　 委員構成案　 　 学識経験者、 海事産業関係企業従事者等

　 ④シビ ッ ク ゾ ーン 新設道路整備［ 道路課］ 66, 000 国1/2 32, 500
　 　 中心市街地の再編整備に伴う 人の流れや交通の変化に対応する と と も に、 今 市債 30, 100
　 　 後、 整備が見込ま れる ネウ ボラ 拠点施設や合同庁舎等の各施設へのアク セス
　 　 道路を 確保する ため、 県道38号と 市道今治駅天保山線を 繋ぐ 道路（ 幅員： 18
　 　 ｍ、 延長： 330ｍ） を 新たに整備し よ う と する も の
　 　 　 Ｒ ８ 内容： 測量設計等



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ ２ ） 魅力都市創生事業［ 魅力都市創生課］ 51, 200 国1/2 25, 600
　 ①広小路（ 今治港線） 道路空間再編整備事業
　 　 ア　 大規模社会実験の企画・ 運営・ 効果検証 28, 576
　 　 　 「 居心地がよ く 歩き たく なる ま ちなか」 の実現に向け、 県市連携によ る 広
　 　 　 小路（ 今治港線） の道路空間再編について、 社会実験を 実施し 、 交通機能
　 　 　 への影響、 歩行者の安全確保、 滞留・ 交流の創出等の効果を 検証する も の
　 　 イ 　 道路空間再編デザイ ン 案の作成 12, 576
　 　 　 地域住民・ 地権者・ 事業者と の協議・ 合意形成を 図り つつ、 整備方針、 管
　 　 　 理運営方針、 設計計画、 配置計画、 主要構造物計画等を 精緻化する も の

　 ②中心市街地ま ちづく り 推進に向けたその他取組 10, 048
　 　 ア　 公共空間・ 交通再編に向けた空間・ 交通デザイ ン 、 活用方法
　 　 　 　 ・ 設えの検討
　 　 イ 　 都市再生協議会の運営（ 公民連携の強化）
　 　 ウ 　 「 ま ちづく り 市民会議2026」 の企画・ 運営
　 　 エ　 その他（ 計画準備、 打ち合わせ協議、 報告書作成等）

（ ３ ） 今治港内港物揚場改修事業［ 港湾漁港課］ 69, 500
老朽化が進む内港物揚場について、 港湾機能の更新と あわせて、 中心市街地と 港
港エリ アのつながり を 高め、 交流や活動の広がり を 生み出す空間と し て再構築し
し よ う と する も の
　 　 Ｒ ８ 内容： ①測量調査設計 36, 500
　 　 　 　 　 　 　 ②環境現況調査 14, 000
　 　 　 　 　 　 　 ③公有水面埋立免許願書等作成 19, 000

◎ 36 持続可能な都市モビ リ ティ 計画（ Ｓ Ｕ ＭＰ ） の策定［ 都市政策課］ 20, 308 国1/2 9, 000
本市のま ちづく り を 支える あら ゆる 移動手段（ 公共交通機関や徒歩、 自転車、 自
動車等） を 包括し 、 市全域での人の移動のあり 方を 長期的なビ ジョ ン と し て示す、
国内でも 先進的な「 都市モビ リ ティ 計画」 を 国や愛媛県と 連携し て策定する こ と
で、 本市が目指す「 コ ン パク ト ・ プラ ス ・ ネッ ト ワ ーク 」 の取り 組みを 着実に推
進し よ う と する も の
　 ①既存アン ケート の分析、 課題の整理、 市民・ 関係団体と のワ ー 18, 000
　 　 ク ショ ッ プ等
　 ②外部への公表に向けた資料作成と 取り ま と め 2, 000
　 ③計画策定についての調査、 審議及び意見の答申のため、 都市モ 308
　 　 ビ リ ティ 計画審議会を 設置予定（ 学識経験者等８ 人以内　 任期
　 　 の定めなし ）  

◎ 37 国道317号（ 松山・ 今治間） 整備促進期成同盟会負担金［ 道路課］ 1, 000
本市と 松山市を 最短ルート で結び、 令和９ 年に水ヶ 峠ト ン ネル開通30周年を 迎え
る 国道317号について、 両都市圏の経済活性化や広域観光の発展、 防災力向上を
図る ため、 当該国道の走行性向上に資する 線形改良等、 愛媛県及び国土交通省等
に対し て要望活動を 行う 期成同盟会を 設立する も の
　 　 同盟会構成団体（ 予定） ： 本市と 松山市の市議会・ 商工会議所等・ 観光協会・ ト ラ ッ ク 協会

◎ 38 市道伊予熊榎線整備事業［ 道路課］ 20, 000 国1/2 10, 000
蒼社川左岸沿いの市道のう ち、 交通量の多い郷橋から 榎橋の区間（ 延長： 920m） 市債 9, 000
の歩車道分離を 行い、 安全で快適な道路環境の整備を し よ う と する も の
　 　 工　 　 期： Ｒ ８ 年度～Ｒ 14年度（ 予定）
　 　 Ｒ ８ 内容： 道路改良工事

◎ 39 盛港務所建替事業［ 港湾漁港課］ 45, 476 市債 45, 400
老朽化し た盛港務所を 建替えよ う と する も ので、 併せて、 外壁に今治ら し いデザ
イ ン を 描く など 、 立ち寄り たく なる 工夫を 凝ら すこ と でサイ ク リ ス ト の休憩所な
ど にも 活用し よ う と する も の
　 　 Ｒ ８ 内容： 盛港務所建替工事

＜強い農・ 林・ 水産業づく り の推進＞
☆ 40 農産物鳥獣被害対策事業［ 農林水産課］ 83, 010 県 1/2・ 定額 24, 010

野生鳥獣によ る 農作物被害を 軽減する ため、 捕獲個体の買上支援、 捕獲技術向上 県1/2・ 事業費×1/2・ 1/3

の研修、 防護柵等の被害防止施設整備等を 実施する も の 9, 750
（ １ ） 有害鳥獣買上金 手数料 27

（ 通常分） 45, 500 財産収入 95
（ 上乗せ分） 鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業によ る 上乗せ支援 22, 260

（ ２ ） 鳥獣被害防止総合支援事業
　 ①有害捕獲推進 2, 000
　 　 箱わな購入・ 貸出、 わな猟技術研修、 新規狩猟免許取得助成
 　  地域ぐ る みで取り 組む鳥獣被害防止対策研修会の開催
　 ②ジビ エ等の利用拡大の取組 250
　 　 人材育成、 試食会の開催等



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ ３ ） 農業生産被害対策事業 13, 000
野生鳥獣によ る 農業生産被害を 防止する ための施設整備に対する 助成
　 補助率　 　 　 　 　 補助対象経費の１ /２ （ １ 世帯年１ 回限り ）
　 対象（ 限度額） 　 電気柵・ 防鳥網（ ５ 万円） 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 防護柵（ 10万円） 複合柵（ 15万円）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 箱わな・ 囲いわな（ 15万円）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 防護柵等に併設する 場合の防草シート （ 防護柵及び複合柵３
　 　 　 　 　 　 　 　 　 万円、 電気柵４ 万円）
　   　 　 　 　 　 　 　 箱檻・ 囲いわなに設置する Ｉ Ｃ Ｔ 機器（ 遠隔操作によ る 捕獲
　 　 　 　 　 　 　 　 　 機器５ 万円）
                  防護柵・ 複合柵・ 防鳥網の取付費用（ １ 万円）

41 地域農業振興事業［ 農林水産課］
☆ （ １ ） 地域特産物振興対策関係支援事業　 ※３ （ ３ ） 再掲 12, 000 国　 臨時交付金 12, 000

◎ （ ２ ） 農業高温化対策支援事業　 ※３ （ ４ ） 再掲 3, 000 国　 臨時交付金 3, 000

◎ （ ３ ） ひめの凜優良種子等供給体制強化事業 10, 557 県 事業費×1/3 7, 038
優良種子・ 優良苗の安定的な供給のため、 種子及び育苗関連施設等の整備を 支援
し 、 ひめの凜の生産体制の強化を 図る も の
　 実施主体　 農業協同組合
　 補助率　 　 県１ /３ 、 市１ /６

◎ （ ４ ） 緑肥等供給事業 500
圃場への有機肥料成分の供給によ る 環境負荷低減及び農作物の収穫量等の向上を
図る ため、 緑肥の購入を 支援し よ う と する も の
　 実施主体　 緑肥種子販売事業者
　 補助率　 　 市１ /４ 　

〇 （ ５ ） 野菜広域選果施設整備支援事業 5, 484
県内の野菜等の広域選果及び物流体制の再編のために行われる 新たな広域選果集
出荷施設の整備を 支援する こ と で、 市内生産者の負担軽減と 持続可能な生産体制
の維持を 図る も の
　 実施主体　 愛媛野菜広域事業コ ン ソ ーシアム
　 機　 　 能　 ①広域選果場機能（ と ま と ・ なす・ き ゅ う り ）
　 　 　 　 　 　 ②県域販売セン タ ー設置のによ る 一元分荷、 出荷、 配車等の物流体
　 　 　 　 　 　 　 制機能
　 利用団体　 ６ Ｊ Ａ （ おちいま ばり 、 松山市、 えひめ中央、 愛媛たいき 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 えひめ南、 ひがし う わ）
　 補助率　 　 国１ /２ 、 県１ /10、 市町1/10（ ※）
　 　 　 　 　 　 ※対象市町の過去３ か年実績に基づき 負担割合を 算出
　 対象市町　 13市町（ 今治市、 東温市、 砥部町、 松山市、 伊予市、 松前町、 内子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 町、 大洲市、 西予市、 宇和島市、 松野町、 鬼北町、 愛南町)  

42 食と 農のま ちづく り 推進事業［ 農林水産課］
☆ （ １ ） オーガニッ ク ビ レ ッ ジ推進業務 1, 788

いま ばり オーガニッ ク ブラ ン ド のＰ Ｒ や販売支援、 有機農業ス タ ート アッ プ企画
等を 通じ て、 有機農業・ 有機農産物の認知度向上及び消費拡大を 図ろ う と する も の
ま た、 11月に木更津市で行われる 全国大会に出展し 、 いま ばり オーガニッ ク ブラ
ン ド を Ｐ Ｒ し よ う と する も の

☆ （ ２ ） 有機農業推進事業　 3, 560
有機農業について学べる 環境づく り や市内で有機栽培可能な新作物の栽培実証支
援等を 行い、 有機農業の栽培に取り 組む農家の拡大を 目指すも の
Ｒ ８ 年度よ り 先駆的有機農業者が継続的に指導でき る よ う に補助メ ニュ ーを 追加
　 ①Ｊ Ａ Ｓ 法に基づく 有機認証推進事業（ 認定手数料等の助成）
　 ②有機農業研修生講習支援事業（ 研修生受入農家への助成）
　 ③有機農業就農サポート 事業
　 ④有機新作物栽培実証事業

（ ３ ） 地産地消推進事業 13, 600
学校給食で地元食材を 活用する 場合に、 その経費の一部を 助成する こ と で、 今治
産の米や野菜、 肉、 魚等の消費拡大を 目指すも の



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

43 新規漁業就業者育成強化事業［ 農林水産課］ 6, 607
Ｕ Ｉ Ｊ タ ーン 等によ る 新規漁業就業者の定住定着促進を 図ろ う と する も の

☆ （ １ ） 新規漁業就業者マッ チン グ支援事業 255
　 ①短期漁業技術研修
　 　 漁業の担い手確保に繋げる ため、 新たに就漁を 検討し ている 者に対し て、 漁
　 　 業体験の場を 提供する と と も に受入れ漁協・ 漁師と のマッ チン グを 図ろ う と
　 　 する も の
　 　 　 　 実施主体　 　 愛媛県漁協市内各支所
　 　 　 　 対象経費　 　 技術指導料（ 研修生１ 人あたり 上限75千円（ 25千円/日×３ 日） ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 傷害保険料（ 研修生１ 人あたり 上限10千円）
　 ②長期漁業技術研修移行支援 752
　 　 短期漁業技術研修を 経て、 国の長期研修支援事業に採択さ れる ま での技術指
　 　 導等に要する 経費に対し て支援する も の（ 最長２ か月）
　 　 　 　 実施主体　 　 愛媛県漁協市内各支所
　 　 　 　 対象経費　 　 研修経費（ 国の長期研修支援事業の月額支援費に準ずる も の）

（ ２ ） 新規漁業就業者育成強化事業 5, 600 県1/3 2, 800
新規就漁者の就業に必要な漁業経費に対し て支援を する も の
　 　 実施主体　 　 　 愛媛県漁協市内各支所
　 　 対象経費　 　 　 漁具費、 燃料費等
　 　 補助率　 　 　 　 2/3（ １ 人あたり 上限1, 400千円）

◎ 44 水産業高温化対策支援事業［ 農林水産課］ ※３ （ ４ ） 再掲 3, 500 国　 臨時交付金 3, 500

〇 45 復旧・ 復興の森づく り 事業［ 農林水産課］ 23, 854
令和７ 年今治市林野火災から の復旧・ 復興に向け、 復旧復興計画の方針に基づき 、
市民や企業と 連携し て森の再生を 目指す“ 森づく り ゾ ーン ” における ボラ ン ティ
ア植樹を 実施する も の
［ ス ケジュ ール］
　 令和７ 年11月～　 現地測量、 地拵え　 等※
　 令和８ 年３ 月　   植樹イ ベン ト 開催（ 発災から １ 年） ※
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 場所　 野々瀬地区
                　 　 参加　 朝倉小学校４ ～６ 年生、 朝倉中学校１ ～３ 年生、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 地元自治会　 等
　 令和８ 年５ 月～　 地拵え( ６ ha) 　
　 令和８ 年11月～　 地域小中学校、 各種団体によ り ２ haのボラ ン ティ ア植樹
                 １ haあたり 2, 500本程度植栽を 想定
※令和７ 年９ 月補正予算計上済み

◎ 46 全国植樹祭えひめ２ ０ ２ ６ ［ 農林水産課］ 4, 166
愛媛県で60年ぶり に開催（ 令和８ 年５ 月17日） さ れる 「 全国植樹祭」 において、
サテラ イ ト 会場を 開設し 、 令和７ 年今治市林野火災から の復興に向けた取組みな
ど を 全国に向けて紹介し よ う と する も の

（ １ ） サテラ イ ト 会場（ イ オン モール今治新都市） 2, 826
県内５ か所のサテラ イ ト 会場の１ つと し て、 イ オン モール今治新都市を 会場と し 、
本会場で行われる 式典映像の中継や、 イ ベン ト 、 ワ ーク ショ ッ プを 通じ て全国植
樹祭を 盛り 上げる と 共に今治市の魅力を 発信する も の
　 ①ス テージイ ベン ト （ 郷土芸能）
　 ②関係者によ る プラ ン タ ー植樹
　 　 プラ ンタ ー植樹し た苗木は、 秋以降に被災地に植樹
　 ③し ま なみ木のおも ちゃ美術館ブース （ 木育体験ブース ）
　 　 おも ちゃ美術館招待券（ こ ど も ） 500枚を 来場者に配布
　 ④木工教室ブース
　 ⑤令和７ 年今治市林野火災復旧復興ブース

（ ２ ） 本会場 1, 340
県内外から の招待者に対し 、 今治市の特産品を 大会参加記念品と し て配り 、 今治
市のＰ Ｒ を 行う も の
　 招待者への大会参加記念品（ 今治タ オル等）
　 ３ 月に実施する ボラ ン ティ ア植樹等の取組みを 全国から の来場者に発信

○ 47 森林Ｊ ク レ ジッ ト 創出事業［ 農林水産課］ 2, 815
市有林資源の有効活用に向けて、 太陽石油（ 株） と 協働で整備し ている 「 今治市
太陽が育む森」 のフ ィ ールド 等において、 森林Ｊ ク レ ジッ ト の創出を 目指すも の
＜Ｊ ク レ ジッ ト 創出の目的＞
適切な森林管理によ る Ｃ Ｏ ２ 吸収量を Ｊ ク レ ジッ ト と し て認証、 売却する こ と で
実質的な整備コ ス ト の一部を 回収でき 、 更なる 森林整備に充てる こ と ができ る



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ １ ） 森林経営計画策定
Ｊ ク レ ジッ ト の認証を 受ける ために必要と なる 森林整備施業地における 森林経営
計画を 策定する も の

（ ２ ） プロ ジェ ク ト 計画書作成
Ｊ ク レ ジッ ト の認証を 受ける ために必要と なる 事業の目的、 実施内容およ び管理
方法等を 明記し たプロ ジェ ク ト 計画書を 作成する も の
［ ス ケジュ ール］
　 Ｒ ７ 年度　 Ｊ ク レ ジッ ト 可能性調査
　 Ｒ ８ 年度　 計画書作成
　 Ｒ ９ 年度　 審査機関への申請
　 Ｒ 10年度  Ｊ ク レ ジッ ト 販売（ 以降４ ～５ 年毎に販売）

＜「 住み続けら れる 」 魅力あ る ま ちづく り ＞
◎ 48 いま ばり 観光振興リ ・ デザイ ン ２ ０ ２ ６ ［ 観光課］ 8, 000

社会情勢の変化等を 踏ま え、 コ ロ ナ禍を 経て多様化・ 高度化する 観光ニーズに対
応する ため、 Ｒ ３ 年度に策定し た現行の観光振興計画を 見直し 、 官民連携のも と 、
実効性の高い観光施策の方向性やタ ーゲッ ト の再設定を 行う も の
（ 具体的な改訂内容）
　 ①訪れる 人も 、 住む人も 笑顔に
　 　 最新の観光統計や宿泊データ を 分析・ 活用し 、 訪問者の属性や行動の把握に
　 　 よ る タ ーゲティ ング強化等を 行い、 観光客に選ばれる ま ちと なり 、 市民にと
　 　 っ ても 誇り を 持てる ま ちと なる こ と 目指す
　 ②「 ま た来たい」 を 生む仕組みづく り
　 　 事業の目的と 効果を 明確化する ため、 KGI /KPI の再設定・ 重点施策を 決定し 、
　 　 効果的な施策展開のため観光協会を 含む各団体の役割を 整理

◎ 49 「 汝、 星のご と く 」 プロ モーショ ン事業［ 観光課］ 7, 000 国1/2 3, 500
Ｒ ８ 年度公開予定の今治し ま なみエリ アが舞台と なる 映画「 汝、 星のご と く 」 の
映画公開に合わせて各種プロ モーショ ン を 実施する こ と で、 市内各所のロ ケ 地を
観光資源化し 、 誘客促進を 図る と と も に市民の地域理解の深化と 郷土への誇り の
醸成につなげる も の
《 事業内容》 　
　 ①ロ ケ 地巡り を 促す導線づく り 及び認知度向上と 話題性の創出に資する 取組
　 　 （ 想定） ロ ケ地マッ プ( 紙媒体) 、 ポス タ ー、 チラ シの企画・ 制作等
　 ②情報発信基盤整備に資する 取組
　 　 （ 想定） 各種ノ ベルティ ・ 特設Webページの制作等
　 ③市内回遊性の向上及び滞在時間の延伸並びにこ れら に伴う 観光消費額増加に資する 取組
　 　 （ 想定） ロ ケ地マッ プ一体型ス タ ン プラ リ ー、 映画フ ァ ンの為のコ ラ ボカフ ェ 等

◎ 50 プレ ミ アムイ ン バウ ン ド ツ アー造成事業［ 観光課］ 20, 000 諸収入 12, 000
イ ン バウ ンド の更なる 誘客促進を 目指し 、 本市観光資源を 活かし た新たなイ ンバ
ウ ン ド 向けツ アーの造成及びナイ ト タ イ ム エコ ノ ミ ーの基盤構築に取り 組むこ と
で、 滞在型観光の推進へと 繋げる も の
《 事業内容》 　
　 ①通過型体験者へのプレ ミ アムコ ン テン ツ 造成事業
　 ②イ ン フ ルエン サー・ フ ァ ム ト リ ッ プ事業
　 ③紹介サイ ト 、 動画構築事業
　 ④ナイ ト タ イ ム エコ ノ ミ ーを 含むエリ ア、 滞在先でのイ ベント 事業
　 ⑤ガイ ド 人財育成（ 地域通訳案内士へのブラ ッ シュ アッ プ研修）
（ 造成ツ アー展開に向けたス ケジュ ール）
　 ①サイ ク リ ン グし ま なみ2026において一部ツ アーの実証
　 ②Vel o-ci t y（ 自転車国際会議） 2027の参加者を 中心に造成ツ アーの実施
　 ③民間事業者によ る イ ン バウ ンド へのツ アー展開

☆ 51 イ ン バウ ンド 観光交流推進事業［ 観光課］ 6, 000
愛媛・ 韓国経済観光推進協議会が実施する 韓国国内プロ モーショ ン 事業に参画し 、
松山空港発着の国際便利用者を 対象と し た今治・ し ま なみエリ ア周遊バス ツ アー
を 実施する と と も に、 韓国国内において、 今治市に特化し た「 旅マエ」 情報の発
信を 行う こ と で誘客促進を 図る も の

〇 52 イ ン バウ ンド 受入体制支援整備事業［ 観光課］ 1, 500 国　 臨時交付金 1, 500
イ ン バウ ンド 受入環境の整備に取り 組む市内事業者を 支援する こ と で、 本市を 訪
れる 外国人観光客等の利便性や快適性の向上を 図り 、 誘客促進や多文化共生社会
の実現に向けた環境整備を 促進し よ う と する も の
　 補助対象者　 　 市内の飲食事業者、 宿泊事業者、 交通事業者
　 補助率　 　 　 　 １ ／２ （ １ 件につき 上限150千円） 　
　 補助対象経費　 ①自社ホーム ページ等の多言語化表記に係る 費用
　 　 　 　 　 　 　 　 ②翻訳機や電子決済機器の導入費用（ 運用費用は除く ）
　 　 　 　 　 　 　 　 ③グーグルビ ジネス プロ フ ィ ール等登録代行料
　 　 　 　 　 　 　 　 ④無料公衆無線LAN環境の整備費用
　 　 　 　 　 　 　 　 ⑤ハラ ル、 ビ ーガン 対応費用



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

☆ 53 今治港ク ルーズ船おも てなし 事業［ 港湾漁港課］ 1, 000 諸収入 500
令和７ 年度に引き 続き 、 国際ク ルーズ船の寄港が予定さ れている ため、 おも てな
し 事業を 実施し 、 中心市街地のにぎわいに繋げる と と も に、 「 瀬戸内の世界都市 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

・ 今治」 の実現に寄与し よ う と する も の
（ １ ） Sceni c Ecl i pse Ⅱ（ シーニッ ク 　 エク リ プス Ⅱ）　 ヘリ テージ・ アド ベン チャ ラ ー

　 　 船籍　 　 　 　 ポルト ガル
　 　 乗客人員　 　 140人
　 　 全長　 　 　 　 122ｍ
　 　 総ト ン数　 　 8, 445ｔ
　 　 入港予定　 　 令和８ 年６ 月９ 日（ 火）

☆ 54 鈍川温泉“ ゆ” ノ ベーショ ン 推進事業 54, 000 繰入金 25, 000
令和６ 年度に官民一体と なっ て設立し た玉川地区グラ ン ド デザイ ン 推進協議会を
核と し て、 官民連携を 一層強化し 、 鈍川温泉を 中心と する 玉川地区の魅力向上と
地域活性化を 戦略的に推進する も の

（ １ ） サイ ン デザイ ン の統一［ 観光課］ 50, 000
玉川地区の玄関口や主要動線において、 シン ボルサイ ン ・ 道標・ 景観型ガード パ
イ プを 一体的に整備する こ と で、 地区の統一感ある イ メ ージを 形成し 、 来訪者に
と っ て分かり やすく 、 安心し て鈍川温泉郷の自然を 堪能し 、 周遊でき る 環境を 整
える も の
　 　 施工内容　 シン ボルサイ ン 設置　 Ｎ ＝１ 箇所
　 　 　 　 　 　 　 車両誘導サイ ン 改修　 Ｎ ＝３ 箇所
　 　 　 　 　 　 　 景観型ガード パイ プ改修　 　 Ⅼ＝908ｍ

（ ２ ） 観光ま ちづく り 推進事業［ 観光課］ 2, 000
「 玉川みら いプロ ジェ ク ト ス ロ ーリ バース 」 が取り 組む玉川地区の活性化事業を
支援する も の。 令和８ 年度は、 足湯出店によ る 泉質Ｐ Ｒ の継続の他、 渓谷ヨ ガや
Ｐ ОⅬＡ と の取組みを 活かし た商品造成、 鈍川米を 使っ た商品開発を 実施予定
　 【 参考】 令和７ 年度に鈍川温泉の手湯や足湯ブース 出展によ る Ｐ Ｒ （ 渋谷サク
　 　 　 　 　 ラ ス テージ「 I MABARI 広場」 、 今治ペダル、 里山マラ ソ ン など ） 、 鈍
　 　 　 　 　 川Ｐ Ｒ 動画作成など

（ ３ ） 鈍川渓谷周辺も り エリ ア整備［ 農林水産課］ 2, 000
渓谷沿い遊歩道の枯木伐採や階段・ 看板修繕、 ウ ッ ド デッ キ等の整備を 行い、 景
観及び歩行者の利便性・ 安全性を 向上さ せる と と も に、 森林の癒し 効果を 発揮し
よ う と する も の

☆ 55 亀老山展望公園整備事業［ 公園緑地課］ 78, 500 市債 78, 500
し ま なみ海道沿線を 中心に国内外から の来訪者が年々増加傾向にある 中、 建造後
30年が経過する 亀老山展望台について、 隈研吾氏監修のも と 、 観光ス ポッ ト と し
てリ ニュ ーアルを 図ろう と する も の
　 　 アプロ ーチ・ 展望台改修工事
　 　 大島石モニュ メ ント 設置工事
　 　 サイ ン設置工事等

Ⅳ　 輝く 『 ま ち』 に ～ 「 今治時間」 のあ る ま ちへ～
＜「 瀬戸内の世界都市」 づく り ＞
◎ 56 今治版ＭＩ Ｃ Ｅ 施設の整備［ 海事都市今治推進課］ 　 ※35（ １ ） ③再掲 36, 568 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
◎ 57 愛媛大学今治サテラ イ ト 設置等支援事業［ 海事都市今治推進課］ （ ふる さ と 納税重点活用事業）

今治地域の海事産業を 再び成長産業へと 導く ため、 今治地域地場産業振興センタ
ーに知と 技術と 人の交流拠点と し て施設整備を 行い、 デジタ ルやロ ボッ ト など の
先進技術に関する 産学共同研究や高度海事人材育成を 進める も の

（ １ ） 今治海事エコ シス テム 構築プロ ジェ ク ト 推進補助金 495, 731 国1/2・ 2/3 328, 961
　 　  対象期間　 　 令和８ 年度～令和12年度（ ５ 年間） 市債 3, 200
　 　  参画機関　 　 今治市、 愛媛県、 愛媛大学、 今治造船株式会社、
　 　 　 　 　 　 　 　  株式会社新来島ど っ く 、 BEMAC株式会社　 他
　 ①デジタ ル・ ロ ボッ ト 技術の活用、
　 次世代船開発のための新技術基盤の構築（ 大学、 海事産業） 486, 581
　 　 外部の専門人材を 招聘し 、 海事産業の課題解決に向けた研究開発
　 ②海事人材育成エコ サイ ク ルの構築（ 地場産施設改修設計） 7, 150
　 　 海事教育研究の中核機関と し て、 愛媛大学今治サテラ イ ト を 整備
　 ③オープン イ ノ ベーショ ン によ る 新ビ ジネス の創出（ 大学） 2, 000
　 　 ス タ ート アッ プ企業と 海事産業界と のマッ チン グ機会を 創出

3, 120, 513千円



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

＜参考＞
Ｒ ８ 年４ 月　 愛媛大学工学部工学科海事産業特別コ ース 新設
Ｒ ８ 年度　 　 今治地域地場産業振興セン タ ー改修設計
Ｒ ９ 年度　 　 今治地域地場産業振興セン タ ー改修工事予定
Ｒ 10年４ 月　 愛媛大学工学部工学科海事産業特別コ ース ３ 年次（ 約20名） から
 　 　 　 　 　  今治サテラ イ ト において修学開始

（ ２ ） 海事人材育成推進プロ ジェ ク ト 5, 500 国1/2 2, 750
　 海事産業に対する 興味・ 関心を 高める こ と を き っ かけと し て、 将来的な海事産
　 業の人材確保に繋げよ う と する も の
　 　 対象　 　 　 ①小学生、 ②中高校生、 ③大学生・ 高専・ 民間企業　
　 　 事業内容　 ア　 各世代にマッ チし たイ ベント の実施　
　 　 　 　 　 　   イ 　 海のロ ボコ ン開催に向けた検討

58 瀬戸内の世界都市・ 今治を 担う 子ど も への英語学習環境の充実 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

「 瀬戸内の世界都市・ 今治」 の実現に向け、 就学前から 高校ま で子ど も たちに発
育段階に合わせた英語の学習環境を 提供し 、 次世代を 担う 子ど も たちのグロ ーバ
ルな感覚を よ り 一層育も う と する も の

☆ （ １ ） 就学前
　 ①イ ン グリ ッ シュ ティ ーチャ ー派遣事業［ 保育幼稚園課］ ※11（ ６ ） 再掲 913
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

☆ （ ２ ） 小学校
　 ①英語力向上今治メ ソ ッ ド 推進事業［ 教育大綱推進課］ ※13（ １ ） 再掲 1, 877
　 ②Ａ Ｌ Ｔ （ 外国語指導助手） の充実［ 教育大綱推進課・ 学校教育課］ 276, 644
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※13（ ２ ） 再掲
　 ③イ ン グリ ッ シュ キャ ン プ（ デイ キャ ン プ） の開催［ 教育大綱推進課］ 5, 944
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※13（ ３ ） 再掲
　 ④学習支援・ ド リ ルソ フ ト 等導入事業［ 学校教育課］ ※12（ ２ ） 再掲 30, 223
　 ⑤英語力向上支援事業［ 学校教育課］ ※13（ ５ ） 再掲 14, 400

☆ （ ３ ） 中学校
　 ①英語力向上今治メ ソ ッ ド 推進事業［ 教育大綱推進課］ ※13（ １ ） 再掲 1, 877
　 ②Ａ Ｌ Ｔ （ 外国語指導助手） の充実［ 教育大綱推進課・ 学校教育課］ 276, 644
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※13（ ２ ） 再掲
　 ③イ ン グリ ッ シュ キャ ン プ（ ス テイ キャ ン プ） の開催［ 教育大綱推進課］ 5, 944
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※13（ ３ ） 再掲
　 ④学習支援・ ド リ ルソ フ ト 等導入事業業［ 学校教育課］ ※12（ ２ ） 再掲 30, 223
　 ⑤英語力向上支援事業［ 学校教育課］ ※13（ ５ ） 再掲 14, 400

☆ （ ４ ） 高等学校 ゼロ 予算
　 ①各市内高校へのＡ Ｌ Ｔ 派遣　 ※13（ ７ ） 再掲

◎ 59 今治港富田ふ頭における 一体的な保安対策の更新業務［ 港湾漁港課］ 2, 488
国際港湾施設である 今治港富田ふ頭において、 老朽化し た設備（ 照明・ カメ ラ ・
セン サー・ ス ピ ーカー等） の更新と 警備業務を 一体的に行う 体制を 確保し 、 国際
条約で義務付けら れている 保安対策を 講じ る も の
　 令和８ 年度　 　 保安設備の設計
　 令和９ 年度　 　 保安設備の更新
　 令和10年度～　 警備業務・ 保守点検等（ 10年間）
＜債務負担行為予算＞918, 854千円（ R８ ～R19年度）

＜アート ＆カ ルチャ ー＆ス ポーツ で夢中になれる ま ちづく り ＞
［ 自転車関係］
60 サイ ク ルシティ Ｉ ＭＡ Ｂ Ａ Ｒ Ｉ のパワ ーアッ プ （ ふる さ と 納税重点活用事業）

☆ （ １ ） サイ ク ルシティ 推進事業［ サイ ク ルシティ 推進課］ 6, 000
官民一体と なっ て自転車の活用推進と 安全安心な利用環境を 整え、 し ま なみ海道
を 核と し た地域の活性化によ り 「 サイ ク ルシティ Ｉ ＭＡ Ｂ Ａ Ｒ Ｉ 」 の推進を 図ろ
う と する も の
　 ①「 愛媛サイ ク リ ングの日」 と 連動し たサイ ク リ ン グイ ベント 運営
　 　 サイ ク ルシッ プを 活用し た呉市と の連携イ ベン ト
　 ②外国人向けし ま なみ海道サイ ク リ ン グ体験及び交通安全教室
　 ③し ま なみサイ ク リ ン グ情報等発信「 ササ飯（ サイ ク リ ン グ×サウ ナ×ご 当
　 　 地グ ルメ ） 」 のＰ Ｒ
　 ④サイ ク ルフ ィ ッ ト ネス 事業（ Ｒ ６  Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ －Ｔ Ｅ Ｃ Ｈ 発案事業）
　 ⑤フ ァ ース ト バイ ク ス ク ール事業
　 ⑥幼児２ 人同乗用自転車貸出　 ※貸出台数 10台⇒15台に拡大

（ ２ ） グレ ータ ーし ま なみ・ えひめ推進協議会［ サイ ク ルシティ 推進課］ 4, 437
広域サイ ク ルツ ーリ ズム 圏域「 グレ ータ ーし ま なみ・ えひめ」 （ Ｇ Ｓ Ｅ ） を 形成
し 「 滞在型」 観光への転換促進と 実需の創出を 図る （ 県市町連携事業）



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

◎ （ ３ ） 瀬戸内し ま なみ海道活性化実行委員会（ 県市町連携事業） 3, 220
［ サイ ク ルシティ 推進課］

　 ①中学生を 対象と し た自転車安全教育のモデル実施 2, 500
　 　 市内モデル校においてト ヨ タ ・ モビ リ ティ 基金のビ ッ ク データ を 活用し た危
　 　 険箇所の検証を 実施し 、 自転車安全教育実施・ 安全利用ガイ ド ブッ ク を 作成
　 ②増加する イ ン バウ ン ド 対策（ サイ ク リ ス ト マナー啓発） 720

〇 （ ４ ） サイ ク リ ン グし ま なみ２ ０ ２ ６ 70, 970 基金繰入金 33, 735
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ サイ ク ルシティ 推進課］
　 ①「 サイ ク リ ス ト の聖地」 し ま なみ海道の本線を 走行する
　 　 国際サイ ク リ ン グ大会の開催
　 　 開催日　 　 　 Ｒ 8. 10. 25（ 日）
　 　 開催場所　 　 瀬戸内し ま なみ海道及び周辺地域（ 全８ コ ース ）
　 　 参加人数　 　 7, 000名程度
　 　 総事業費　 　 約600, 000千円( 愛媛県、 広島県等負担額含)
　 ②参加者へのおも てなし
　 　 今治市内のみで使用でき る デジタ ルク ーポン を 配布

☆ （ ５ ） サイ ク ルラ イ フ 促進事業［ サイ ク ルシティ 推進課］ 13, 400 国　 臨時交付金 13, 400
　 ①幼児及び高齢者
　 　 自転車用ヘルメ ッ ト 利用促進事業
　 　 　 補助内容　 　 自転車用ヘルメ ッ ト 購入費用を 補助
　 　 　 補助率　 　 　 １ /２
　 　 　 補助上限　 　 3, 000円
　 ②小学生・ 中学生
　 　 中学校就学自転車等購入支援事業
　 　 　 補助内容　 　 小学６ 年生を 対象に自転車、 ヘルメ ッ ト の購入や修繕等にか
　 　 　 　 　 　 　 　 　 かる 経費に使用可能なク ーポン を 配布（ 前年度申請さ れなか
　 　 　 　 　 　 　 　 　 っ た中学１ 年生も 交付申請が可能）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク ーポン 　 　 10, 000円分
　 ③市内の高等教育機関（ 大学、 短期大学、 専門学校等）
　 　 自転車用ヘルメ ッ ト 利用促進事業
　 　 　 補助内容　 　 自転車用ヘルメ ッ ト 購入費用を 補助
　 　 　 補助率　 　 　 １ /２
　 　 　 補助上限　 　 3, 000円
　 　 ※着用率の更なる 向上を 図る ため補助対象を 拡大
　 ④「 自転車通勤推進企業」 宣言企業（ ※）
　 　 自転車用ヘルメ ッ ト 利用促進事業
　 　 　 補助内容　 　 自転車用ヘルメ ッ ト 購入費用を 補助
　 　 　 補助率　 　 　 １ /２
　 　 　 補助上限　 　 従業員１ 人あたり  3, 000円　 １ 企業の補助上限100千円
　 　 ※着用率の更なる 向上を 図る ため補助対象を 拡大
（ ※） 自転車通勤を 導入する 企業・ 団体を 自転車活用推進本部長（ 国土交通大臣）
　 　 　 が認定し 、 自転車通勤の取組を 広く 発信する も の

◎ （ ６ ） サイ ク ルシティ （ 自転車都市×循環型都市） ブラ ン ド 強化事業 20, 000 国1/2 10, 000
［ サイ ク ルシティ 推進課］

廃棄予定ヘルメ ッ ト を ベン チやサイ ク ルス タ ンド 等、 アート と 実用性を 兼ね備え
た「 街の家具」 と し て再生する 新たなプロ ジェ ク ト を 実施し 、 本市の環境先進性
を 国内外に向けて強く 発信する と と も に、 プロ ジェ ク ト の記録映像を 作成し 、
Vel o-ci t y2027など において公表する こ と で「 サイ ク ルシティ I MABARI 」 のブラ ン
ド 価値を よ り 一層高めよ う と する も の

（ ７ ） サイ ク リ ス ト に優し い道路環境整備［ 道路課］
　 ①自転車通行空間整備事業 203, 000 国5. 5/10 110, 000
　 　 今治駅から し ま なみ海道ま での自転車通行空間整備によ る 快適な通行環境の 市債 81, 900
　 　 確保
　 　 ・ 市道北宝来近見線道路改良工事
　 　 　 　 工期： Ｒ ４ 年度～Ｒ ８ 年度（ Ｒ ９ . ３ 月完了予定）
　 　 ・ 市道今治駅北浜町線道路改良工事
　 　 　 　 工期： Ｒ ８ 年度（ Ｒ ９ . ３ 月完了予定）
　 　 　 ※完成予定時期　 Vel o-ci t y2027開催ま でに完成予定

　 ②市単独道路舗装事業 19, 000 市債 19, 000
　 　 サイ ク リ ス ト の安全確保のため、 路面の不良箇所を 緊急的に補修
　 　 ・ 市道大新田大浜線（ 舗装改良）
　 　 　 　 工期： Ｒ ７ 年度～Ｒ ８ 年度（ Ｒ ８ . ９ 月完了予定）



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）
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61 Vel o-ci t y2027機運醸成事業
◎ （ １ ） Vel o-ci t y2026（ イ タ リ ア） での今治市のＰ Ｒ ［ サイ ク ルシティ 推進課］ 200

Vel o-ci t y2026（ イ タ リ ア） にて愛媛県と 連携し 、 し ま なみ海道や今治市の
魅力を Ｐ Ｒ する こ と で、 翌年度の愛媛開催において今治市への誘客促進を
図ろ う と する も の
　 ※Vel o-ci t y（ 自転車国際会議） 2026 Ri mi ni 開催（ 2026年6月16日～19日）

◎ （ ２ ） 国際水準の受入環境整備［ サイ ク ルシティ 推進課］ 5, 000 国1/2 2, 500
Vel o-ci t y2027や増加する イ ンバウ ン ド への対応と し て、 ト ヨ タ ・ モビ リ テ
ィ 基金等と 連携し 、 誰にと っ ても 分かり やすいピ ク ト グラ ム 等を 用いた案
内標識や路面標示を 設置し よ う と する も の
　 （ 工事概要）
　 　 　 サイ ク リ ン グ観光客の通行量が多いルート （ 市道北宝来近見線、 市
      道今治駅北浜町線） 上、 交通事故が多い交差点、 海外のサイ ク リ ス
　 　 　 ト が走行方法を 迷う 箇所、 通学路等に設置
　 ※Vel o-ci t y（ 自転車国際会議） 2027愛媛県開催（ 2027年5月25日～28日）

◎ （ ３ ） プレ ミ アム イ ン バウ ン ド ツ アー造成事業［ 観光課］ ※50再掲 20, 000 諸収入 12, 000

［ ス ポーツ 関係］
62 里山ス タ ジアム を 核と し たにぎわい創出事業 30, 500 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

官民一体と なっ て立ち上げた「 今治市里山にぎわい創出協議会」 を 核と し て、 里
山エリ アと その周辺地域における 「 365日のにぎわい」 を 創出し よ う と する も の
（ 協議会構成団体）
　 （ 株） 今治. 夢ス ポーツ 、 イ オン モール今治新都市、 今治し ま なみス ポーツ ク ラ ブ、
　 せと う ちみなと マルシェ 実行委員会、 玉川みら いプロ ジェ ク ト ス ロ ーリ バース 、
　 今治市

（ １ ） にぎわい創出に資する 環境整備［ ス ポーツ 振興課］ 3, 000
階段設置、 ラ ウ ン ド アバウ ト 植栽、 ス ポーツ パーク （ サッ カー場） の無料開放実
証（ 月１ 回、 平日午前） 、 里山エリ アマッ プ印刷

◎ （ ２ ） 持続可能なにぎわいの創出に向けた取組み 27, 500
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 地域振興課・ ス ポーツ 振興課］
Ｆ Ｃ 今治のＪ １ 昇格を 見据えた中での交通量の増加や駐車場不足への対応やエリ
アの更なる 活性化に向けた事業を 実施
　 ①シャ ト ルバス 運行支援
　 　 ホーム戦時に今治駅前～イ オン モール新都市ま でのシャ ト ルバス を 増便
　 　 （ バス 運賃： 往復500円）
　 ②バス 乗客へのイ ンセン ティ ブ付与
　 　 バス 利用者チケッ ト を 発行する と と も に、 イ オン モール今治新都市で利用可
　 　 能な特典引換券（ 1, 000円） を 配布

〇 63 Ｆ Ｃ 今治サッ カ ー専用ス タ ジアム 整備等事業費補助金（ ふる さ と 納税制度活 500, 000 基金繰入金 500, 000
用事業） ［ ス ポーツ 振興課］

今治市「 Ｆ Ｃ 今治サッ カー専用ス タ ジアム 建設等」 プロ ジェ ク ト ( ※) に基づき 、
Ｒ ７ 年度中に寄附のあっ たふる さ と 納税を 活用し 、 ス タ ジアム増設や周辺整備に
要し た費用の一部を 助成し よ う と する も の
　 事業主体　 　 　 （ 株） 今治． 夢ビ レ ッ ジ
　 事業内容　 　 　 事業主体が行う Ｆ Ｃ 今治サッ カー専用ス タ ジアム の増設やその
　 　 　 　 　 　 　 　 周辺整備について、 その経費の一部を 助成
( ※) 企業版ふる さ と 納税制度の期間延長を 受け、 「 Ｆ Ｃ 今治サッ カー専用ス タ ジ
　 　 アム 建設等」 プロ ジェ ク ト も 延長し て実施。
　 　 　 期　 間： 令和２ 年度～令和６ 年度　 ⇒　 令和２ 年度～令和７ 年度
　 　 　 　 　 　 　 （ 令和９ 年度末ま で延長予定）
　 　 　 目標額： 10億円　 ⇒　 23億円
（ 参考）
　 Ｆ Ｃ 今治サッ カー専用ス タ ジアム 建設等プロ ジェ ク ト 実績
　 　 　 寄附金累積額  　 1, 193, 096千円（ Ｒ ７ ． 12月末時点）
　 　 　 補助金累積額      951, 493千円（ Ｒ ７ ． 12月末時点）
　 　 　 今治市基金積立額　  99, 598千円（ Ｒ ７ ． 12月末時点）
  今治市基金活用実績　
　     ス ポーツ ト ラ ク タ ー購入、 ス ポーツ 備品等購入事業費補助金、 子ど も 体力
　     向上対策事業など 19, 079千円
　 Ｆ Ｃ 今治補助金活用実績
　 　 　 里山ス タ ジアム建設費用40億円の一部
　 今後の補助金活用予定
　 　 　 里山ス タ ジアム周辺整備費用（ 下記） の一部と し て
　 　 ・ 観客席増席（ 5, 300→8, 900） 　 　 　 　 約900, 000千円
　 　 ・ 大型映像装置　 　 　 　 　 　 　 　  　  　 約137, 005千円
　 　 ・ 市民交流ス ペース 　                 約200, 000千円  等



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり
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64 ジュ ニアアス リ ート 競技能力向上プロ ジェ ク ト ［ ス ポーツ 振興課］ 3, 700
市内の小学生を 対象と し た身体可動域の拡大や筋力向上を 図る プロ グラ ムを 実施
する こ と で、 中学生期以降の一層の競技能力向上につなげ、 未来のアス リ ート を
育成し よ う と する も の
　 対象者　 　 　 市内の小学６ 年生
　 対象人数　 　 30名程度
　 内容　 　 　 　 個々の基礎能力のデータ 分析
　 　 　 　 　 　 　 運動能力開発に特化し たト レ ーニン グ・ エク ササイ ズ
　 　 　 　 　 　 　 選手およ び保護者向けの栄養学、 医科学、 テーピ ン グ講習
　 実施場所　 　 市内ス ポーツ 施設
　 実施期間　 　 令和８ 年６ 月～令和９ 年３ 月

〇 65 モルッ ク アジア大会の開催［ ス ポーツ 振興課］ 4, 000
国内外から 300を 超える チームの参加が見込ま れる モルッ ク アジア大会を 西日本
で初めて今治市営ス ポーツ パーク を 会場と し て開催し よ う と する も の
　 　 　 開催日　 　 令和９ 年１ 月上旬予定
　 　 　 開催場所　 ス ポーツ パーク  
　 　 　 市負担金　 4, 000千円（ 大会運営費及び参加者へのおも てなし ）
　 　 　 参加者　 　 300チーム 1, 200人
　 　 　 出場国　 　 日本・ 韓国・ 台湾・ 香港・ イ ン ド ・ オース ト ラ リ アなど
（ その他モルッ ク 関連事業）
　 　 モルッ ク 今治オープン （ 今治市内での普及促進）
　 　 　 開催日　 　 令和８ 年４ 月上旬予定
　 　 　 開催場所　 今治市営球場補助グラ ン ド
　 　 　 市負担金　 1, 000千円
　 　 　 参加者　 　 80チーム 240人

☆ 66 ｅ ス ポーツ 普及促進事業［ ス ポーツ 振興課］ 1, 815
幅広い年齢層が参加でき る ｅ ス ポーツ の普及によ り 、 魅力ある ま ちづく り の推進、
新し い交流を 生み出そう と する も の
　 ①こ ど も が真ん中フ ェ ス タ ｅ ス ポーツ 体験
　 　 　 Ｖ Ｒ 体験、 イ ンス タ コ ード 、 ド ロ ーン レ ース
　 ②みなと マルシェ ｅ ス ポーツ 大会
　 　 　 マイ ン ク ラ フ ト で船づく り 　  
　 ③高齢者生き がいづく り ｅ ス ポーツ 体験
　 　 　 脳と 身体を 元気にする ゲーム 体験

67 競い・ 愉し み・ 繋がる ス ポーツ 施設の整備・ 維持［ ス ポーツ 振興課］
◎ （ １ ） 玉川総合運動公園設備更新工事における 発注支援業務 6, 820

グリ ーン ピ ア玉川の体育館空調改修およ び照明ⅬＥ Ｄ 化に向けて、 事業方式の検
討や市場調査等にかかる 専門家の支援体制を 構築する も の
（ 参考） 概算工事経費340, 000千円

◎ （ ２ ） 桜井ス ポーツ ラ ンド ト イ レ 設置工事 52, 000
既存の水洗汲み取り 式ト イ レ の衛生環境を 改善さ せる ため、 合併浄化槽を 用
いたト イ レ を 新設し よ う と する も の

［ 芸術・ 文化関係］
◎ 68 国民文化祭今治市準備検討委員会（ 仮称） ［ 文化振興課］ 512

令和10年度に愛媛県で開催さ れる 国民文化祭に向けて、 各種企画・ 検討を 担う 準
備検討委員会を 発足さ せる も の

☆ 69 世界のＴ Ａ Ｎ Ｇ Ｅ 魅力創生事業［ 文化振興課］ 5, 911 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

（ １ ） 国登録有形文化財（ 建造物） の登録に向けた国への意見具申 313
丹下建築の保存と さ ら なる 活用に向けて、 市庁舎本館・ 公会堂・ 市民会館の国登
録有形文化財の登録を 目指すも の

（ ２ ） 丹下健三建築サポータ ー養成ワ ーク ショ ッ プ＆講演会 763

丹下健三建築の魅力を 伝える 市民サポータ ーの育成を 目的と し て、 キッ ズワ ーク
ショ ッ プや大人向け講演会・ 見学会など を 開催する ほか、 マンガを 増刷し 、 ワ ー
ク ショ ッ プ・ 講演会参加者に配布し よ う と する も の

（ ３ ） 世界のＴ Ａ Ｎ Ｇ Ｅ ビ ジタ ーセン タ ー機能およ び情報発信の強化 3, 785

丹下建築紹介パン フ レ ッ ト の作成、 マン ガ英語版（ ＷＥ Ｂ ） の制作・ 発信、 丹下
健三特設ＷＥ Ｂ サイ ト の管理、 ビ ジタ ーセン タ ー（ 市民会館） に常設展示品を 設
置　



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）
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（ ４ ） 国際的な建築祭と の連携に向けた取組 50

既存の国際的な建築祭と 連携し た「 TANGE Ar chi t ect ur al  Fest i val 2028（ 仮） 」
の開催に向け関係機関と の調整を 開始する も の

（ ５ ） 建築美術のま ちめぐ り ツ アー 1, 000
丹下健三建築を 始めと し た有名建築家が手がけた現代建築を めぐ る ツ アー造成に
取り 組むと と も に、 建築を 学ぶ大学生等を 対象と し たス タ ディ ツ アーを 開催する
も の

70 文化芸術未来×ウ ェ ルビ ーイ ン グ プロ ジェ ク ト ［ 文化振興課］ 9, 253 国1/2 4, 314
子ど も や若者が文化芸術に親し む機会や市民のアート を 通じ た「 社会参加」 の機
会を 創出する こ と で、 次世代の芸術家の育成や市民の「 心の健康」 、 「 幸福感」 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

の醸成を 図ろ う と する も の
（ １ ） 文化芸術未来講座 1, 388

国内外で活躍する 郷土出身アーティ ス ト によ る 本物の芸術に触れる 特別な体験を
提供する こ と によ り 、 文化芸術に身近に親し む機会を 創出する と と も に、 地域を
支える 子ど も たちのク リ エイ ティ ブな発想力や表現力を 育むも の
≪事業内容≫
郷土出身芸術家によ る 講座（ ワ ーク ショ ッ プ・ 出前講座） ・ 作品公開
テーマ（ 予定） 写真・ 絵画・ 文学・ 書道・ アニメ ーショ ン 等

（ ２ ） 市民向け音楽ワ ーク ショ ッ プ 500
瀬戸内し ・ ま ・ の音楽祭によ る ミ ュ ージアム コ ン サート ・ ワ ーク ショ ッ プ

（ ３ ） 今治落語会学校寄席 1, 660
有名落語家によ る 学校寄席を 開催する こ と で、 子ど も 達が日本の伝統芸能に触れ
る 機会を 創出し よ う と する も の（ 陸地部・ 島し ょ 部　 各１ 回）

☆ （ ４ ） ひびのこ づえアート プロ ジェ ク ト 3, 498
今治タ オルのデザイ ンを 手掛ける ひびのこ づえ氏によ る モノ づく り ×アート イ ベ
ン ト を こ ど も が真ん中フ ェ ス タ と の連携にて実施する こ と で、 今治なら ではの文
化と モノ づく り を 体験でき る 機会を 創出し よ う と する も の
≪事業内容≫
　 芝っ ち広場でのダンス ワ ーク ショ ッ プ・ パフ ォ ーマン ス 、
　 商店街でのモノ づく り ワ ーク ショ ッ プを 予定

（ ５ ） 市民のための音楽コ ン サート 2, 207
国内外で活躍する プロ のアーティ ス ト によ る 生の演奏を 聴く と いう 特別な体験を
提供する こ と によ り 、 市民が文化芸術に親し む機会を 創出

◎ 71 今治城櫓群への河野美術館機能移転事業［ 文化振興課］ 62, 202 国1/2 31, 101
河野美術館の解体を 契機と し て、 今治城に河野美術館の機能及び収蔵品の移転を
行い、 その一部を 展示する こ と で、 文化財保存体制の強化と 、 文化・ 観光・ 交流
が連動する 文化拠点の形成、 港〜城における 人の流れの創出を 一体的に推進し よ
う と する も の
　 収蔵庫什器整備、 事務所・ 調査室改修、 バリ アフ リ ー整備等によ り 文化財保存
　 と 来館者受入の基盤を 整備

◎ 72 「 村上海賊」 日本遺産認定10周年記念事業［ 文化振興課］ 9, 326 国1/2 2, 000
日本遺産認定10周年を 契機と し て、 村上海賊の更なる 認知度向上によ る 関係人口・ 諸収入 2, 000
交流人口の拡大と 地域住民の愛着醸成によ る 基盤強化を 図り 、 日本遺産村上海賊
の魅力創生に繋げよ う と する も の
《 事業内容》 　
　 ①せと う ちみなと マルシェ ×海賊フ ェ ス （ 稼ぐ 取組み） 4, 000
　 　 ア　 フ ァ ミ リ ー向け体験型プロ グラ ム
　 　 イ 　 日本各地の海賊・ 水軍の歴史専門家によ る ト ーク セッ ショ ン
　 　 ウ 　 海賊ゆかり の団体によ る ブース 出展
　 　 エ　 マルシェ 会場から 今治城・ 市街地を 巡る ス タ ン プラ リ ー
　 ②村上海賊魅力発信推進協議会（ 尾道市連携） 事業（ 基盤強化の 4, 000
　 　 取組み）
　 　 ア　 地域で活動する ス テーク ホルダーによ る ト ーク セッ ショ ン と シンポジウ ム
　 　 イ 　 今治市・ 尾道市複数会場での企画展及び周遊ス タ ン プラ リ ー
　 　 ウ 　 村上海賊の「 ゆかり の地」 を 巡る ツ アー
　 　 　 　 　 ツ アー内容： 村上三家の本拠地「 因島・ 能島・ 来島」 を ク ルーズ船で周遊
　 　 エ　 「 特色のある 城」 を 有する 他地域の小学生と のオン ラ イ ン 交流事業
　 　 オ　 次の10年へ向けた更なる 情報発信・ 普及啓発の強化と 村上海賊の
　 　 　 　 魅力向上に資する 調査研究の推進



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

  ③日本遺産村上海賊わく わく 大冒険 519
　 　 日本遺産の構成文化財を めぐ る 子ど も 向けス タ ディ ツ アー
　 ④村上海賊ミ ュ ージアム 日本遺産10周年記念特別展 807
　 　 日本遺産構成文化財の寺院に収蔵さ れている 宝物の特別公開等

＜公共交通ネッ ト ワ ーク の再構築＞
73 地域公共交通活性化事業［ 地域振興課］

バス ・ タ ク シー・ 鉄道・ 船舶に新たな交通サービ ス を 加え、 誰も が利用し やすく
持続可能な公共交通体系の実現を 目指し 、 新設する 専門部署のも と 、 「 市民の足
を 空白にし ない」 新たな公共交通ネッ ト ワ ーク の構築を 強力に進める も の

（ １ ） 地域公共交通活性化協議会 22, 311
持続可能な地域公共交通ネッ ト ワ ーク の構築、 市民の足と なる 新たな交通シス テ
ム の調査研究・ 導入を 実施する も の

◎ 　 ①地域公共交通アク ショ ン プラ ン の策定　 500
　 　 令和７ 年度に策定し た「 地域公共交通計画」 を 着実に実行する ため、 交通事
　 　 業者、 有識者と 協力し 、 実現及び持続可能なアク ショ ン プラ ン を 策定し 、 交
　 　 通空白地域解消に向けた実証事業の検討を 実施
　 ②乗合タ ク シー運行 11, 326
　 　 朝倉、 玉川、 菊間、 吉海地域において廃止さ れた路線バス に代わる 公共交通
　 　 と し て運行する も の
　 ③チョ イ ソ コ おおみし ま 運行　 ※９ （ ７ ） 再掲 9, 914
　 　 上浦地域及び大三島地域（ 宮浦・ 台） の一部において廃止さ れた路線バス に
　 　 代わる 公共交通と し て運行する も の
　 ④その他 571
　 　 バス 乗り 方教室、 公共交通マッ プの作成及び協議会運営費

（ ２ ） 第二種免許取得支援事業 500
運転手を 確保する ため新規採用時の第二種免許取得費用を 負担し ている 事業者に
対し 助成
　 助成内容　 バス 　 　 ： 教習費用×１ /４ （ 上限125千円） ※事業者への国補助１ /２ （ 上限250千円）
　 　 　 　 　 　 タ ク シー： 教習費用×１ /４ （ 上限 75千円） ※事業者への国補助１ /２ （ 上限150千円）

◎ （ ３ ） タ ク シー地域アプリ 導入等支援事業費補助金　 ※３ （ ５ ） 再掲 16, 700 国　 臨時交付金 16, 700

☆ （ ４ ） 伯方島公共ラ イ ド シェ ア実証運行事業費負担金　 ※９ （ ６ ） 再掲 8, 000 国　 臨時交付金 8, 000
令和７ 年度に実施し た公共ラ イ ド シェ ア実証運行の検証・ 分析を 踏ま え、 運行内
容の改善を 行い、 伯方地域の実情に合っ た最適な公共交通の導入に向けた実証運
行の実施を 支援する も の
　 　 事業者　 　 　 伯方島モビ リ ティ コ ン ソ ーシアム
　 　 実施期間　 　 令和８ 年４ 月～令和９ 年１ 月

＜「 ゼロ カ ーボン シティ ・ 今治」 の推進＞
☆ 74 脱炭素先行地域推進事業［ 環境政策課］

令和７ 年度に環境省から 「 脱炭素先行地域」 に選定さ れたこ と から 、 国の支援を
活用し つつ、 地域特性に応じ た脱炭素化に向けた取組を 推進する 事業を 総合的に
展開し よ う と する も の

☆ （ １ ） 脱炭素先行地域づく り 事業費補助金 143, 494 国10/10 143, 494
し ま なみ海道ブルーラ イ ン メ イ ンルート 沿線上（ 以下、 「 脱炭素先行地域」 と い
う 。 ） の家庭、 事業所及び今治タ オル産業群に対し て、 再エネ等設備導入に必要
な経費を 支援する も の
　 ①家庭向け再エネ設備等パッ ケージ導入支援補助 57, 468
　 　 　 補助対象者　 　 脱炭素先行地域内の一般住宅
　 　 　 補助率　 　 　 　 ２ /３
　 　 　 補助対象経費　 再エネ設備等を パッ ケージと し て導入する 際の費用
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア　 太陽光発電設備又はソ ーラ ーカーポート
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 Ｈ Ｅ МＳ （ ホームエネルギーマネジメ ン ト シス テム ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ 　 蓄電池＋給湯機

　 ②事業所向け再エネ設備等導入支援補助 46, 026
　 　 　 補助対象者　 　 脱炭素先行地域内の事業所
　 　 　 補助率　 　 　 　 ２ /３
　 　 　 補助対象経費　 再エネ設備等を 導入する 際の費用
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア　 太陽光発電設備
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 蓄電池　 ※太陽光発電設備と 合わせて導入する 場合のみ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ 　 充放電設備



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

　 ③今治タ オル産業群向け太陽光発電設備導入支援補助 40, 000
　 　 　 補助対象者　 　 今治タ オル産業群（ タ オル・ 染色・ 捺染の組合加盟企業）
　 　 　 補助率　 　 　 　 ２ /３
　 　 　 補助対象経費　 太陽光発電設備を 導入する 際の費用

◎ （ ２ ） 公共施設への太陽光発電設備等の設置 108, 603 国10/10 108, 603
脱炭素化を 推進する ため、 レ ン タ サイ ク ル施設に太陽光発電設備や蓄電池を 導入
する ほか、 伯方島最終処分場跡地を 活用し 、 大規模太陽光発電設備を 導入する も
の
　 　 　 対象施設　 　 サン ラ イ ズ糸山、 今治駅前サイ ク リ ン グタ ーミ ナル、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 伯方最終処分場跡地
　 　 　 ＜債務負担行為予算＞　 321, 894千円（ Ｒ ８ 年度～Ｒ 10年度）

○ （ ３ ） 脱炭素化等資金利子補給金 683
脱炭素先行地域内の事業所又は今治タ オル産業群の事業所が愛媛県の実施する 脱
炭素化等資金融資を 活用する 場合に金融機関に支払う 利子相当分を 支援する も の
　 　 対象と なる 借入限度額　 　 50, 000千円
　 　 対象と なる 借入期間　 　 　 10年以内
　 　 補助率　 　 　 　 　 　 　 　 　 10/10（ 利率1. 7％のう ち、 愛媛県が1. 4％、 今治市が0. 3％を 支援）
　 　 取扱い金融機関　 　 　   　 愛媛県の指定する 市内金融機関

〇 （ ４ ） ゼロ カーボン シティ 事業費　 ※２ （ ３ ） 再掲 25, 000 国　 臨時交付金 25, 000

◎ 75 省エネ家電等普及促進事業［ 環境政策課］ ※２ （ ２ ） 再掲 92, 524 国　 臨時交付金 92, 524

76 新エネルギー等関連設備導入支援［ 環境政策課］ 　 35, 000 国　 臨時交付金 21, 250
燃料電池や蓄電池、 Ｚ Ｅ Ｈ 、 Ｈ Ｅ МＳ 、 Ｅ Ｖ 自動車と いっ た新エネルギー等関連 県1/2・ 1/3 13, 750
設備の導入に必要と なる 経費を 支援する も の
［ 設備種別（ 補助金上限額） ］
　 燃料電池（ 90千円）        　
　 蓄電池（ 90千円）     　   　  
　 Ｚ Ｅ Ｈ （ 300千円）     　  　
　 Ｈ Ｅ МＳ （ 15千円） 　 ※Ｒ ７ 年度から 対象設備等に追加 　 　    
　 Ｅ Ｖ 自動車（ 200千円）  　 　   

◎ 77 公共施設Ｌ Ｅ Ｄ 化推進事業 59, 231 市債 53, 300
　 　 　 　 　 　 ［ 環境政策課、 障がい福祉課、 こ ど も 未来課、 保育幼稚園課］
公共施設のう ち、 電気代の削減効果が高いと 見込ま れる 施設について、 令和８ 年
度以降、 照明機器のＬ Ｅ Ｄ 化を 加速化さ せ、 管理コ ス ト の抑制を 図る と と も に、
エネルギー使用量の削減に取り 組んでいく も の
　 整備手法： 簡易型Ｅ Ｓ Ｃ Ｏ 方式（ ギャ ラ ン ティ ード ・ セイ ビ ン グス 契約方式）
　 　 　 　 　 　 ※受託者が設計施工を 行い、 整備資金を 市が負担。 受託者はエネル
　 　 　 　 　 　 　 ギー削減効果を 保証し 、 電気代の削減を 実現
　 対象施設： Ｒ ８ 年度： サン ･アビ リ ティ ーズ今治　 外16施設
　 　 　 　 　 　 Ｒ ９ 年度： 村上海賊ミ ュ ージアム　 外12施設
＜債務負担行為予算＞　 124, 313千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ 年度）

78 防犯灯のＬ Ｅ Ｄ 化加速化事業［ 市民参画課・ し ま なみ振興課］ 36, 706 国　 臨時交付金 36, 706
自治会等が行う Ｌ Ｅ Ｄ 防犯灯の新設・ 交換を 支援する こ と で、 エネルギー使用量
の削減に取り 組むも の（ Ｒ ７ 年度から 予算規模を 拡大）
　 Ｒ ６ 年度末進捗率　 41. 6％　 ⇒　 Ｒ 11年度末100％（ 目標）

＜「 し ま なみ海道通行料実質無料化」 対応の加速＞
◎ 79 島し ょ 部通行料金助成事業　 ※２ （ １ ） 再掲 87, 000 国　 臨時交付金 87, 000

80 し ま なみマーケ ッ ト ［ し ま なみ振興課］ ※実質無料化 3, 000 市債 3, 000
せと う ちみなと マルシェ の雰囲気を 島し ょ 部においても 楽むこ と ができ る よ う 、
島し ょ 部地域なら ではの特産品等を はじ め、 し ま なみの魅力を 発信する 「 し ま な
みマーケ ッ ト 」 を ３ 島（ 大島、 伯方島、 大三島） にて開催する も の



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

81 し ま なみ海道の利用促進と 通行料負担軽減
☆ （ １ ） 利用促進の取組

　 亀老山展望公園整備事業［ 公園緑地課］ ※55再掲 78, 500 市債 78, 500
　 サイ ク リ ン グし ま なみ２ ０ ２ ６ ［ サイ ク ルシティ 推進課］ ※60（ ４ ） 再掲 70, 970 基金繰入金 33, 735
　 日本遺産認定10周年記念事業［ 文化振興課］ ※72再掲 9, 326 国1/2 2, 000

諸収入 2, 000
　 し ま なみマーケッ ト ［ し ま なみ振興課］ ※80再掲 3, 000 市債 3, 000

［ 参考］ 利用促進策の経過（ 主なも の）
　 Ｒ ３ 　 し ま なみ海道利用促進に向けた調査検討事業
　 　 　 　 し ま なみ海道自転車道の利用促進
　 　  　 　 ・ サイ ク リ ン グイ ベン ト 出展、 外国人対象のサイ ク リ ング 体験会
　 　 　 　 移住交流推進事業
　 　 　 　 イ マ旅宿泊観光ク ーポン事業
　 Ｒ ４ 　 し ま なみアート ミ ュ ージアム 魅力発信事業
　 　 　 　 修学旅行宿泊誘致促進事業
　 　 　 　 う み・ やま ・ し ま 今治体験型観光プロ グラ ム 創出事業
　 　 　 　 第１ 回今治ク リ テリ ウ ム
　 Ｒ ５ 　 関係団体と の協議
　 　 　 　 ワ ーケーショ ン 推進事業
　 　 　 　 し ま なみ広域サイ ク ルツ ーリ ズム 圏域形成協議会の発足
　 　 　 　 し ま なみ魅力化推進事業（ 亀老山展望公園周辺整備）
　 Ｒ ６ 　 ス ポーツ 文化ツ ーリ ズム体験型プロ グラ ム 造成促進事業
　 　 　 　 地域人材交流支援事業
　 　 　 　 し ま なみ学び･交流の場事業（ し ま なみテク ノ ロ ジー市民大学講座）
　 　 　 　 伯方島ト ラ イ アス ロ ン
　 　 　 　 第２ 回今治ク リ テリ ウ ム
　 Ｒ ７ 　  し ま なみマーケッ ト

（ ２ ） 通行料実質無料化の方策
　 オンラ イ ン 手続き の拡充等［ 未来デジタ ル課］ ※４ （ ２ ） 再掲 4, 290
　 し ま なみの子ど も を 育む交通費支援事業　 ※11（ ８ ） 再掲 30, 060 県1/2 9, 570
　 　 ①子育て世帯に対する 交通費支援 市債 19, 250
　 　 ②通学費助成事業　 （ 中学生、 高校生、 大学生）
　 　 ③医療・ 福祉サービ ス 利用等に係る 交通費支援
　 　 　 　 妊産婦健診等、 出産サポート タ ク シー利用、 障がい児通所支援利用
　 し ま なみマーケッ ト ［ し ま なみ振興課］ ※80再掲 3, 000 市債 3, 000

［ 参考］ 実質無料化施策の経過
　 Ｒ １ 　 島外から 通学する 生徒の交通費支援（ 定期代）
　 Ｒ ２ 　 妊産婦の健康診査等の利用にかかる 交通費支援（ 妊婦健診・ 乳児健診）
　 Ｒ ３ 　 妊産婦の健康診査等の利用にかかる 交通費支援

　 　  （ 産婦健診・ 産後ケア・ 小児救急（ 休日・ 夜間） ）

　 　 　 　 し ま なみ海道通行料実質無料化に向けた調査検討事業
　 　  （ タ ウ ンミ ーティ ング開催、 関係機関と の協議）

　 　 　 　 し ま なみ海道通行料実質無料化に向けた調査検討プロ ジェ ク ト チームの設置
　 Ｒ ４ 　 妊産婦の健康診査等の利用にかかる 交通費支援

（ 母子保健事業（ パパママ学級・ こ ども 療育相談・ 離乳食講習等） ）

　 　 　 　 子育て世帯に対する 交通費支援
　 　 　 　 し ま なみ海道通行料実質無料化に向けた調査検討事業
 　 　 　 　 ・ 生活道と し てのし ま なみ海道の交通動向分析（ Ｅ Ｔ Ｃ カ ード 番号）
 　 　 　 　 ・ 「 し ま なみ暮ら し 」 アン ケート 調査（ 燃料ク ーポン 券事業）
　 　 　 　 ハイ ス ペッ ク ブロ ード バン ド 基盤整備促進
　 　 　 　 本庁・ 支所間オン ラ イ ン相談機能整備事業
　 　 　 　 オン ラ イ ン 診療導入事業
　 Ｒ ５ 　 し ま なみ海道通行料実質無料化に向けた調査検討事業
 　 　 　 　 ・ 生活道と し ての通行料金負担軽減にかかる 調査・ 検討
　 　 　 　 子育て世帯に対する 交通費（ 障がい児支援）
　 　 　 　 フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ セン タ ー島し ょ 部会員講習支援事業
　 　 　 　 一時預かり 拡充事業（ 伯方認定こ ど も 園）
　 　 　 　 部活動の地域移行（ 休日の地域移行用バス 使用料）
　 　 　 　 住民窓口の多様化モデル構築事業
　 Ｒ ６ 　 「 し ま なみ海道通行料実質無料化推進会議」 の設置
　 　 　 　 オン ラ イ ン 申請フ ォ ーム作成支援業務
　 　 　 　 住民窓口の多様化モデル事業費（ 移動市役所の実装）
　 　 　 　 し ま なみ健康塾
　 　 　 　 障がい児通所支援事業所の利用にかかる 交通費支援事業
　 　 　 　 図書館資料貸出窓口の拡充
　 Ｒ ７ 　 市内の大学等に通学する 学生の通学費助成事業



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

＜地域コ ミ ュ ニティ の活性化＞
82 今治みら い発掘プロ ジェ ク ト 事業[ 地域振興課] （ ふる さ と 納税重点活用事業）

（ １ ） 地域むすぼう ミ ーティ ン グ 3, 585
地域コ ミ ュ ニティ の中での活動を 実際に経験し てき た今治みら い発掘隊や地域お
こ し 協力隊の隊員がこ れま での経験や地域への想いを 語る 座談会を 開催し 、 参加
者と の対話や交流を 通じ て、 次の担い手を 発掘・ 育成し よ う と する も の
　 　 　 テーマ　 　 　 「 ヒ ト から つながる 地域の未来」
　 　 　 場所・ 回数　 市内４ エリ ア×２ 回（ アーバン 、 フ ォ レ ス ト 、 シーサイ ド 、 アイ ラ ンド ）
　 　 　 内容　 　 　 　 地域住民を つなげる 座談会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 地域のキーマン （ 発掘隊、 市民有志など ） の想いを 語っ ても ら う 場
　 　 　 参加対象者　 市民

☆ （ ２ ） 未来へつなＧ Ｏ ！今治共創プロ ジェ ク ト 4, 888
市民が中心と なっ て新たな地域の賑わいを 創出する こ と を 目的と し た活動を 、 四
国地域の活性化に取り 組む「 四国家サポータ ーズク ラ ブ」 と 協働で支援する プロ
ジェ ク ト 。 令和８ 年度は、 ３ 年計画の最終年と なる こ と から 、 こ のプロ ジェ ク ト
内で生ま れた活動を 更にブラ ッ シュ アッ プし て展開し 、 次年度以降の継続展開に
つなげよ う と する も の
　 ①「 いま こ こ 青春祭2026」 の開催
　 　 市内高校生が中心と なっ て企画・ 運営を 行う イ ベン ト 「 いま こ こ 青春祭」 を
　 　 開催し 、 市内高校生同士の交流を 促すと と も に、 四国家サポータ ーズク ラ ブ
　 　 に参画する 市内企業と 10代の若者を つなぐ お仕事フ ェ ス を 開催
　 　 　 開催時期　 　 令和８ 年10月頃（ 予定）
　 　 　 開催場所　 　 芝っ ち広場

　 ②市内高校生と 呉未来塾（ 呉市） と の交流事業
　 　 それぞれの市で高校生が主体と なっ て開催する イ ベン ト において、 参加する
　 　 高校生の相互の交流を 促進する と と も に、 互いのイ ベン ト のブラ ッ シュ アッ
　 　 プを 目指すも の。
　 　 　 今治市実施　 「 いま こ こ 青春祭2026」 　  R8. 10月上旬 
　 　 　 呉市実施　 　 「 Ｋ Ｕ Ｒ Ｅ 未来フ ェ ス タ 」  R9. 3月上旬　

　 ③「 今治市公認探究部」 伴走支援事業
　 　 いま こ こ 青春祭2025にて高校生から 提案のあっ た学校の垣根を 越えた「 今治
　 　 市公認探究部」 設立に向け伴走支援する も の

　 ④今治四国家お宝Ｆ Ａ Ｍツ アー
　 　 こ れま でに市民主体で造成し た市内を めぐ る 旅行商品を 発掘隊、 地域通訳案
　 　 内士、 学生など 自ら が旅行事業者やイ ン フ ルエン サーに対し 、 Ｆ Ａ Ｍツ アー
　 　 を 通じ て魅力を 発信し 、 四国家のお宝ツ アーの持続的で有効な展開を 目指すも の
　 　 も の
　 （ 参考）
　 　 ア　 こ れま で市民主体で造成し たツ アー
　 　 　 　 　 Ｒ ５ 　 今治・ 伊予桜井地区観光ツ アー（ 今治東中等教育学校生造成）
　 　 　 　 　 Ｒ ７ 　 今治島めぐ り ツ アー（ 今治みら い発掘隊など 造成）
　 　 イ 　 四国家サポータ ーズク ラ ブの活動経過
　 　 　 　 　 Ｒ ６ 　 「 未来へつなGO！今治共創プロ ジェ ク ト 」 始動に係る 調査・ 準備
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 今治みら い発掘プロ ジェ ク ト 12等への参加）
　 　 　 　 　 Ｒ ７ 　 いま こ こ 青春祭2025の開催支援、 今治島めぐ り ツ アー

☆ （ ３ ） 今治地域みら いま ちづく り 事業 12, 000 市債 7, 000
住民の創意工夫に基づき 地域の自立的発展を 目指すために実施さ れる 事業に対し
補助金を 交付
　 ①単独地域事業（ 地域単独で行う 事業） 6, 000
　 　 　 　 　 補助率　 　 8/10
　 　 　 　 　 限度額　 　 1, 200千円
　 ②広域連携事業（ 複数の地域（ ２ 地域以上） が連携し て行う 事業） 6, 000
　 　 　 　 　 補助率　 　 10/10
　 　 　 　 　 限度額　 　 3, 000千円（ 2, 400千円から 拡大）

83 地域担当職員活動事業［ 地域振興課・ し ま なみ振興課］ 11, 500
担い手不足を はじ めと する 地域課題に対し 、 住民の取組を 身近で支える ため、 各
支所に配置さ れた地域担当職員が住民の活動に参画し 、 一緒になっ て課題解決に
取り 組むも の
　 地域担当職員　 各支所　 ３ 名程度配置
　 各支所　 1, 000千円×11支所



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

Ⅴ　 し やなかで強靱な『 ま ち』 に
＜安全・ 安心なま ちづく り ＞

84 道路冠水箇所重点対策事業［ 道路課］ 10, 000 市債 10, 000
近年頻発する 大雨災害に備え、 被害が集中し ている 箇所へ対策工事を 実施し 、 道
路冠水や住宅地の浸水被害の軽減を 図る も の
　 　 市道泉川北日吉町線
　 　 　 路側改良工事　 一式

85 河川緊急浚渫推進事業［ 農業土木課］ 19, 600 市債 19, 600
治水対策と し て、 緊急浚渫推進事業債を 活用し 、 河川に堆積し た土砂等の浚渫を
行う も の
　 上浦町二本松川　 外２ 件
　 　 ＜債務負担行為予算＞29, 400千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ 年度）

◎ 86 治水施設緊急整備事業［ 農業土木課］ 291, 200 市債 291, 200
昨今、 激甚化・ 頻発化する 豪雨への対策を 強化する ため、 国が延伸し た緊急自然
災害防止対策事業債の制度を 活用し 、 市内の老朽化し たポン プ場や水路の改修等
を 計画的かつ集中的に行う も の。

（ １ ） ポンプ場等改良工事
　 ①大西町新町ポン プ場 104, 000
　 　 　 工　 　 期： Ｒ ８ 年度～Ｒ 10年度
　 　 　 Ｒ ８ 内容： 土木工事
　 　 　 　 ＜債務負担行為予算＞156, 000千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ 年度）

　 ②菊間町タ カタ ポンプ場 98, 500
　 　 　 工　 　 期： Ｒ ８ 年度
　 　 　 Ｒ ８ 内容： 土木工事、 機械工事、 電気工事、 鋼構造物工事

　 ③杣田ポン プ場 23, 000
　 　 　 工　 　 期： Ｒ ８ 年度～Ｒ 12年度
　 　 　 Ｒ ８ 内容： 設計

　 ④中土手川ポン プ場 5, 500
　 　 　 工　 　 期： Ｒ ８ 年度～Ｒ ９ 年度
　 　 　 Ｒ ８ 内容： 設計

　 ⑤御物川遊水地 5, 500
　 　 　 工　 　 期： Ｒ ８ 年度～Ｒ 12年度
　 　 　 Ｒ ８ 内容： 設計

（ ２ ） 水路等改良工事
　 ①御物川河床 25, 000
　 ②喜田村三反地川支川 10, 000
　 ③虹ヶ 渕支線５ 号水路 9, 000
　 ④上浦町井口排水路 6, 700
　 ⑤隅田支川５ 号水路 4, 000

87 防災行政無線シス テム 更新工事［ 防災危機管理課］ 270, 000 市債 270, 000
災害など 緊急時の住民に対する 情報伝達手段である 多重系シス テム や、 Ｊ －Ａ Ｒ
Ｅ Ｒ Ｔ 放送など を 放送操作する デジタ ル同報系シス テム を 更新し 、 併せて、 将来
的な新通信方式への対応を 見据えた機能強化を 図ろ う と する も の
［ 概要］ 全体事業費： 435, 600千円

　 　 　 　 工　 　 　 期： Ｒ ７ 年度～Ｒ ８ 年度

＜「 地域ディ フ ェ ンス 力」 の強化＞
88 地域防災計画・ 水防計画の改訂［ 防災危機管理課］ 14, 818

近い将来発生が懸念さ れている 「 南海ト ラ フ 地震」 や近年、 激甚化・ 頻発化する
豪雨災害に備え、 県によ る 南海ト ラ フ 地震被害想定調査の結果や中小河川の洪水
浸水想定区域等の指定を 踏ま え、 本市の地域防災計画・ 水防計画等を 改訂・ 更新
し よ う と する も の
　 ①地域防災計画・ 水防計画策定 11, 000
　 ②地震・ 津波ハザード マッ プ作成（ デジタ ル版） 3, 510
　 ③津波事前避難対象人数把握 308

1, 849, 344千円



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

☆ 89 避難所環境改善事業［ 防災危機管理課］ 30, 620 国1/2 11, 072
近年頻発し ている 複合災害や林野火災の検証結果を 踏ま え、 避難所の更なる 環境 県1/3 2, 939
改善や物資・ 資機材を 迅速な運搬体制の構築に取り 組むと と も に、 外国人や高齢 市債 2, 700
者、 障がい者など 配慮を 必要と する 方が安心し て避難でき る 環境整備を 進める も
の
　 　 車載ト イ レ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 基 2, 700
　 　 ト ラ ッ ク （ リ フ ト ゲート 機能付） 　 　 １ 台 8, 218
　 　 災害対応車　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 台 6, 182
　 　 多言語対応ピ ク ト グラ ム 避難所看板設置　 141か所 1, 400
　 　 ポータ ブルト イ レ 用手すり 　 　 　 　 　 29台 1, 276
　 　 災害用ト イ レ テント 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 組 3, 850
　 　 折り 畳み式簡易ベッ ド 　 　 　 　 　 　 　 110台 3, 000
　 　 車いす用可搬型ス ロ ープ　 　 　 　 　 　 ５ 組 694
　 　 カゴ 台車　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 台 600
　 　 発電機　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 台 600
　 　 投光器　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15台 2, 100

☆ 90 災害用備蓄物資の充足［ 防災危機管理課］ 32, 607
災害時に被災者に支給する 食料品、 毛布、 マッ ト 、 医薬品等の備蓄物資を 想定避
難者数に応じ て計画的に確保し 、 供給体制の充実を 図る も の
　 　 備蓄用食料の更新　 　 　 　 　 　 　 26, 400食
　 　 保存用飲料水の更新　 　 　 　 　 　  2, 280Ｌ
　 　 災害用備蓄毛布　 　 　  　 　 　 　 　 3, 000枚
　 　 エアーマッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　  　 3, 840枚
　 　 自主防災組織支給品（ 発電機等）
　 　 その他（ 事務用品等）
　 　 ※想定避難者数に応じ た備蓄品を 確保する よ う 整備を 加速さ せる も の

91 防災士育成事業［ 防災危機管理課］ 2, 093 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

（ １ ） 防災士資格取得支援 1, 893
防災活動の中心的な役割を 担う 防災士を 養成する こ と で共助の機能強化を 図る と
と も に、 平時から 資格取得者に対し 防災関連事業の実施時や災害発生時における
活動への参画を 促し 、 防災関係者のネッ ト ワ ーク の強化やス キルアッ プを 通じ て、
地域防災力の向上を 図る も の

◎ （ ２ ） ジュ ニア防災士育成事業 200
次世代の防災人材育成のため、 ジュ ニア防災士を 育成する と と も に、 地域防災の
担い手と し て継続的に関わる 仕組みを 構築し 、 共助力の向上を 目指すも の
  内容　 　 防災士資格取得のための「 ジュ ニア防災塾」 の開催
　 　 　 　 　 資格取得後の訓練参加など 防災事業への参加意欲向上のための認証制度の創設
　 対象者　 小学生( 高学年) ～高校生

92 防災訓練の実施［ 防災危機管理課］ 6, 558
（ １ ） 総合防災訓練の実施 5, 558

防災関係機関、 地域住民が一緒に参加する 地震、 風水害によ る 災害を 想定し た防
災訓練を 実施する こ と によ り 、 防災意識の高揚を 図る と と も に、 防災体制の一層
の充実強化、 応急対策の機能向上を 図る も の

☆ （ ２ ） 民間団体と の連携によ る 実動訓練 1, 000
Ｎ Ｐ О法人や警察、 自衛隊等と の官民が連携し た訓練を 実施

＜誰も 取り 残さ ない消防・ 救急体制の構築＞
93 市民の生命・ 身体・ 財産を 守る 消防・ 救急基盤の整備 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

市民の生命・ 身体・ 財産を 守る ため、 火災や救急事案に迅速かつ的確に対応でき
る 体制を 整備し 、 消防・ 救急機能の強化と 安全安心なま ちづく り を 実現する も の

災害用備蓄物資について

項目 現備蓄数量 項目 現備蓄数量

食料 1人： 1日3食 94,110食 103,294食 ラ ッ プ 指定避難所各50本 7050本 5280本

飲料水 1人： 1日1本（ 500m l） 31 ,528本 33,168本 非常用給水袋 1人： 1枚 31,400枚 9,450枚

小児用おむつ 1人： 1日8枚 5,024枚 6,318枚 食器セッ ト 1人： 1セッ ト 31,400セッ ト 24,533セッ ト

大人用おむつ 1人： 1日6枚 5,087枚 5,994枚 日用品セッ ト 1人： 1セッ ト 31,400セッ ト 14,878セッ ト

生理用品 1人： 1日8枚 14,068枚 16,920枚 毛布 1人： 1枚 31,400枚 14,716枚

ほ乳瓶 1人： 5本 785個 2,968個 マッ ト 1人： 1枚 31,400枚 9,459枚

簡易ト イ レ 20人当たり 1台 1,570台 1,570台 カ セッ ト コ ン ロ 指定避難所各3台 423台 2,968台

簡易ト イ レ 便袋 1人： 1日5回分 157,000回 157,400回 カ セッ ト ボン ベ カ セッ ト コ ンロ 1台当たり 3本 1,269本 1,488本

ト イ レ ッ ト ペーパー 1人： 1日8m （ 1ロ ール255m ） 986ロ ール 4,205ロ ール 救急箱 指定避難所各2セッ ト 282個 178個

避難想定者数： 31,400人

R7年度末予定

目標数量 目標数量



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

☆ （ １ ） 常備消防［ 消防本部総務課・ 警防課］ 891, 880 市債 557, 700
　 ①消防指令シス テム等の更新 557, 700
　 　 消防指令シス テム及び消防救急デジタ ル無線の老朽化や通信技術の進化等に
　 　 対応し 、 円滑な運用を 確保する ため更新及び機能強化を 図る も の
　 　 ＜債務負担行為予算＞1, 301, 300千円（ Ｒ ８ ～Ｒ ９ 年度）
　 ［ ス ケ ジュ ール]
　 　 　 Ｒ ６ 年度　 　 　 　 消防指令シス テム 等基本計画策定
　 　 　 Ｒ ８ ・ Ｒ ９ 年度　 消防指令シス テム 等構築
　 　 　 Ｒ 10年度　 　 　 　 消防指令シス テム 等の運用開始予定
　 ②消防車両等の更新 302, 000 市債 302, 000
　 　 　 消防ポン プ自動車　 ３ 台
　 　 　 　 中央消防署、 北消防署大島分署、 北消防署大三島分署
　 　 　 高規格救急車　 ２ 台
　 　 　 　 中央消防署、 北消防署
　 ③延焼防止水幕防御シス テム 6, 380 市債 6, 300
　 　 強風下での飛び火拡大に備え、 効果的な延焼防止を 図る も の
　 　 　 　 100ｍの消防ホース に５ ｍ間隔で噴霧用のノ ズルを 配置
　 　 　 　 高さ 約13ｍ、 幅５ ｍ以上の水幕を 形成する こ と が可能
　 ④北消防署女性専用室等増設工事 25, 800 市債 25, 800
　 　 女性消防職員が安心し て勤務でき る 職場環境を 整備する ため、 女性用仮眠室
　 　 及びト イ レ 、 浴室を 整備する も の。 併せて、 勤務形態の変更によ り 仮眠室を
　 　 ２ 室増設する も の
　 　 ＜参考＞
　 　 実績： 中央消防署（ Ｈ 30） 、 西消防署（ Ｒ ４ ） 、 西消防署菊間分署（ Ｒ ５ ） 、
　 　 　 　 　 中央消防署東分署（ Ｒ ６ ） 、 西消防署波方分署（ Ｒ ７ ）

（ ２ ） 非常備消防［ 消防本部総務課］ 245, 100
　 ①朝倉方面隊第１ 分団消防詰所の統合整備 116, 600 市債 116, 600
　 　 （ 第１ 部詰所と 第２ 部詰所を 統合する も の）
　 ②今治方面隊第８ 分団消防詰所の統合整備 49, 000 市債 49, 000
　 　 （ 鐘場詰所と 大浜詰所を 統合する も の）
　 ③消防団車両等の更新 79, 500 県（ 定額） 21, 750
　 　 　 小型動力ポン プ積載車　 ２ 台（ 玉川） 市債 51, 000
　 　 　 小型動力ポン プ軽四積載車　 ５ 台（ 波方２ 台・ 菊間２ 台・ 上浦）
　 　 　 小型動力ポン プ一式　 ６ 台（ 朝倉・ 大西・ 菊間・ 宮窪・ 伯方・ 上浦）

◎ 94 令和７ 年今治市林野火災を 教訓と し た防災力強化 （ ふる さ と 納税重点活用事業）

　 　 　 　 　 　 　 　     　 ［ 防災危機管理課・ 消防本部総務課・ 警防課］
令和７ 年今治市林野火災の検証結果を 踏ま え、 消防本部と 防災担当部局間の情報
共有体制や、 被災現場の情報収集、 緊急消防援助隊等と の連携等、 浮き 彫り と な
っ た課題等に対応する こ と で、 本市の防災力の強化を 図り 、 その他の地震や風水
害等にも 迅速な対応が可能な消防・ 救急・ 防災体制を 構築し よ う と する も の

（ １ ） 災害時における 情報収集・ 共有体制の強化 16, 756
　 ①消防ド ロ ーン 部隊の拡充
　 　 ア　 装備品 7, 748
　 　 　 災害時にド ロ ーン を 活用し 、 消防本部と 防災担当部局が現場の状況を リ ア
　 　 　 ルタ イ ム の映像で共有でき る シス テム を 導入する と と も に、 ド ロ ーン の夜
　 　 　 間活用を 可能と する 附属品の購入を し よ う と する も の
　 　 イ 　 体制 1, 998

　 　 　 消防ド ロ ーン 部隊の人員体制を 強化する ため、 新たに国家資格の取得を 目
　 　 　 指す者を 支援し よ う と する も の

　 　 　 　 人員体制10名→13名
　 ②災害対策本部

　 　 　 災害対策本部室マルチディ ス プレ イ 更新 6, 380
　 　 　 レ ガシー多機能電話機 141
　 　 　 モバイ ル端末用イ ヤホン マイ ク 、 ボディ カメ ラ 489

（ ２ ） 消防団や緊急消防援助隊、 自衛隊等と の連携強化 16, 862 市債 9, 000
広域災害等においても 、 消防団や緊急消防援助隊等の応援部隊と 現場の状況や設
備の情報等を 即時に共有でき る 体制を 整備し よ う と する も の
　 　 　 非常備消防用Ｉ Ｐ 無線　         31台 5, 157
　 　 　 林野火災用地図作成　 　 　 　 　 　 一式 362
　 　 　 消防水利シス テム 　 　 　 　 　 　 　 一式 1, 643
　 　 　 消防救急デジタ ル携帯無線　 　 　 ６ 台 9, 042 ※93（ 1） ①一部再掲
　 　 　 ノ ート パソ コ ン　 　 　 　 　 　 　 　 ３ 台 658

（ ３ ） 林野火災を 想定し た連携強化訓練 1, 250
災害対策本部及び消防本部の連携強化を 図る ため、 導入資機材を 活用し た情報共
有を 含めた本部運営と 災害現場、 避難所での実動訓練を 一体的に実施する も の



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）
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［ 特別会計］

【 港湾事業特別会計】 ［ 港湾漁港課］ 417, 000 参考［ 前年度］ 444, 000
［ 対前年度増減理由］

（ 歳入） 一般会計繰入金の減
（ 歳出） 港湾管理費の減、 ふ頭管理費の減、 貯木場管理費の減、 企業債元金の減

【 国民健康保険特別会計】 ［ 保険年金課］ 16, 064, 000 参考［ 前年度］ 17, 059, 000

［ 対前年度増減理由］
国民健康保険被保険者数の減

１ 保険給付費
療養給付費（ 一般） 9, 900, 000 県 9, 900, 000

２ 国民健康保険事業費納付金
（ １ ） 医療給付費分（ 一般） 2, 580, 126 県 77, 721
（ ２ ） 後期高齢者支援金分（ 一般） 894, 339 手数料 1
（ ３ ） 介護納付金分 329, 471 諸収入 31, 001

◎ （ ４ ） 子ど も ・ 子育て支援納付金分 76, 513

【 後期高齢者医療特別会計】 ［ 保険年金課］ 3, 818, 000 参考［ 前年度］ 3, 224, 000

［ 対前年度増減理由］
後期高齢者医療保険被保険者数の増

１ 広域連合納付金 3, 758, 620

【 介護保険特別会計】 ［ 介護保険課］ 19, 495, 000 参考［ 前年度］ 19, 100, 000

［ 対前年度増減理由］
保険給付費の増

１ 保険給付費　 　 　 　 　 国 4, 517, 828

介護サービ ス 等諸費　 17, 639, 000 県 2, 549, 316

　 ①居宅介護サービ ス 費 7, 090, 000 交付金 4, 761, 990

　 ②地域密着型介護サービ ス 費 4, 224, 000 諸収入 1, 996
　 ③施設介護サービ ス 費 6, 325, 000

［ 企業会計］

【 水道事業会計】 ［ 水道総務課］ 6, 346, 000 参考［ 前年度］ 6, 832, 000

今治市内全域に水道水を 供給する 事業
［ 対前年度増減理由］
建設改良費の減

１ 鉛管解消対策の加速化
積極的な鉛管解消に向け、 一般会計も 費用の一部を 負担する こ と で引替件数の増
加を 図り 、 鉛管から の交換を 加速化さ せる も の

（ １ ） 鉛管引替助成金（ 300件） 100, 000 補助金 25, 000
      対象者： 鉛製の給水装置を 所有又は使用し ている 者
　 　 　 補助額： 道路部分　 対象工事費の全額
　 　 　 　 　 　 　 宅地部分　 上限13万円

（ ２ ） 鉛管引替工事（ 150件） 37, 500

２ 防災・ 減災対策事業
大規模災害に備えた取組みを 行う も の

（ １ ） 重要給水施設管路耐震化事業（ Ｒ ５ 年度～Ｒ 17年度） 188, 702 国1/3、 1/4 35, 742
今後発生する こ と が見込ま れる 南海ト ラ フ 巨大地震に備え、 非常時に特に水道水 企業債 89, 700
が必要と なる 救急指定病院など の重要給水施設への管路耐震化を 実施し 、 Ｒ 17年
度ま での完了を 目指すも の
　 　 全体事業費　 約83億円 
　 　 Ｒ ８ 年度　 　 配水本管整備工事（ 八町西地区　 外５ 地区）

（ ２ ） 高橋馬越連絡管整備事業（ Ｒ ４ 年度～Ｒ ９ 年度） 170, 000 企業債 85, 000
高橋浄水場と 馬越浄水場間で連絡管を 整備し 、 平常時の水運用の合理化を 図る と 出資金 81, 600
と も に、 大規模災害時や、 渇水時における 両浄水場間のバッ ク アッ プ体制を 構築
する も の
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　 　 全体事業費　 約12. 3億円
　 　 Ｒ ８ 年度　 　 高橋馬越連絡管整備工事（ 場内配管）
　 　 　 　 　 　 　 　 高橋馬越連絡管整備工事（ 機能増設）
　 　 　 　 　 　 　 　 ※全体事業費150, 000千円（ 債務負担行為Ｒ ８ ～Ｒ ９  140, 000千円）

（ ３ ） 宮窪伯方水融通管整備事業（ Ｒ ７ 年度～Ｒ 17年度） 42, 000 企業債 21, 000
市町村合併によ り 市域全体を 一つの水道と 捉え実現し たし ま なみ送水を さ ら に進 出資金 19, 500
め、 陸地部と 島し ょ 部の浄水場間で水融通を 行う こ と によ り 、 安心・ 安全な水道
水の安定供給と と も に、 災害時や渇水時における 相互連携体制を 構築する も の
　 　 全体事業費　 約12. 1億円
　 　 Ｒ ８ 年度　 　 新宮窪配水池整備工事（ 造成）

３ 渇水対策事業
近年の異常気象によ る 水不足傾向を 踏ま え、 渇水に備える 取組みを 実施する

（ １ ） 予備水源効率化事業（ Ｒ ５ 年度～Ｒ 13年度） 102, 035
渇水対策水源を 効率的に利用する ため、 高橋接合井や導水管を 整備する
　 　 全体事業費　 約9. 5億円
　 　 Ｒ ８ 年度　 　 高橋接合井築造工事（ 機械工事）
　 　 　 　 　 　 　 　 予備水源施設整備実施設計業務委託

（ ２ ） 高橋馬越連絡管整備事業（ Ｒ ４ 年度～Ｒ ９ 年度） ※再掲

４ 広域化事業
高橋浄水場から の広域送水のための施設・ 管路整備を 行い、 事業効率化、 水質安
全対策を 図る 。

　 　 今治玉川送水整備事業（ Ｒ ５ 年度～Ｒ ８ 年度） 246, 600 国1/4 24, 228
　 　 ク リ プト ス ポリ ジウ ム 対策が必要な水源から 、 高橋浄水場の送水に切り 替え 企業債 61, 500
　 　 る こ と で水質安全対策を 図る 出資金 43, 300
　 　 　 全体事業費　 約10億円
　 　 　 Ｒ ８ 年度　 　 三反地ポン プ場送配水管整備工事（ 三反地ポン プ場～新八幡配水池）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 三反地ポン プ場築造工事（ 電気、 場内整備）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 新八幡配水池築造工事（ 電気、 場内整備）

５ 老朽管更新事業 545, 565 企業債 90, 800
老朽化し た配水管の布設替を 行う 補償金 20, 000
　 　 Ｒ ８ 年度　  老朽管等布設替工事（ 中堀地区外）

【 簡易水道事業会計】 ［ 水道総務課］ 152, 600 参考［ 前年度］ 153, 600
関前地域に水道水を 供給する 事業
［ 対前年度増減理由］
主に減価償却費の減

【 工業用水道事業会計】 ［ 水道総務課］ 780, 400 参考［ 前年度］ 377, 400
旧今治地域及び菊間地域の企業に工業用水を 供給する 事業
［ 対前年度増減理由］
　 投資（ 投資有価証券の購入） の増

１ 浄水場電気設備更新 76, 010 企業債 76, 000
老朽化に伴う 受変電設備等の更新を 行う も の
　 　 小泉浄水場の電気設備更新設計

２ 投資 400, 000
有価証券の運用によ っ て利息収入を 得よ う と する も の。
　 　 投資有価証券の購入

【 下水道事業会計】 ［ 下水道業務課・ 下水道工務課・ 農業土木課］ 11, 457, 000 参考［ 前年度］ 10, 356, 000

［ 対前年度増減理由］
建設改良費の増

１ 未普及対策・ 広域化共同化事業
（ １ ） 公共下水道事業基本計画等変更業務委託（ Ｒ ７ 年度～Ｒ ８ 年度） 32, 000

人口減少など の地域社会の状況変化を 踏ま え、 下水道基本計画と 事業計画を 見直
すこ と で、 計画区域や整備方針を 適正化し 、 持続可能な下水道経営を 実現する も
の



◎新規施策　 ○準新規施策　 ☆拡充施策　 ※再掲あり

（ 単位： 千円）

特　 定　 財　 源

（ ２ ） 未普及対策事業（ 下水道の新規整備工事） 558, 260 国1/2 213, 250
下水道計画区域内の未整備地域で管き ょ 整備を 進め、 生活環境の向上と 公共用水 市債 317, 000
域の水質保全を 図る も の 負担金 25, 825
　 　 今治処理区の面整備 分担金 1, 370

（ ３ ） 広域化共同化事業（ 隣接する 処理場の統廃合） 357, 300 国1/2 175, 150
処理場の統廃合に向けて処理区を 接続する ための管渠工事や設計を 行い、 施設の 市債 182, 100
集約化によ る 維持管理・ 更新コ ス ト の削減と 効率的な事業運営を 図る も の
　 【 接続管渠実施設計】
　 　 （ 農集） 朝倉下処理区 ⇒（ 公共） 今治処理区
　 　 （ 農集） 大西九王処理区 ⇒（ 公共） 大西処理区
　 　 （ 漁集） 吉海志津見処理区 ⇒（ 特環） 吉海処理区
　 　 （ 農集） 伯方北浦処理区 ⇒（ 特環） 伯方木浦・ 有津処理区
　 【 接続管渠整備】
　 　 （ 農集） 朝倉古谷処理区 ⇒（ 公共） 今治処理区
　 　 （ 漁集） 吉海椋名処理区 ⇒（ 特環） 吉海処理区
　 　 （ 農集） 吉海田浦処理区 ⇒（ 特環） 吉海処理区
　 　 （ 農集） 上浦盛処理区 ⇒（ 特環） 上浦井口処理区

２ 防災・ 減災対策事業
（ １ ） ス ト ッ ク マネジメ ン ト 事業 1, 207, 600 国1/2・ 5. 5/10 611, 950

マン ホールポン プの実施設計や管渠・ ポン プ場の改築、 耐震診断を 行い、 老朽化 市債 595, 600
施設の計画的更新と 耐震化を 進めて、 安全で安定的な下水処理機能を 確保する も
の
　 【 管渠】
　 　 　 マンホールポンプ： 改築実施設計
　 　 　 今治処理区管渠： 改築工事、 耐震診断
　 【 施設】
　 　 　 立花中継ポン プ場， 近見中継ポン プ場： 自家発電設備等の更新
　 　 　 北部終末処理場： 受変電設備の更新
　 　 　 北部終末処理場， 吉海浄化セン タ ー， 宮浦浄化セン タ ー： 非線形解析（ 耐震診断）
　 　 　 今治浄化セン タ ー， 伯方浄化セン タ ー， 井口浄化セン タ ー： 改築実施設計
　 　 　 天保山第２ 中継ポン プ場： 改築実施設計

（ ２ ） 浸水対策事業 130, 300 国1/2 65, 150
雨水ポン プ場の整備・ 改築に内水ハザード マッ プの整備を 加え、 防災・ 減災の強 市債 65, 100
化と 住民によ る 自助・ 共助の意識醸成を 図る も の
　 　 桜井河口排水ポンプ場： 基本設計等
　 　 天保山排水ポン プ場： 非線形解析（ 耐震診断）
　 　 高部下排水ポン プ場： 耐震実施設計
　 　 内水ハザード マッ プ作成業務委託

３ 農業集落排水施設整備事業 80, 000 国6/10 44, 400
農業集落排水施設を 公共下水道等に統合し 、 施設の再編・ 集約化によ っ てコ ス ト 市債 35, 600
削減と 機能向上を 図る も の
　 　 　 大三島口総処理場（ 廃止） 、 野々江処理場（ 統合） に伴う 接続工事


